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1.は じ め に

私 達 は先 行研 究 を ベ ー ス に 、子 ど もの ア ニ ミズ ムや 死 の概 念 発 達 と生活 体 験

につ いて 、 北 海 道 ・関東 ・九州 で 調 査 を実 施 した 、 科 学 研 究 成 果 報 告 書:基 盤

研 究(C)平 成13年3月1)で 報 告 した 。調 査 対 象 は、小 学1年 生 か ら中学3年

生 の合 計2,700名 で あ る 。そ の結 果 、約10年 前 の調 査2)と 比 較 し身近 な 人 との

死別 体 験 もペ ッ トとの死 別 体 験 も減 少 して いな か っ た。 死 ん だ 人 を実 際 に見 た

こ とが あ る生 徒 は全 体 の5割 、そ の 中 の7割 弱 は、 「そ の人 は よ く知 っ て い る

人」 で あ った 。 葬 式 ・お 通 夜 へ の 出席 もお 墓 参 り も、10年 前 と比 較 し、減 少 し

て いな か った 。 死 につ いて 、 今 まで に家 族 の 人 と話 した こ とが な い生 徒 は、 全

体 の4割 以 上 で あ っ た 。 さ ら に、死 に つ いて な るべ く話 した くな い と思 っ て い

る生徒 が 、全 体 の6割 で あ った 。

子 ど もを 取 り巻 く現 代 社 会 は、 テ レ ビや ビデ オ を通 した バ ー チ ャル な 死 の 体

験 が 、 死 の実 体 験 よ り先 行 して 子 ど もの 日常 生活 に入 り込 ん で い る。 さ らに近

年 、 青 少年 の 生 き 物 や 人 間(自 分 の 命 ・他 者 の命)に 対 す る残 虐 な事 件 が あ と

をた たな い。 この よ うな現 代 社 会 にお い て 、 日本 にお け るDeath-Educationの

た め の具体 的 方 略 を 開発 お よび そ の実 施 の必 要 性 は 、急 務 と考 え る 。

皿.国 内外の関連する研究の中での当該研究の位置づけ

キ ュ ブ ラー ・ロ ス は 、子 ど もは死 に つ い て 大 人 と は異 な った 観 念 を持 っ て い

る と、 そ の特 徴 を挙 げ て い る。 国 内 で は 山梨 大 学 心 理 学研 究 室3)が 子 ど もの ア

ニ ミズ ム的 思考 にお け る生 命概 念 の発 達 を調 査 して い る。岡 田が1979年 に行 っ

た 調査4)で は 、 す み や か に崩 壊 す る とい われ る 小 学校 中 ・高学 年 で ア ニ ミズ ム

傾 向が み られ た 。 波 多 野5)は 小学 校 低 学 年 の ア ニ ミズ ム と小 学 校6年 生 頃 か ら

始 ま り中学 校 頃 まで 続 くア ニ ミズ ム とは 質 的 に異 な り、科 学 や 芸 術 が 開 花 した

高次 の アニ ミズ ム で あ る と述 べ て い るが 、 そ の後 高 次 の アニ ミズ ム に着 目 した

研 究 は 少 な い。岡 田 らが 平 成10年 度 科研 費 を得 て 行 った 調査6)で は 、 「お 人 形 」

を生 き て い る と小 学1年 生 の39.3%、 中学3年 生 の23.1%が 、 「か み な り」 で

は小学1年 生 の48.6%、 中学3年 生 の37.6%が 、 「ボ ケ モ ン」 で は小 学1年 生

の68.0%、 中学 生3年 生 の31.9%が 回 答 し、一度 低 下 した アニ ミズ ム 的 思 考 は

中学 生 で 再 び 上 昇 傾 向 を示 した。 さ らに学 童 期 の 小 児 の死 の概 念 発 達 は 、 認知

的 発 達 段 階 、 入 院 ・死 別 体 験 な どの社 会 経 験 が 関 連 要 因 と して影 響 して い る こ

とを確 認 した 。
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子 ど も を取 り巻 く現 代 社 会 は 、 テ レビや ビデ オ を通 したバ ー チ ャル な 死 との

出 会 いが 、 死 の実 体 験 よ り先 行 して 子 ど も の 日常 生活 に入 り込 ん で い る と言 え

る。0方 、身 近 な 人や ペ ッ トとの死 別 体 験 が 少 な い社 会 環境 が危 惧 され て い る。

この よ うな 社 会 環 境 の 中 で育 つ子 ど もが 、 ど の よ うな 「死 の概 念 」 「生命 の大

切 さ」 を体 得 して い くのか 、 大 き な 関 心 を も って 研 究 に取 り組 んで きた 。 高 次

のア ニ ミズ ム の 「実 態 」 と同 時 に、 生 き 物 や 人 間(自 分 の命 ・他 者 の命)に 対

す る残 虐 な 事 件 の 低 年 齢 化 が 社 会 問 題 とな っ て き て い る今 日、 日本 に お け る

Death-Educationの た め の 具体 的方 略 を 開発 し実 施 す る ことは 、 必須 と考 え る。

ア メ リカ で は す で に死 へ の準 備 教 育 が 幼 児 ・小 学 校 教 育 で 実 施 され て い る。

日本 にお いて もDeath-Educationの 必 要 性 が 認 識 され つ つ あ る。 日本 文化 に根

ざ したDeath-Educationた め の具 体 的 方 略 の 開発 ・実 施 は 、 「限 りあ る命 の大

切 さ ・愛 お しさ」 をは ぐ くむ 小 児看 護 お よ び学 校 教 育 にお いて 不 可欠 で あ る。

皿.研 究 の 目 的 ・方 法

私 達 は 、 テ レ ビや ビデ オ に よ るバ ー チ ャル な死 との 出 会 い が 死 の 実体 験 よ り

先行 して子 ど もの 日常 生 活 に入 り込 ん で い る現 代 社 会 にお いて 、 学 童 期 の 小 児

が 死 別 体 験 を どの よ うな 「体 験 」 と して 行 動 シェ マ(ピ ア ジ ェの 認 知 発 達)に

と り込 み 学 んで い る か 、 さ らに死 を タ ブ ー視 し大 人 が子 ど も との会 話 を避 け る

傾 向 に あ る社 会 環 境 が 、 子 ど も の死 生 観 形 成 に 及 ぼ す影 響 につ いて 、 関 心 を も

って研 究 に取 り組 ん で き た 。

そ の結 果 、 死 につ い て今 まで に家 族 の人 と話 した こ とが な い 生徒 が 、 全体 の

4割 以 上 で 、 さ らに死 に つ いて な るべ く話 した くな い と思 っ て い る生 徒 が 、 全

体 の6割 で あ った 。 これ らの結 果 か ら、 日本 にお け るDeath-Educationの た め

の 具体 的方 略 の 開発 と実 施 ・評 価 を必 要 と して い る社 会環 境 で あ る と言 え る 。

1.目 的

本 研 究 の 目 的 は 、 死 を タ ブ ー視 し 大 人 が 子 ど も と の 会 話 を 避 け る 傾 向 に あ る

現 代 社 会 に お い て 、Death-Educationの た め の 指 針 と 具 体 的 方 略 を 開 発 す る こ と、

さ ら に そ の 実 践 ・評 価 を 行 な う こ と で あ る 。

1)子 ど も に 「命 の 大 切 さ 」 や 「生 き る こ と」 、 「死 に つ い て 」 ど の よ う に

教 え ま た 学 ぶ か 、Death-Educationの た め の 指 針 と具 体 的 方 略 を 開 発 す る 。

2)開 発 したDeath‐Education方 略 の 実 践 とそ の 評 価 を行 う(評 価 研 究)。
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2.研 究期 間

研 究 期 間 は 、 平 成13年4月 か ら平 成15年3月 まで の3ヵ 年 で あ る 。

3.研 究対 象

第 一 段 階 と して 、大 学 教 育 に携 わ る知 り合 い を通 じて 、北 海道A市 に あ る 小 ・

中学校 に本 研 究 の意 図 ・目的 を説 明 し協 力依 頼 を打 診 した 。 そ の結 果 、 協 力意

向 の返 答 を頂 いた 。 第 二 段 階 と して 、研 究 当事 者 が 直 接 小 ・中学 校 を訪 ね 、研

究 の 目的 、考 え て い る方 法 につ いて 説 明 を行 い 、正 式 に協 力 の 返 答 を頂 く こ と

が で き 、 同 市 の 小 ・中学 校 に通 学 す る小 学2・4年 生 ・中学2年 生 を対 象 に、

Death-Educationを 実 施 す る こ とにな っ た 。

小 学 生 は 、 学 校 側 と打 ち合 わ せ を重 ね た結 果 、 道 徳 教 育 の時 間 を頂 き 、道 徳

教 育 の位 置 づ けでDeath-Educationを 実 施 した 。

中学 生 は、本 人 に研 究 の主 旨 を説 明 し、承 諾 が 得 られ た 生 徒 に は 、承 諾 書(資

料1)に 同意 のサ イ ン を頂 き、 同 時 に 中学 校 を通 して 保 護 者 へ も研 究 の主 旨説

明 と協 力依 頼 を書 面 で 行 い、保 護者 か ら も承 諾 書(資 料2)に 同意 のサ イ ン を

頂 き実 施 した 。

4.倫 理 的 配 慮

先 生方 と打 ち 合 わせ を重 ね た 結果 、 小 学 生 は 前 述 した 通 り道 徳 教 育 の一 環 と

して 、先 生方 の協 力 を得 て 実 施 した 。特 に 、 身 近 な あ るい は大 切 な 人 の死 に 出

会 って 間 もな い 生徒 の有 無 と いっ た個 別 的 状 況 に対 して 、実 施 前 後 で 個 別 的 配

慮 を依頼 した 。

中学 生 は、 前 述 した通 り協 力す るか 否 か は 自 由 で あ る こと、 成 績 には い っ さ

い関係 が な い こ と、気 持 ちが 変 わ った 場合 、 途 中で 中止 して も良 い 旨 を説 明 し

た 。

5.研 究 の方 法

研 究 の方 法 は 、 生 徒 がDeath-Educationの 前 と後 で 各 々記 述 し提 出 した レポ

ー トを逐 語録 と して用 い分 析 す る
、帰納 的 記 述 的 方 法 を用 いた評 価 研 究 で あ る。

小学校 低 学 年 ・高学 年 、中学 生 用 は、各 々Death-Educationの た め の教 材 を作

成 し、 事 前 に 担 任 を は じめ学 校 責 任 者 に見 て 頂 い た後 、実 施 した 。 小 学2年 生

(低 学 年)に は 、 実 施 前 に1)命 につ いて 日頃 思 う こ とを 、 同 じ く実 施 後2)

命 に つ いて 今 思 う こ と を原 稿 用紙1枚 程 度 に 記 載 し提 出 を願 っ た。 小 学4年 生

(高 学 年)と 中学2年 生 に も各 々実 施 前 に1)命 につ いて 、 生 き る こと に つ い

て 日頃思 う こ とを ・ 同 じく実 施後2)命 につ い て 、 生 き る こと につ い て今 思 う
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こ と、 を原 稿 用 紙1枚 前 後 に記載 し提 出 を願 った 。

分 析 方 法 は 、 帰 納 的 記 述 的方 法 を用 いた 質 的 分 析 法 で あ る 。 具 体 的 に は生 徒

が 提 出 した レポ ー トか ら、① 文 節 ・コー ド化 を行 い 、 デー タ が どの カ テ ゴ リー

に属 す る か 、② サ ブカ テ ゴ リー化(仮 説 設 定 過 程)を 推 定 し、③ カ テ ゴ リー化

を試 み た 。

6.Death-Education方 略 の作 成 過 程 と指 針

まず 第 一 に、 日本 お け るDeath-Educationの 取 り組 み例(下 記)を 研 究 メ ン

バ ー で 共 有 した 。

1)小 学 校 低 学 年対 象:「 生 まれ て くる っ てす ごい 」 長 野県 下 の 小 学校 の

試 み

2)中 学 生対 象:「 死 につ いて 考 え よ う」 愛 知 県 下 の 中 学校 の試 み

3)高 校 生対 象:「 い の ち」 を体 で 感 じよ う 茨 城県 下 の 高校 の試 み

第 二 に 、幼 児 ・学 童 を対 象 に 「命 」や 「死 」 の テー マ を と りあ げ て い る絵 本 ・

本 を読 み 、Death-Educationの た め の 方 略 作 成 の参 考 に した 。

第 三 に 、色 々 な立 場 ・角 度 か らDeath-Educationが 試 み られ つ つ ある が 、小

児看 護 の立 場 か ら行 な うDeath-Educationの 意義 につ いて 、 メ ンバ ー で 話 し合

い共 通 理 解 を 図 っ た。 具 体 的 方 略 の 開 発 にお いて:

1)以 下 に示 す 小 児 の認知 的発 達 段 階(ピ ア ジェ)を 考 慮 に入 れ る。

(1)死 の 不 可 逆 性 ・不 可 避 性 ・普 遍 性 を理解 す る前 の段 階(前 操 作段 階)

死 のイ メー ジ ・概 念 を外 界 か ら取 り入 れ 、 形 成 して い く段 階(同 化)

(2)死 の理 解 が 体 験 の 有 無 によ り影 響 を受 ける段 階(具 体 的 操 作 段 階)

死 の イ メー ジ ・概 念 を外 界 か ら 自己 の行 動 シ ェマ に取 り入 れ 、 形成 し

て い く段 階(同 化)と 、外 界 に応 じて 自己 の 行 動 シェ マ や 死 のイ メー ジ ・

概 念 を変 え て い く段 階(調 節)

同化 と調 節 の均 衡 の とれ た 状 態 、バ ラ ンス の とれ た状 態(適 応 状 態)

(3)体 験 の有 無 に か か わ らず 大 人 と同 様 な 死 の理 解(死 の不 可 逆 性 ・不 可

避 性 ・普 遍性)が で き る段 階(形 式 操 作 段 階)

2)方 略 の 作 成 に 、病 気 ・入 院体 験 と い っ た健 康 に関す る テ ー マ や 内容 を積

極 的 に と り入 れ 活 用 す る。

3)具 体 的 事 象 を用 い る。

4)同 年 代 の病 気 ・入 院体 験 者 自身 、 あ る いはそ の家 族 ・兄 弟 姉 妹 を講 師 と

して 依 頼 し、体 験 者 の体 験 談(を)を 積 極 的 に導 入 した 内 容 とす る。

5)健 康 や病 気 ・入 院体 験(児 ・者)を 通 して 、 「命 」 ・「生 き る こ と」 につ

いて 考 え る 出発 点 と して い く(FromDeathtolife)。
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7.Death-Educationの た め の方 略 開発 の実 際

1)小 学校 低 学年 用(前 操 作 段 階):

絵 本 ・視 聴 覚 映像 を教 材 に、 「命 」 につ いて考 え る メ ッセ ー ジ を送 る こと を

主 た る ね らい と した 。

方 略 開発 ・設 定理 由 は、4歳 か ら10歳 の 小 児 を対 象 に作 られ た 「死 」 って な

あに?一 考 え よ う命 の大 切 さ 一 、 を参 考 に作 成 した 教材 を用 い た 。 具体 的 に は

「絵 本 、 菊 田 ま りこ、 いつ で も会 え る、 学研 、1998」7)。 仲 良 しで一 緒 に遊 ん

で いた ポ チ(犬)と の死 別 を描 いた ス トリー を参 考 に 、独 自 に作 成 した 。

「画 像 」に研 究 メ ンバ ー の 「ナ レー シ ョン」 と 「吹 きか え」 を交 え て実 施 した 。

2)小 学校 高 学年 用(具 体 的 操 作 段 階):

同年 代 の子 ど もの闘 病 生活 を と り上 げ た ドキ ュ メ ン タ リー 番 組 「天 国 の た か

し君 奇 跡 をあ りが と う」 を編 集 し直 して 、教 材 と して 一 部 を用 いた 。

方 略 開発 ・設 定 理 由は 、 同年 代 の子 ど もが経 験 して い る生 と死 を通 して 、 生

きた くて生 き る ことが で きな い友 が い る こと、 さ らにた か し君 の死 後 もク ラス

メー トの心 の 中 に生 き続 け る今 は亡 きた か し君 を通 して(FromDeathtolife) 、

「命 」 ・「生 き る こと」 につ いて 考 え る出 発 点 とな れ ば と考 えた 。 そ の た め の教

材 と して 、た か し君 の学 校 で の 生活 も紹介 され て い る この ドキ ュ メ ン タ リー は 、

健 康 な学 童 に と って も身近 で具 体 性 に富む 教 材 で あ る と判 断 した か らで あ る。

3)中 学 生用(形 式 操 作段 階):

平 成14年6月 、学 生 の実 習 指 導 で 小 児 外 科 病 棟 に出入 りして い る折 、入 院 中

の 中学3年 生U君 に 出会 う。 彼 は二 分 脊 椎 症 と い う先 天 性 疾 患 で入 退 院 を繰 り

返 しな が ら も、 明 る く前 向 き に生 きて い た 。実 習 後 半 、 障 害 を有 しな が ら夢 を

抱 いて 前 向 き に 生 きて い る彼 に、 思案 中 のDeath-Educationに つ いて 話 し、 実

施 段 階 に至 った 折 は講 師 と して体 験 談 を語 って ほ しい と希 望 を 話 す 。 即 答 はな

く様 子 をみ て いた が 、 実 習 最 終 日に 「引 き 受 けて も良 い」 旨 の意 志 表 示 を受 け

る。そ の後 退 院 とな るが 退 院 後 も連 絡 を と り合 う。

平 成15年4月 、U君 は高校 に入 学 す る 。 中学 校 との打 ち合 わせ を重 ね 、実施

時 期 が 二度 三 度 変 更 とな り、夏休 み 前 の 予定 が11月 とな る が 、そ の 間 彼 の意 志

は変 わ らな か った 。

高 校 生 に な ったU君 に、① 入 院 生活 を通 して体 験 した こと、② 生 まれ た 時 か

ら障 害 を有 し、松 葉 杖 を使 用 しな が らも 、歩 き 、 自転 車 に 乗 って 障 害 を克 服 し

て きた 自分 か ら見 た 同年 代 の仲 間 に伝 え た い こ とな どにつ い て 、 具体 的 に講 演

を依頼 した 。同時 に、U君 の体 験 した 入 院 生 活 を少 しで もイ メー ジ で き る よ う、
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骨 腫 瘍 で 下 肢 の 切 断 術 を受 け た 中学 生 の 闘病 生 活 を と り上 げ た ドキ ュ メ ンタ リ

ー 番 組 を短 く編 集 し、併 用 す る こ と と した 。

な お協 力依 頼 に 内諾 を得 た 後 、U君 と保 護 者 に各 々 書 面 で依 頼 を行 い承 諾書

の 提 出 を得 て か ら実施 した 。

方 略 開 発 ・設 定 理 由 は 、事 故 ・事 件 ・自殺 とい った 問 題 を有 す る社 会 に生活

しな が ら、 健 康 に恵 まれ 、勉 強 が 唯 一 で あ るか の よ うな 価 値 社 会 に身 を置 いて

い る 中学 生 は、病 気体 験 あ る い は病 気体 験者 とい った 自分 と は異 な る人 と 日々

接 して いて も、何 か を感 じた り発 見 した り、何 らか の影 響 を受 け る とい った 「人

間 と して 出会 う」体 験 は少 な い の で は と考 え た。 そ こで 当た り前 と思 って 生活

して い る健 康 で あ る こ との幸 せ ・感 謝 、 自分 のそ して 他 者 の 「命 」 の大 切 さ を

実感 して ほ しい と考 え 、講 演 を依 頼 した 。 同時 に癌 で 下 肢 切 断 術 を受 け た 同年

代 で あ る 中学 生 の 闘病 生活 ドキ ュ メ ンタ リー番 組 の ビデ オ を編 集 し併用 す る こ

と と した 。

8.研 究 ス ケ ジ ュ ー ル

1)平 成13年 度:Death-Educationの た め の 準 備(教 材 作 成 ・協 力 小 ・中

学 校 の 開 拓)

(1)平 成13年4月 一9月:先 行 研 究 結 果 、 基 礎 デ ー タ の 確 認

(2)平 成13年10月 一14年2月:研 究 教 材 ビデ オ の 分 析

(3)平 成14年2月 一3月:Death-Educationの た め の 指 針 お よ び モ デ

ル 作 成

2)平 成14年 度:Death-Educationの 実 施 段 階

(1)平 成14年4月 一9月:Death-Educationの た め の 指 針 と モ デ ル 作

成

(2)平 成14年10月 一 平 成15年2月:Death-Educationの 実 施

3)平 成15年 度:Death-Educationの 実 施 ・評 価 段 階

(1)平 成15年3月 一9月:Death-Educationの 実 施 、 評 価

(2)平 成15年10月 一 平 成16年1月:Death-Educationの 実 施 ・評 価

研 究 報 告 書 の 作 成
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IV.結 果

調 査 に協 力 が得 られ た の は、 小学2年 生が80名 、 小 学 校4年 生 が80名 、 中

学2年 生 が112名(122名 中:欠 席 者4名 、協 力 辞 退 者6名)名 で あ った 。 中学

生 は本 人 の意 志 に よ る協 力辞 退 が6名 お り、 辞 退 した 生 徒 に対 して は 、 中 学 校

が 辞退 生徒 の た め に用 意 した別 メニ ュー の学 習 内 容 を受 けた 。

1.低 学 年

1)実 施方 法

日時:2003年9月9日(火)11:40～12:25

実 施 場所:小 学2年 生 の教室 お よ び プ レイ ル ー ム

対 象:小 学2年 生 、1組(40名)、2組(38名)2ク ラス 計78人

実施 内容:

(1)役 割 分 担 等:2教 室 に各 々3名 の研 究 者 を配 置 。1名 が研 究 の趣 旨 を説

明 し、2名 は用紙 の配 布 お よび 回 収(実 施 前後 に感 想文 を書 く)。 担 任 及 び

教 育 実 習 生 が見 守 った 。

(2)教 材:「 ポチ とル ナ は い つ も一 緒 」(創 作 絵 本)

(3)教 材 選 定 理 由:5～9歳 で は、 死 の不 可 逆 性 を認 識 す る が 、 自分 の 身 や

家 族 に も起 こ りう る と い う死 の 絶 対 性 と普 遍 性 は 受 け入 れ る こ とが 困難(マ

リヤ ・ナ ギ ー)で あ る。子 ど もた ち の 多 くは 、 自分 の ペ ッ トが 死 ん だ とき に

は じめ て死 と向 か い合 い 、 生徒 期 の 半 ば こ ろ(8～9歳)ま で の 子 ど も は 、

近 親 者 や ペ ッ トの死 に よ り、分 離 の不 安 、 悲 しみ 、 怒 り、不 満 な ど を強 く体

験 す る。 子 ど も達 に とって で き るだ け 身近 に思 え る存 在 で あ る こ とが 重 要 で

あ る と考 え 、Death-Educationの 導 入 と して 、 「死 ぬ って ど う い う こと」 と言

う投 げ か け と共 に、 「ポ チ とル ナ 」 と い う フ ィ ク シ ョ ンの 少 女 と犬 の物 語 を

出発 点 と して 「いの ち」 「生 き る こ と」 を考 え て み た。

(4)授 業 の 進 め方:授 業 の進 め方 は 、表1の 通 りで あ る。

表1.授 業 の進め方

導入:10分

(各 教 室)

① 自己紹 介

②研 究 の趣 旨、 授業 の進 め方 の 説明

③ 「命 につ いて思 う こと」 を書 く

展 開:30分(プ レイ ル ー ム) ⑤ 創 作絵本 の鑑 賞 「ポチ とル ナは いつ も一緒 」

ま とめ:10分(各 教室) ⑥ 「命 につ いて 思 うこと」 を書 く
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『実 際 の説 明 内容 』

【導 入 】

2年 生 の皆 さ ん 、お は よ う ござ い ます 。

は じめ ま して 。 私 達 は、 前 は小 児 科 の看 護 師 で した 。今 は大 学 で 、 看 護 師 にな

るた め に勉 強 して い る学 生 さん を教 えて い ます 。

病 院 で は、病 気 で 亡 くな って い く人 が い ます 。そ して 、同時 に新 しい 生命(赤

ち ゃん)が 生 まれ ます 。 今 日は皆 さん と0緒 に 、 「命 」 につ い て考 え て み た い

と思 いや って き ま した 。後 で 部屋 を移 り 「ル ナ とい う少 女 」 と 「ポ チ とい う犬 」

の お 話 しを見 て 頂 き ます 。 そ の 前 に 「命 に つ いて 思 う こと」 を書 い て 下 さい。

用紙 を配 ります 。 書 けな くて も良 いの で 、隣 りのお 友 達 と相 談 は しな い で 下 さ

い 。番 号 と名 前 も忘 れ な いで 書 いて 下 さ い。

【展 開 】

教 室 か らプ レイ ル ー ム に 、2ク ラス の 生徒 全 員 が 移 動 。 「これ か ら 『ル ナ と

い う少女 』 と 『ポ チ とい う犬 』 のお 話 をみ て も らい ます 」

(パ ワー ポ イ ン トに入 れ た 「ポ チ とル ナ は い つ もい っ し ょ」 の 画 面 を映 写 、事

前 に録音 した ナ レー シ ョ ン流 し、10分 間見 た 。)

【絵 本 の 内 容 】

ル ナ はポ チ が大 好 きで す 。0番 の友 達 で 、 い つ も一 緒 で す 。 しか しあ る朝 ポ

チ が 動 か な くな り、 別 れ の 日が 突 然 や っ て き ます 。 ル ナ は 、 ポ チ に声 を掛 け ま

す が 、 ポ チ は 目覚 め る ことな く段 々冷 た くな って い き ます 。 ル ナ は 悲 し くて 涙

が 止 ま りませ ん 。 そ して ポ チ に 「痛 くな か っ た 」 「怖 くな か っ た 」 「今 、 ど こ

に い る の」 「とて も会 いた い よ」 と語 りか け ます 。 ポ チ は言 い ます 。 「ル ナ ち

ゃん 、 も う一 緒 に遊 べ な い けれ ど、 目を 閉 じて ご らん 、ず っ とル ナ ち ゃん と一

緒 だ よ 」 と。 そ う、 目 をつ ぶれ ば いつ も一 緒 。

【ま とめ 】

絵 本(パ ワー ポ イ ン ト)の 終 了後 、各 々 の 教 室 に戻 り、生 徒 に用紙 を配 布 し、

1「 ル ナ とポ チ の お 話 を見 て 、 『命 』 につ いて 、今 、 あな た が 思 う こ と」 を10

分 間 で 書 いて も らい、 回 収 した 。

(5)生 徒 の 反 応

① 「命 に つ いて 思 う こ と」 の記 述 に つ い て の レポ ー トを書 い て も らって い る

時 は、周 囲 の生 徒 や 、教 育 実 習 生 、担 任 に相談 す る生 徒 が多 く見 受 け られ た 。

また 、早 々 と書 き上 げて 机 に伏 して い る 生 徒 、 時 間 ギ リギ リまで 書 いて い る

生 徒 、 机 の 中 に用 紙 を入 れ て し まっ た 生 徒 な どが いた。

② お 話 の 映 像 を 見 て い る と き は 、 お し ゃ べ り もな く 、 皆 、 真 剣 に 見 て く
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れ て い た ・ 犬 の 声 が ど こ か ら出 て い る の か?不 思 議 が っ て い る 生 徒 の 声

も 聞 こ え た 。 映 像 が 終 了 後 、 生 徒 か ら拍 手 が 起 こ っ た
。

③ お 話 しを見 た 後 の感 想文 の記 述 場 面 で は 、周 囲 の 生徒 や 担 任 ・教 育 実 習 生

に話 しか け る こ と もな く、 先 の レポ ー トよ り集 中 して 書 い て い る生 徒 が 多 か

った 。 ま た 、お 話 の感 想 を語 り合 っ て い る声 が 聞 こえた 。

2)分 析 結 果

(1)Death-Education実 施 前 の記 述 内容

低 学 年78名 へ の絵 本鑑 賞 前 の レポー トは73名 分 が 回収 され た
。 生 徒 達 が 日

ごろ 「命 や 生 き る こ と」 につ いて 、 どの よ う に感 じ、考 え て い る のか に着 目 し

て 内容 を分 析 した 結果 、全 記 述 数 は141で あ り、以 下 の6つ の カ テ ゴ リー が抽

出 され た ・ カ テ ゴ リー お よ びサ ブ カ テ ゴ リー につ いて 以 下 に記 述 した
。 また 、

抽 出過 程 は表2に 示 した 。

第1カ テ ゴ リー:み んな の 生 き る大 切 な命

1)一 っ しか な い命

2)み ん な の 生 き る命

3)神 様 か ら借 りて い る命

第2カ テ ゴ リー:は か な い命 ・限 りあ る命

1)一 つ しか な い

2)死 ん だ ら戻 らな い

3)は か な い命

第3カ テ ゴ リー:命 がな くな る原 因 と機 能 の停 止

1)命 が な くな る原 因

2)機 能 の停 止

第4カ テ ゴ リー:命 を守 ろ うと い う意 志 ・具体 的 な 手立 て

1)一 ・つ しか な い命 を守 ろ う

2)交 通 事 故 の防 止

3)危 険 な行 為 を しな い

第5カ テ ゴ リー:命 や 死 に対 す る 問 いや 死 別 へ の思 い

1)命 ・死 へ の疑 問

2)死 に逝 く ものへ の悲 哀

3)残 され た ものへ の憐 欄

第6カ テ ゴ リー:死 後 の命

1)神 様 に な る
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2)骨 にな る

以 下 に各 カ テ ゴ リー の特 徴 と具 体 的 内 容 に つ いて 述 べ る 。

第1カ テ ゴ リー:み ん な の 生 き る大 切 な命

この カ テ ゴ リー は 、人 間 だ けで は な く、 生 きて い るす べ て の もの に命 は0つ

だ け あ る も ので あ り、そ の命 は 、大 小 を 問わ ず 大 切 な 宝 物 で あ る こ と を表 して

い る 。サ ブカ テ ゴ リー と して は 、1)0つ しか な い命 、2)み んな の生 き る命 、

3)神 様 か ら借 りて い る命 か ら構 成 され て い る。

1)一 つ しか な い命

この サ ブ カ テ ゴ リーで は 、命 の大 切 さ を どんな 生 き物 に も0つ しか な い とい

う有 限 ゆ え に 、 大 切 な もの と して 捉 えて い た 。具 体 的 な記 述 内 容 は 、 「命 は一

つ しか な い か ら大 事 ・大 切 」 「命 は一 つ しか な いか ら一・番 の宝 物 」 の2つ で あ

るが 、対 象 の 半 数 以 上 が記 述 して い た。

2)み ん な の 生 き る命

これ は 、命 は 、 生 き る た め に必 要 で 、 人 間 だ け で は な く、木 に も魚 に も動物

に もみ ん な に あ る こ と、 大 き くて も小 さ くて も同 じよ うに大 事 で あ る こと と し

て 捉 えて い た 。 具体 的 な記 述 と して は 、 「命 は 人 間 だ け で は な く、 動 物 に も魚

に も あ る」 「鳥も魚 も木 も命 が な い と生 き て い られ な い」 「命 は 大 き くて も小 さ

くて も同 じ」

な どが あ った 。

3)神 様 か ら借 りて いる命

これ は 、命 は 自分 の もの で は な く、借 りて い る もの だ か ら大 切 で あ る と して

捉 えて いた 。 具 体 的 には 「神 様 か らか りて い る大 切 な もの 」 で あ る。

第2カ テ ゴ リー:は か な い命 ・限 りあ る命

この カ テ ゴ リー は、0つ しか な い命 の は か な さ、 有 限性 、 非 可 逆 性 、非 予 測

性 を表 現 して い る。 サ ブ カテ ゴ リー は 、1)一 つ しか な い、2)死 ん だ ら戻 ら

な い 、3)は か な い命 か ら構 成 さ れ て い る。

1)一 つ しか な い

これ は 、 「1つ しか な い」 とい う命 の限 定 性 を表 し、 具体 的 な 記 述 は 、 「命

は一 つ しか な い」 「命 は 一 つ しか な い か らそ れ が無 くな る と死 ん で しま う」 「命

は世 界 の み ん な 、動 物 も一 人 一 つ 」 な どで あ った。

2)死 ん だ ら戻 らな い

これ は 、 「死 ん だ ら戻 らな い」 と い う命 ・死 の不 可 逆性 を表 現 して い る。 具

体 的 な 記 述 は 、 「た とえ赤 ち ゃ ん で も命 が 無 くな った ら一 貫 の終 わ り」 「赤 ち
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やん が 生 まれ て も死 んだ 人 は返 って こな い」 「命 は絶対 交 換 とか で き な い 」 な

どで あ る。

3)は か な い命

これ は、 ち ょっ と した こ とで 思 いが けず に 失 わ れ る とい う命 の は か な さ を表

して い る。 具 体 的 に は 、 「命 は あ っ とい う間 に無 くな る と残 念 だ な 」 「命 を無

くな さい よ うに して いな い と、す ぐ、 命 が 無 くな って しま う」 な どで あ る。

第3カ テ ゴ リー:命 を失 う原 因 と機 能 の停 止

このカ テ ゴ リー は 、命 が 失 わ れ る原 因 に は ど の よ うな も のが あ る か 、 命 が な

くな る と活 動 が 停 止 す る こ とを表 現 して い る。 サ ブカ テ ゴ リー と して は 、1)

命 が な くな る原 因 、2)機 能 の停 止 か ら構 成 され て い る。

1)命 がな くな る原 因

これ は 、交 通 事 故 や病 気 、虫 に刺 され るな ど、死 を もた らす 直 接 的 な 原 因 に

つ いて 表 され て い る。具 体 的 な記 述 は 、 「車 に ひ かれ そ うにな った と き」、 「ガ

ンや 病 気 にか か っ た とき」 「生 まれ る とき 病 気 に かか った り、 目が あ か な か っ

た ら大 丈 夫 か な と思 う」 「虫や ハ チ に刺 され た と き死 ん で し ま う」な どで あ る。

2)機 能 の停 止

これ は 、命 が 生 き て活 動 す る源 で あ り、そ の命 が な くな る と何 もで きな くな り、

そ れ が 死 ぬ こと と捉 えて い る こ と を表 現 して い る。 具体 的 な 記 述 は 、 「命 が な

い とな に もで き な い」 「命 が な い と生 きて い け な い」 「命 が な い と死 ん で い る

の と同 じ」 な どで あ る。

第4カ テ ゴ リー:命 を守 ろ う とい う意 志 ・具 体 的 な手 立 て

このカ テ ゴ リー は 、命 を守 ろ う と い う意 志 の 表 明 と命 を守 る具 体 的 な 手立 て

につ いて表 され て い る。サ ブカ テ ゴ リー は 、1)一 つ しか な い命 を守 ろ う、2)

交 通 事 故 の防 止 、3)危 険 な行 為 を しな い か ら構 成 され て いた 。

1)一 っ しか な い命 を守 ろ う

これ は 、一 つ しか な い大 事 な命 を大 切 に守 らな け れ ば な らな い と い う意 志 に

つ いて表 され て い る 。具 体 的 な記 述 は 、 「命 の 時 計 を大 事 にす る」 「誰 だ って

命 は 一 つ しか な い か ら命 は守 らな き ゃ い けな い」 「大 き くて も小 さ くて も一 つ

の命 は 自分 で守 らな けれ ば生 きて い け な い」 な どで あ る。

2)交 通 事 故 の 防止

これ は 、 命 を失 う身 近 な原 因 で あ る交 通 事 故 を防 ぐた め に、 日 ごろ子 ど も 自

身 が 気 をつ け て い る こ と を表 現 して い る。 具 体 的 な 記 述 は 、 「横 断 歩 道 を渡 る

とき は 青 に な っ て か ら渡 る」 「車 道 に上 が らな い で 歩道 を 歩 く」 「道 路 や 線 路
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に飛 び 出 さな い」 な どで あ る。

3)危 険 な 行 為 を しな い

これ は 、毎 日の 生活 の 中 で 、 家 庭 や 学 校 で 注 意 を喚 起 さ れ て い る事 故 を防 ぐ

た め の手 立 て を表 して い る 。 具体 的 な 記 述 は 、 「危 な い もの を使 う と きは お父

さん や お 母 さ ん と0緒 に使 う」 「火 遊 び を しな い」 「子 ど もだ けで 花 火 を しな

い」 な どで あ る。

第5カ テ ゴ リー:命 や 死 に対 す る問 いや 死別 へ の思 い

こ のカ テ ゴ リー は 、死 や 命 に対 す る漠 然 と した 疑 問 と死 ぬ 人 や 動 物 、 大事 な

ペ ッ トや 身 近 な 人 を失 っ た 人 の 悲 しみ に共 感 し哀 れ む感 情 を表 現 して い る。サ

ブカ テ ゴ リー と して 、1)命 ・死 へ の疑 問 、2)死 に逝 く もの へ の悲 哀 、3)

残 され た も のへ の 憐欄 か ら構 成 され て い る。

1)命 ・死 へ の疑 問

これ は、命 や 死 に対 す る漠 然 と した疑 問 を表 す もの で 、具体 的 な 記 述 は、 「ど

う して 人間は死 ん じゃ うので す か 」 「ど う して 命 は 一 つ しか な いの です か 」 「人

間 は 、 病 気 で も死 ん じゃ う こ とが あ る んで す か 」 な どで あ る 。

2)死 に逝 く もの へ の悲 哀

これは、死に逝 く人や死ぬ人の辛さに共感 し哀れみを感じることを表している。具体的な

記述は、 「生きる力が無 くなってしまった人は辛いと思う」 「亡くなって しまった人はとって

もかわいそう」 「事故で亡くなった人はかわいそう」などであった。

3)残 され た もの へ の憐 欄

これ は 、 死 ぬ 人 や 動 物 に対 して で は な く、死 に別 れ 残 っ た 人 の気 持 ち を悼 む

気 持 ち を表 現 して い る 。具 体 的 な 記 述 は 、 「動 物 を飼 っ て いて 死 ん だ ら悲 しい」

「命 を失 う とみ ん な を悲 し ませ る原 因 に な る」 「子 ど もが 死 ん だ ら両 親 が とて

もか わ いそ うで す 」 な どで あ った 。

第6カ テ ゴ リー:死 後 の命

これ は 、死 後 の 生 き方 や 、死 ん だ ら どの よ うな扱 い を受 け るの か と い う こ と

を表 現 して い た 。サ ブ カ テ ゴ リー と して 、1)神 様 に な る 、2)骨 にな るか ら

構 成 され て い る 。 具体 的 な記 述 は 「命 は一 つ しか な いか ら生 き 返 らな い け ど神

様 にな って 人 間 は 生 き る 」 「命 が な くな っ た ら拝 んで か ら焼 い て お 骨 に され ち

や う」 で あ った 。

(2)Death-Education実 施後 の 記 述 内 容

絵 本 鑑 賞後 の レポ ー トは76名 分 が 回収 され た 。鑑 賞 前 と同様 に 「命 や 生 きる
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こ と」 に つ い て 、 どの よ うに感 じ、考 え て い る のか に着 目 して 内容 の分 析 を行

な った 。鑑 賞 前 に比べ 、 記 述 量 が3割 増 し、全 記 述 数 は182で あ り、6つ の カ

テ ゴ リー が 抽 出 され た ・6つ の カ テ ゴ リー に つ い て は 以 下 に記 述 した 。 カ テ ゴ

リー お よ び サ ブカ テ ゴ リ0に つ い て 以 下 に記 述 した。 また 、 抽 出過 程 は表3に

示 した 。

第1カ テ ゴ リー:命 の大 切 さへ の実 感

1)命 はす ごく大 切 な もの

2)大 き くて も小 さ くて も大 事 な 命

第2カ テ ゴ リ0:は か な く戻 らな い命

1)命 の はか な さ

2)命 は戻 らな い

第3カ テ ゴ リー:死 の不 動 性

1)死 ん だ ら動 かな くな る

2)機 能 を失 う

第4カ テ ゴ リー:命 を守 る必 要 性 の 実感 と命 を守 る行 動

1)自 分 で 命 を守 ろ う とい う意 志

2)事 故 を防 ぐた め の 手立 て

第5カ テ ゴ リー:死 や 死 別 に対 す る思 い

1)死 に逝 く もの に対 す る憐 欄

2)死 別 の悲 しさ ・つ らさ

3)心 に残 る命 の存 在

第6カ テ ゴ リー:お 話 の 中で疑 問 に感 じた命 や 感 動

1)死 や 命 へ の 問 い

2)死 や 命 へ の感動

以 下 に 、 各 カ テ ゴ リー の特 徴 と具 体 的 内容 につ いて 述 べ る。

第1カ テ ゴ リー:命 の大 切 さへ の実 感

このカ テ ゴ リー は 、鑑 賞 前 で も抽 出 され て い る命 が 大 切 な もの で あ る こ との

単 純 な 表 現 で あ るが 、 こ こで も最 も記 載 が 多 く 「す ご く」 と い う修 飾 が さ らに

付 与 され て い る 。 サ ブカ テ ゴ リー と して は、1)命 はす ご く大 切 な もの、2)

大 き くて も小 さ くて も大 事 な命 で構 成 され て い る。

1)命 はす ごく大 切 な もの

これ は、 命 の大 切 さ を寄 り深 く実 感 し、 さ らに大 事 に して い き た い とい う気
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持 ち を表 現 して い る。 具体 的 な 記 述 内容 と して は 、 「命 は す ご くた いせ つ な も

の な ん だ な 」 「命 は 一 つ しか な いか らも っ と もっ と大 切 に しな けれ ばな らな い

ん だ な あ と思 い ま した 」 「本 当 に命 は一 つ だ か らち ゃ ん と大 切 に しな い とい け

な い 」 「自分 も命 の大 切 の仕 方 が だん だ ん わ か っ て き た」 な どで あ る。

2)大 き くて も小 さ くて も大 事 な 命

これ は 、大 き さ に 関 わ らず 大 事 で あ るが 、小 さ い ほ ど大 事 に した い とい う思

い を表 現 して い る 。具 体 的 な 記 述 と して は、 「好 きな ペ ッ トが いた ら人 よ り小

さ いか ら もっ と大 切 に しな けれ ばな らな い」 「大 き くて も小 さ くて も大 事 な 命」

な どで あ っ た 。

第2カ テ ゴ リー:は か な く戻 らな い命

この カ テ ゴ リー は、 命 の はか な さ 、 死 の 非 予 測性 、 非 可 逆 性 、有 限性 を表 現

して い る。 サ ブカ テ ゴ リー と して は 、1)命 の は か な さ、2)命 は戻 らな いで

構 成 され て い る。

1)命 の はか な さ

これ は 、 死 が 予 測 で きず 、 ち ょっ と した き っ か け瞬 時 に死 に至 る こ とが あ る

と い う こ とを表 して い る。具体 的 な記 述 内容 と して は、 「命 は パ ッ と無 くな る」

「僕 も犬 を飼 って い るか らそ うい う こ とが あ るか も しれ ませ ん 」 「死 は ち ょっ

と した 弾 み で 起 こるか も しれ な い 」 「99%良 くて も、1%悪 け れ ば死 ぬ可 能 性

は あ る」 な どで あ った 。

2)命 は戻 らな い

これ は 、 命 が 有 限 で 、 非 可 逆 的 な性 質 の もの で あ る こと を示 す 表 現 で あ る。

具 体 的 な 記 述 内容 と して は 、 「命 を 亡 くす と戻 って こな い」 「命 は死 ん だ らも

う二 度 と返 って こな い」 「僕 も犬 を飼 って い るか らそ うい う こ とが あ るか も し

れ ませ ん」 な どで あ った 。

第3カ テ ゴ リー:死 の不 動 性

この カ テ ゴ リー は、 死 ぬ とい う生物 的 反応 と死 によ って 失 う機 能 につ いて 表

現 して い る 。 サ ブ カテ ゴ リー と して は 、1)死 ん だ ら動 か な くな る 、2)死 ぬ

と失 う機 能 で 構 成 され て い る。

1)死 ん だ ら動 か な くな る

これ は 、 身体 的 機 能 や 状 態 か ら死 に つ い て表 現 して い る 。 具 体 的 な 記 述 内 容

と して は、 「命 が な くな る と動 か な くな る」 「動 物 は体 が 冷 た い と死 んで い る」、

「命 の 不 思 議 な パ ワー が 無 くな る と死 ぬ ん だ」 な どで あ る。
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2)死 ぬ と失 う機 能

これ は ・子 ど もの 日常 生 活 範 囲 で 、楽 しみ と して い る こ とが 、 死 によ って 失

わ れ る こ とを表 現 して い る。 具 体 的 な記 述 内容 と して は 、 「命 が 無 くな った ら

誰 と も遊 べ な い」 「一一緒 にお や つ を食 べ られ な い」 「お 散 歩 もで き な い」 な ど

で あ る。

第4カ テ ゴ リー:命 を守 る必 要 性 の実 盛 と命 を守 る行 動

このカ テ ゴ リー は、 命 を 自 ら守 る こ との必 要 性 を感 じ、 命 を守 る具 体 的 な 方

法 につ いて 言 及 して い る。 サ ブカ テ ゴ リー と して は 、1)自 分 で命 を守 ろ う と

い う意 志 、2)事 故 を防 ぐた め の手 立 て の2つ の で構 成 され て いる 。

1)自 分 で 命 を守 ろ うと い う意 志

これ は、 具 体 的 な 記 述 内 容 と して は 、 「命 はす ご く大 事 な もの だ か ら 自分 の

命 は 自分 で 守 らな き ゃ い けな いん だ とよ うや くわか っ た 」 「自分 の命 は 世界 に

一 つ しか な い ので き ち ん と自分 で 管 理 す る」 な どで あ る
。

2)事 故 を防 ぐた め の手 立 て

これ は、 交 通 事 故 防 止 や 日常 生 活 にお け る事 故 防止 に関 して 表 現 して い る 。

具 体 的 な 記 述 内容 と して は 、 「信 号 も無 い道 路 に 飛 び 出 さず 、 左 右 を よ く見 て

道路 を渡 る」 「車 が 留 って い る と ころ を通 らな い 」 「線 路 に 石 を投 げな い」 「自

転 車 に気 を つ け る 」 「危 な い もの は お 父 さん お 母 さん と一 緒 に 使 う」 「体 に悪

い もの を食 べ な い」 な どで あ る。 ま た 、 人 間 だ けで は な く、 「犬 や 動 物 は 人 よ

り生 まれ る時 間が 短 いか らい っ ぱ いか わ い が らな い と」 「ペ ッ トも 自分 な りに

お 世話 して あ げ る」 な ど もあ った 。

第5カ テ ゴ リー:死 や死 別 に対 す る思 い

この カ テ ゴ リー は、 死 に逝 く対 象 だ け で はな く、死 別 によ って 残 され た 人 の

悲 しみ に共感 す る思 いの 一方 で 、 死 後 も心 に の こる対 象 の命 の 永 続 性 を表 現 し

て い る 。サ ブ カ テ ゴ リー は 、1)死 に逝 く もの に対 す る憐 欄 、2)死 別 の悲 し

さ ・つ らさ、2)心 に残 る命 の存 在 で構 成 され て い る。

1)死 に逝 く もの に対 す る憐 欄

これ は 、 死 に 逝 く人や 動物 に対 し、 同情 や 共 感 す る思 い を表 現 して い る。 具

体 的 な記 述 内容 と して は 、 「生 き 物 が 死 ん で しま った らか わ い そ う」 「死 ん で

しま った 人 は生 き返 りた くて も死 ん で し ま った か ら生 き 返 れ な い の で す ご くか

わ いそ う」 な どで あ る。

2)死 別 の悲 しさ ・つ らさ

これ は 、死 に逝 く対 象 そ の もの で は な く、 残 され た 家 族 や 友 達 の 悲 しみ に共
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感 す る思 い を表 現 して い る。 具 体 的 な記 述 内容 と して は 、 「一 番 仲 良 く して い

る人 、 生 き物 が死 ん で し ま った ら悲 しいね 」 「死 ん で しま っ た 人 の友 だ ちや お

母 さん た ち は生 き て い た 中 で 一番 悲 しい んだ な と思 い ま した」 な どで あ った 。

3)心 に残 る命 の存 在

これ は 、 身体 的 な命 は 失 って も、記 憶 の 中 に は生 きて い た とき の存 在 や 関 係

性 が いつ ま で も失 われ な い と い う、命 の永 続 性 につ い て表 現 され て い る。 具 体

的 な 記 述 内容 と して は 、 「犬 のポ チ は 目をつ ぶ れ ば一 緒 とい わ れ た こ とで 新 た

な 一 歩 を踏 み 出 した と思 う」 「死 ん だ ら一 生会 えな い けれ ど私 の そ ば に死 んで

しま った ゲ ンタ が き っ とそ ば に い て くれ る と思 い ます 」 な どで あ る。

第6カ テ ゴ リー=お 話 の 中で 疑 問 に感 じた命 や 感 動

この カ テ ゴ リー は 、 お話 を鑑 賞 後 の新 た に生 じた 命 や 死 へ の疑 問や 、読 後 の

感 想 が 表 現 され て い る 。サ ブカ テ ゴ リー は 、1)死 や 命 へ の 問 い 、2)死 や 命

へ の 感 動 で構 成 され て い る 。

1)死 や命 へ の 問 い

これ は、 死 や 命 に対 す る 一 般 的 な 疑 問や 希 望 を表 現 して い る。 具 体 的 な 記 述

内 容 と して は 、 「ど う して いつ か 死 ん じゃ うの 」 「命 って ど こに あ るん だ ろ う」

「命 は ど う して も一 つ しか な い の か な もっ と0杯 あ れ ば い い の に」な どで あ る。

2)死 や 命 へ の感 動

これ は、 鑑 賞 後 に感 じた 命 へ の感 動 に 関す る感 想 を表 現 した 。 具体 的 な 記 述

内 容 と して は 、 「突 然 ポ チ が 死 んで しま う と こが心 に残 っ た 」 「命 っ てす て き

だ 」 「感 動 した 」 な どで あ る。

3)考 察

(1)低 学 年 にお け る実 施 前後 の記 述 内容 に見 られ る特 徴

① 漠 然 と した記 述 か ら、理 由 も考 えた 表 現 へ

抽 出 した カ テ ゴ リー か らの実 施 前後 にお け る特徴 を検 討す る と、実施 前 で は 、

命 の大 切 さ は 、 「命 は大 切 ・大 事 」 とい う漠 然 と した記 述 が 最 も多 か っ たが 、

後 で は、 「命 はす ご く大 切 な も のな ん だ な」 とい うよ うに感 情 移 入 の あ る表 現

が 最 も多 く、 また 、 「好 き な ペ ッ トが い た ら人 よ り小 さ いか ら もっ と大 切 に し

な けれ ばな らな い」 や 「本 当 に命 は一 つ だか らち ゃん と大 切 に しな い とい けな

い」 な ど、大 切 に しな けれ ばな らな い理 由 を説 明す る よ う にな って い た 。

② 死 や 命 を守 る こと の一 般 的 知 識 か ら感 情表 出へ

教 育 前 で は 「虫 や ハ チ に刺 され た ら死 ぬ 」 「横 断 歩道 を渡 る と き は手 を挙 げ

て 渡 る」 な ど、 死 に至 る原 因 や 交 通 安 全 ・事 故 防 止 な ど、 日 ごろ学 校 や 家 庭 で
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教 え られ て い る注 意 事 項(交 通 安 全 や 事 故 防止)の 記 述 が 最 も多 く、 全体 の4

分 の1以 上 を 占め て い た 。 しか し、 教 育 後 で は 、 そ う した 一 般 的 な 知 識 の記 述

は 、10分 の1に も満 たな くな り、 「死 ぬ って か わ いそ うだ ね 」 「も しそ うい う

ことが あ った ら寂 しいだ ろ うな と思 っ た」 な どの 死 別 の 悲 しみや 死 に 逝 く もの

へ の哀 悼 な ど、個 々 の生 徒 が 感 じた 感 情 を表現 して い る記 述 が 多 くな って いた
。

③ 死 の不 動 性

教 育 前 で も、命 が 生 きて 活 動 す る源 で あ り、 命 が 失 わ れ る と動 け な くな り、

そ れ が 死 ぬ こと と捉 え て い るが 、 そ の記 述 は漠 然 と して お り、 「命 が な い とな

に もで き な い 」 、 「命 が な い と生 きて い けな い」 、 「命 が な い と死 ん で い るの

と同 じ」 等 で あ った 。 しか し、教 育 後 で は、 死 の不 動 性 を具 体 的 に 「命 が な く

な る と動 か な くな る」 、 「動 物 は体 が冷 た い と死 ん で い る」 「命 が無 くな っ た

ら誰 と も遊 べ な い」、 「一 緒 にお や つ を食 べ られ な い」 、 「お散 歩 もで きな い」

な ど と表 現 しで き る よ う にな って いた 。

④ 命 の は か な さや死 の普 遍性 、精 神 的な 命 の永 続 性

教 育 後 で は、 「死 は ち ょ っ と した はず み で 起 こる か も しれ な い」 、 「99%良

くて も、1%悪 けれ ば死 ぬ 可 能 性 は あ る」 、 「僕 も犬 を飼 って い るか らそ う い

う こ とが あ る か も しれ ませ ん」 な ど、 命 の は か な さや 死 の普 遍性 に対 す る認 識

が 深 ま り、記 述 も多 くな って い た。 また 、 教 育 前 に は見 られ なか った 死 後 の 死

者 と のつ な が り、 す な わ ち 、 精 神 的 な 命 の永 続 性 につ い て 表 した 記 述 が 教 育後

には 多 くみ られ た 。そ の 内容 は 、 「ポ チ とル ナ は命 と命 の ア ンテ ナ がつ な が っ

た」 や 「ポ チ は死 ん じゃ った け れ ど、 離 れ て いて も一 緒 ず っ と友 だ ち」 、 「ポ

チ は死 ん じゃ って もル ナ に会 いた か っ た ん だね 」 な ど低 学 年 の生 徒 は、 素 直 に

お 話 しを受 け止 め 、共 感 して い る こ とが 読 み 取 れ た 。

(2)低 学 年 にお け るDeath-Educationの 評 価

① 教材 お よび 実施 方 法 の評 価

実施 前 に お け る レポー トの記 述 時 に は、 私 語 が あ り実 習 生 や 担 任 に質 問 す る

様 子 が見 られ た。 しか し、 絵 本 鑑 賞 中は 、 私 語 もな く集 中 して見 て お り、 終 了

後 は、拍 手 も起 こった 。 この こ とか ら、生 徒 の集 中力 が 持 続 す る10分 程度 の 時

間 内 で視 覚 的 聴 覚 的 に伝 えた こ とは、理解 力 の 面 か ら も適 切 で あ った と考 え る。

また 、 レポ ー ト提 出 は、 実 施 前 は73名 ので あ った が 、 実 施 後 には76名 に増

え て い た。 さ らに レポ ー ト内容 で は 、 実施 前 に 比 べ 実 施 後 は 、 記述 量 も増 え 、

記 述 数 で は 、141か ら182に 増 加 して い る。 さ らに 、実 施 前 に は 、一 般 的 、概 念

的 に感 じて い た思 い が再 認 識 され 、 感 情 が 込 も っ て い る こ と を表 す 修 飾 語 が 増

え(例:「 命 は大 切 」 が 「命 はす ご く大 切 」 「命 はや っ ぱ り一 つ な ん だ な」 な
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ど)、 セ ンテ ンス が 長 くな って い た。 この こ とか ら、 生 徒 が 絵 本 鑑 賞 を通 して

命 や 死 に つ いて 考 え る何 らか機 会 とな っ た こ とが 示 唆 され る。

今 回 は 、 低 学 年 の 生 徒 に直 接 「人 間 の死 」教 材 に す る こ と に よ る衝 撃 を考 慮

し、 身 近 で あ るペ ッ トとの死 別 を テー マ と した 。 しか し、 レポ ー トの 中 には 、

「生 まれ る とき病 気 にか か った り、目が あか な か った ら大 丈 夫 か な と思 う」 「死

ん で しま っ た 人 の友 だ ちや お母 さん た ち は 生 き て いた 中で 一 番 悲 しいん だ な と

思 い ま した 」 な ど、 低 学 年 の 生 徒 な りに人 の 死 につ いて も見 つ め る 力が 感 じ ら

れ た 。 祖 父 母 の死 を体 験 して い る 生 徒 もい る。 今 後 は、 低 学 年 に も、病 気 や 人

の 死 も視 野 に入 れ て 検 討 して いき た い。

② 生 徒 の レポー トか らの 評価

死 の 準 備教 育 と して 、1回 限 りの絵 本 鑑 賞 が どの程 度 効 果 が あ るか を評 価 す る

こ と は困 難 で あ る。 しか し、絵 本 の鑑 賞 を通 して 、 命 の有 限 性 や 不 可 逆 性 を再

認 識 し、 命 の大 切 さ を実 感 す る機 会 にな って いた こと、 絵 本 を通 して 死 別 の 悲

しみ を擬 似 体 験 す る こ とで 、他 人 の 悲 しみ を共 感 す る こ ともで き る よ うにな る

こ とな どが読 み取 れ た 。

また 、授 業 を受 けた 生 徒 の 中 の何 人か が ペ ッ トとの 死 別体 験 を して お り、 「自

分 の犬 が 死 んで しま っ た けれ ど、 ず っ と心 の 中 に い る と思 う」 「ぼ くの犬 は こ

ころ の な か にず っ とい る」 な どの 記 述 か ら、 授 業 を通 して 、 ペ ッ トの死 を 自分

の 心 の 中 に肯定 的 に位 置 づ け る機 会 とな った こ とが推 量 れ た 。
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表2.低 学 年:Death-Education実 施 前

カテ ゴ リー サ ブカテ ゴ リー コ ー ド

1.み ん な の 生 1)一 つ しか な い ・命 は一つ しかな いか ら大事 ・大 切

きる大切な いの 命 ・命 は一つ しか な いか ら一番 の宝物

ち ・命は小 さい けれ どた いせつ だね

2)み ん な の 生 き ・命 は人間 だ けで はな く
、動 物 に も魚 に もあ る

る命 ・家族 みんな 命 を も ってい るね

・鳥 も魚 も木 も命 がな いと生 きて い られな い

・命 は人 間だ けで はな く
、動 物 に も魚 に もあ る

・命 は人や動 物 には必 ず ある ものなので 一つ一 つ

大事にする

・みんな の生 き る命

・み んなみ んな 生 きて い る
。

・命 は大 き くて も小 さ くて も同 じ

・命が ある と長生 きで きるか も しれ な い

3)神 様 か ら借 り ・神様 か らか りて い る大切 な もの

ている命

2.は か な い 1)一 つ しか な い ・命は一 つ しかな いか らそれが 無 くな ると死んで

命 ・限 りある命 しま う

・命 は世界 のみ んな
、動 物 も一人 一つ

・た とえ赤 ち ゃんで も命が無 くな った ら一貫 の終

わ り

2)死 ん だ ら戻 ら ・赤 ち ゃん が生 まれ て も死ん だ人 は返 って こな い

ない ・命 は絶 対交 換 とか で きな い

3)は かな い命 ・命はあ っとい う間 に無 くな ると残念 だな

・命 を無 くな さ いよ うに して いな いと
、す ぐ、命

が無 くな って しま う

3.命 が な くな 1)命 が な くな る ・車 にひかれ そ う にな った とき

る原因 と機能停 原因 ・ガ ンや病 気 にかか った とき

止 ・虫や ハチ に刺 され た とき死 んで しま う

・けが を して もいの ち にか かわ る
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2)機 能停止

・ひと と、 堅 いと ころ に頭 を ぶつ ける こと

・世界 の人 ロが減 るの で大変 な ことにな る

・命が無 くな った らも う友 だ ちやお父 さんお母 さ

ん に会 えな くな る

・命が な い とな に もで きな い

・命が な いと生 きて いけな い

4.命 を守 ろ う

と い う意 志 ・具

体 的な 手立て

1)一 つ しか な い

命を 守ろ う

2)交 通 事故 の 防

止

3)危 険な 行 為 を

しな い

・命 の時 計を大 事 にす る

・誰 だ って命 は一つ しか な いか ら命は守 らなき ゃ

い けな い

・大 き くて も小 さ くて も一 つの 命 は 自分で守 らな

けれ ば生 きて い けな い

・交通 事故 にあわ な いよ うにする

・横断歩 道 を渡 る ときは左右 をよ く見 てそ して手

を挙 げて渡 ります

・止 ま って いる車 の 前 を通 る こと

・車道 に上 が らな いで 歩道 を歩 く

・道 路や 線路 に飛 び出 さな い

・危 な い もの を使 うときは お父 さんや お母 さん と

一緒 に使 う

・火遊 び を しな い

・子 ど もだ けで花 火 を しな い

・手の ひ らの半 分が 火傷 した ら病 院 に行 く

5.命 や死 に対

する 問 いや 死別

へ の思 い

1)命 ・死 への 疑

問

2)死 に逝 く もの

への悲 哀

・ど うして人 間 は死ん じゃ うのです か

・どう して命 は一 つ しかな いの ですか

・人 間 は、病気 で も死ん じゃう ことが あるんで す

か

・生 きる力が 無 くな って しま った人 は辛 いと思 う

・亡 くな って しまった人 は と って もかわ いそ う

・事 故で亡 くな った人 は かわ いそ う

・動物 を飼 って いて死 んだ ら悲 しい
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3)残 され た もの ・命を失 うとみんなを悲 しませる原因になる

への憐欄 ・子どもが死んだ ら両親が とてもかわいそ うです

・長生 きで きれ ばい いな

6.死 後 の 命 1)神 様 にな る ・命 は一 つ しかな いか ら生 き返 らな いけ ど神 様 に

なって人間は生きる

2)骨 にな る ・命がな くな った ら拝ん で か ら焼 いて お骨 に され

ち ゃう
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表3.低 学 年:Death‐E血C8t1011実 施 後

カテ ゴ リー サ ブカテ ゴ リー コ ー ド

1.命 の 大 切 さ 1)命 は す ご く ・命は す ごく大 切な もの

への実感 大切 ・本 当に命 は一つ だか らち ゃん と大 切 に しな い とい

けない

・命は一 つ しかな いか らも っと もっ と大切 に しな け

ればならないんだなあ

・自分 も命 の大 切の仕 方が わ か って きた

2)大 き くて も ・命 は大 き くて も小 さ くて も大事 な命

小さ くて も大事 ・好 きな ペ ッ トが いた ら人 よ り小 さいか ら もっと大

な命 切にしなければな らない

2.は か な く戻 1)命 の は かな ・死 はち ょっ と した弾み で起 こるか も しれ な い

らない命 さ ・99%良 くて も、1%悪 けれ ば死 ぬ可能性 はある

・命 はパ ッと無 くな る

2)命 は戻 らな ・命 は死 んだ らも う二度 と返 って こな い

い ・僕 も犬 を飼 って いるか らそ うい うこ とが あ るか も

しれません

3.死 の不動性 1)死 んだ ら動

響

・命が な くな る と動 か な くな る

かなくなる ・動物 は体が 冷た い と死 んで いる

・命の不 思議 なパ ワーが 無 くな る と死 ぬん だ

2)機 能 を失 う ・命が無 くな った ら誰 と も遊 べな い

・一緒 におや つを食 べ られな い

・お散歩 もで きな い

・命が無 くな る と何 もで きな くな る と思 い ま した

4.命 を 守 る 必 1)自 分 で 命 を ・命 はす ご く大事 な ものだ か ら 自分 の命 は 自分 で守

要性の実感 と命 守 ろ うと い う意 らな き ゃい けな いん だ とよ うや くわ か った

を守る行動 志 ・自分 の命 は世界 に一 つ しかな いの でき ちん と自分

で管理する

2)事 故 を 防 ぐ ・信 号 も無 い道 路 に飛 び出 さず、 左右 を よ く見 て道

ための手立て 路
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・車が 留 って いる と ころを通 らな い

・線路 に石を投げない

・自転車 に気 をつ ける

・危 な いもの はお 父 さんお母 さん と一緒 に使 う

・体 に悪 い もの を食 べな い

・体調 に合わせて行動する

・犬や動 物 は人 よ り生 まれ る時 間が短 いか ら ・い っ

ぱいかわ いが らな い と、 と思 う

・ペ ッ トも 自分 な りにお世話 して あげ る

・かわいそ うだすぐ病院 に連れて行 く

5.死 や 死 別 に 1)死 に逝 く も ・生 き物が 死ん で しま った らかわ いそ う

対する思い のに対する憐欄 ・死 んで しま った 人 は生 き返 りた くて も死ん で しま

ったか ら生き返れないのですごくかわいそ う

2)死 別 の悲 し ・一番仲 良 く して いる人
、生 き物 が死ん で しま った

さ ・つ ら さ ら悲 しいね

・死ん で しまった 人の友 だ ちや お母 さんた ちは生 き

ていた中で一番悲 しいんだな と思 いました

・死 んで しま った ら悲 しいけれ どお墓 に入 って しま

った らもっ と悲 しいな

・ず っ と一緒 だ った の に別 れ るって辛 いね

3)心 に残 る命 ・ポチ は死ん じゃ った けれ ど心 にはず っ と生 きて い

の存在 るんだなと思いま した

・犬 のポチ は 目を つぶれ ば一緒 といわ れた ことで 新

たな一歩を踏み出 した と思 う

・死 んだ ら一 生会 えな いけれ ど私 のそ ば に死 ん で し

ま った ゲ ンタが き っ とそ ば にいて くれ ると思 います

6.お 話 の 中 で 1)死 や 命へ の ・ど う して いつか死 ん じゃ うの

疑問に感 じた命 問 い ・命 って ど こにあ るんだ ろ う

や感動 ・命 は ど う して も一つ しか な いのかな もっ と一杯 あ

ればいいのに

・ポチ はど こに いて しゃべ ったの
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2)死 や命 への

感動

・突然 ポチが死 んで しま うと こが心 に残 った

・命 ってすて きだ

・感動 した
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2.高 学 年

1)実 施方 法

日時:2003年9月9日(火)9:35～10:20

実 施 場所:小 学4年 生 の 教室 お よび プ レイ ル ー ム

対 象:小 学4年 生 、1組(40名)、2組(40名)の2ク ラス 計80名

実施 内容:

(1)役 割 分 担 等:2教 室 各3名 の研 究 者 を配 置 。1名 が研 究 の趣 旨 、方 法 の 説

明 を行 い 、2名 は用 紙 の配 布 、回 収 を実 施 した 。

(2)教 材:ド キ ュ メ ンタ リー番 組 「天 国 のた か し君 、奇 跡 を あ りが と う」 を

10分 程 度 に編 集 した もの。 内容 は 、病 を抱 え な が ら、 亡 くな る直 前 まで 、 学

校 生活 を送 り続 け て いた 「た か しち ゃ んG2歳 男児)」 が 、 い くつ か の 出来

事 を通 して 、 「命 」や 「生 き る こと」につ いて 感 じた り、考 え た り しな が ら、

懸 命 に生 き る姿 を描 いた もので あ る。

(3)教 材 の 選 定 の理 由:こ の 時 期 の子 ど もの認 知 ・思考 の特 徴 は 、 具体 的 な

思 考 を中心 と して 身 近 な 問題 や 具 体 的 に 知 覚 した こ とを通 して物 事 を と らえ 、

思考 す る特 徴 を持 つ とい われ て い る。 そ こで 、子 ど も達 に とって で き る だ け

身 近 に思 え る存 在 で あ る こ とが 重 要 で あ る と考 えた 。 この ドキ ュ メ ンタ リー

の主 人公 の 「た か しち ゃん 」 は、 対 象 とす る子 ど も達 と 同年 代 の子 ど もで あ

る こ と、 そ の た か しち ゃん の体 験 や 思 い を知 る こ と、 感 じる こ と を出 発 点 と

して 「い の ち」 「生 き る こ と」 を考 え る第1歩 とな る と考 えた 。

(4)授 業 の進 め 方:授 業 の進 め 方 は 、 表4の 通 りで あ る。

表4.授 業 の進 め方

導入:5分

(各教 室)

① 自己紹介

②研究の趣 旨、授業の進め方等の説明 ・用紙の配布

実 施 前 レポ ー ト:10

分

③ 「命」 「生き る こと」 につ いて 、 日頃思 う こと ・考 えて

いる ことをA4用 紙 に 自 由記載 す る。

ビデオ視聴:15分

(プ レイル ーム)

④研究者が ビデオ内容の概略を説明した後、視聴

実 施 後 レポ ー ト:10

分

⑤ 「命 」 「生 きる こ と」 につ いて 、今思 う こと ・考 え てい

る ことをA4用 紙 に 自由記載 す る。

まとめ:3分 ⑥ 授業 のま とめ、協 力へ の謝 辞
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『実 際 の説 明 内 容 』

皆 さん 、 お は よ う ござ い ます 。 は じめ ま して 。 私 は、 とい い ます 。 私達

は 、 病 気 を持 って い る子 ど も達 の看 護 を して いた こ とが あ ります 。 特 に私 た ち

は 、皆 さん と 同 じ く らい の 年 の 病 気 を も って い る子 ど も達 と接 して き ま した。

そ の よ うな 子 ど も達 と接 して い く中で 、 「い の ち」 や 「生 き る」 とい う こ とに

つ いて 考 え させ られ ます 。 今 日は皆 さん と 「い の ち 」 や 「生 き る」 こ と を0緒

に考 えて いき た い と思 って い ます 。そ こで皆 さ ん が普 段 「い の ち」や 「生 き る」

とい う こ とに つ い て 感 じて い る こ とを 自由 に書 い て も らった り、 ビデ オ を見 た

りして考 え て い こ う と思 い ます 。 で は 、最 初 に 「い の ち」 や 「生 き る」(板 書)

と い う こと につ いて 普 段 思 っ て い る こ と、感 じて い る こ とを 自由 に書 いて くだ

さ い。用 紙 を配 ります 。 皆 さん が 書 け る範 囲 で 自 由に書 いて 下 さい 。

(5)生 徒 の 反 応:子 ど も達 の 反応 は 、 真 剣 に話 しを 聞 き 、 レポー トを書 いて

い る間 もそ れ ぞ れ が 自分 の思 い を一 生懸 命 書 い て い る様 子 が あ った 。

ビデ オ 視 聴 後 は 、 最 初 、 隣 同士 で ビデ オ の こ と を話 す様 子 もあ っ た が 、今

はお 友 達 との相 談 で は な く、 自分 で 感 じた こ と を書 いて み て くだ さ い と伝 え

る とそ れ ぞ れ が取 り組 ん で い る様 子 が あ った 。

(6)デ ー タ収 集:参 加 者 は 、 ビデ オ視 聴 前後 にそ れ ぞ れ 「命 」 「生 き る こ と」

につ い て 、思 う こ と ・考 えて い る こと をA4用 紙 に 自 由 に記 載 し提 出 す る こ

と を依 頼 した 。

2)分 析 結 果

(1)Death-Education実 施 前 の 記述 内容

高 学 年(4年 生)80名 の事 前 レポ ー トか ら子 ども達 が 「命 、 生 き る こ と」 に

つ いて 、 日頃 どの よ うに考 えた り、 感 じた り して い るの か に着 目 し分析 した結

果 、次 の4つ の カ テ ゴ リー が 抽 出 され た 。 カ テ ゴ リー お よ び サ ブ カ テ ゴ リー に

つ いて 以 下 に記 述 した 。 ま た 、抽 出過 程 は表5に 示 した 。

第1カ テ ゴ リー:か けが え の な い命

1)大 切 な 一 つ の命

2)授 か りもの と して の 命

第2カ テ ゴ リー:生 きて い る実感

1)生 きて い る感 覚

2)生 きて い る こと を意 味 す る活 動
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第3カ テ ゴ リー:他 者 の死 や 存在 を通 して考 え る 生 ・死

1)世 界 に 生 き る人 々 の生 と死

2)殺 人 や 自殺 へ の思 い

3)病 気 と死

4)身 近 な 人 の 生 ・死 か らの思 い

第4カ テ ゴ リー:生 や死 へ の意 味 づ け

1)不 可 逆 的 な死

2)存 在 す る こ とす な わ ち 生

3)生 き る意 味

以 下 に各 カ テ ゴ リー の特 徴 と具 体 的 記 述 内容 に つ いて 述 べ る。

第1カ テ ゴ リー:か けが え の な い命

この カ テ ゴ リー は、 命 の 大 切 さや命 が 唯 一一無 二 の もの で あ る こ と、 そ れ ゆ え

に大 切な もので あ る こ とを記 述 した もの で あ る。サ ブ カ テ ゴ リー と して は 、1)

大 切な 一 つ の命 、2)授 か りもの と して の命 か ら構 成 され て い る。

1)大 切 な一 つ の命

これ は、 具体 的 な 記 述 内 容 と して は 、 「命 は大 切 」 「命 は 世界 中 ど こで も一番

大 切 」 「命 は 一番 の 宝物 」 な ど、命 の存 在 そ の も のが 大 切 で あ る とス トレー ト

に表 現 して い る もの 、 「命 は一 人 に2つ な い」 「命 が2つ あ った らみ ん な 大 切

に しな いか ら命 は大 切 」 「命 は一 人 にひ とつ しか な い もの 。 命 が2つ も3つ も

あれ ば人 は 命 を捨 て て しま う。 」 「2つ もあ れ ば1回 く らい 死 ん で もい いや と

思 って し ま う。 一 つ だ か ら大 切 に 生 き る 。 」 な ど、 命 は 人 間 に とっ て 唯 一 無 二

の もので あ り、そ れ ゆ え に大 切 で あ る と い う考 え を表 して いた 。

2)授 か りもの と して の 命

これ は 、命 が 、 神様 か らの 与 え られ た もの と して 受 け とめ て い る こ と を意 味

して いた 。神 様 な どの存 在 か ら 「授 か っ た もの 、 贈 られ た もの」 で あ る か ら大

切 に しな けれ ばな らな い とい う表 現 が 特 徴 と して見 られ た もの で あ る。 具 体 的

内容 と して は、 「神 様 か らの 授 け もの 」 「神 様 が くれ た 贈 り物 だ か らせ い い っ

ぱ い生 きて 、 命 を大 切 に した い」 な どの記 述 内容 が あ っ た。

第2カ テ ゴ リー:生 き て い る実 感

このカ テ ゴ リー には 、子 ど も達 が 、 自分 の 日常 生 活 の体 験 か ら生 き て い る こ

と を感 覚 的 、感 情 的 に受 け とめ て い る 内容 と、 自分 の 身体 的 な 活 動 を通 して 生

き て い る こと を実 感 して い る 内容 を表 して い る。 この カ テ ゴ リー は、 サ ブ カ テ
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ゴ リー の1)生 きて い る感 覚 、2)生 きて い る こ と を意 味 す る活 動 の2つ か ら

構 成 され る。

1)生 きて い る感 覚

これ は、 生 きて い る とい う こ と を感 覚 や 感 情 で 表 現 して い る もの で 、 具体 的

記 述 内容 は 、 「生 き て い る って しあわ せ 」 「生 き る こ とは す ば らし い」 と感 嘆

的 な表 現 や 、 「生 き る こ とは笑 う こ と」 「生 き る こと は怒 る こと」 「生 き る こ

とは楽 しい 」 「生 き る こ とは喜 び」 「生 き る こ との 嬉 し い こと、 悲 しい ことな

どい ろ い ろ あ る」な ど、生 き る ことの喜 怒 哀 楽 を表 現 した も のが あ った 。また 、

「鬼 ご っ こ して 痛 い と思 っ た 時 」 「お 花 を見 て きれ い だ な って 思 っ た時 」 「星

を見 て 微 笑 ん だ り、 ホ ッ とす る時 」 「ご飯 を食 べ て お い しい と思 う時 」 「色 々

な も の を見 て す ごい 、 お も しろ い と感 じ る時 」 な ど子 ど も達 が 、 日常 生活 の体

験 か ら感 じる気 持 ち や 感 情 を表 して いた 。 さ ら に、 「生 き て い る こ とが 不 思 議

に思 う ときが あ る 」 「命 が な い と思 う と ち ょっ と嫌 だ 」 な ど、 生 き て い る こ と

を感 覚 的 に表 現 して い る内 容 も含 まれ る。

2)生 きて い る こと を意 味 す る活 動

これ は 、 生 き て い る こ とを 日常 的 な活 動 や 行 動 か ら表 現 して い る もので 、 具

体 的 記述 内容 は 、 生 き る こ とは 「友 達 と遊 ぶ こ と」 「勉 強 す る こ と」 な ど、学

童 期 の子 ど も達 が 、 日頃 の学 校 生活 か ら生 き て い る こ とを実 感 して い る 内容 で

あ っ た。 また 、生 き る こ とは 「歩 く こと」 「食 べ る こと」 「しゃ べ る こ と」 「走

る こ と」 「ね ぼ け る こ と」 な ど、 日常 の 自分 の活 動 を通 して 生 き る こ とを表 現

して い た。さ らに 、生 き る こ とは 「自由 に動 け る」 「色 ん な こ とが で きる」 「鼓

動 が 動 く」 な ど生 き て い る こと を、 身 体 的 な 行 動 や 活 動 か ら実 感 して い る表現

も あ った 。

第3カ テ ゴ リー:他 者 の 死や 存 在 を通 して 考 え る生 ・死

この カ テ ゴ リー は 、 子 ど も達 に とって 身 近 な 人 の生 や 死 か ら考 えた も のか ら

日頃 テ レ ビや 新 聞 か ら情 報 と して見 聞 きす る世 界 に あ る飢 餓 、殺 人や 自殺 な ど

の事 件 を 通 して 他 者 の死 や 自分 の 状況 とは 異 な る 人 々 の状 況 や 存 在 を通 して 生

や 死 を考 え て いた もの で あ った 。 この カ テ ゴ リー は 、1)世 界 に 生 き る 人 々 の

生 と死 、2)殺 人 や 自殺 へ の 思 い 、3)病 気 と死 、4)身 近 な 人 の 生 ・死 か ら

の 思 い のサ ブ カ テ ゴ リー で 構 成 され る。

1)世 界 に 生 き る 人 々 の 生 と死

これ は、 世 界 で起 き て い る主 に貧 困 や 飢 餓 を通 して 生や 死 に つ い て 記 述 した

も ので あ る。 具 体 的 記 述 内 容 は、 「世 界 に は 食 べ物 も水 もな く貧 し い人 が い っ

ぱ い い る」 「世 界 の子 ど も達 は 、食 べ られ な い 人 も いる の に私 は ぜ いた くか な
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と思 う」 「世 界 に は食 糧難 で亡 くな る人 も い るん だ と思 った 」等 で あ った 。

2)殺 人 や 自殺 へ の 思 い

これ は 、事 件 や 自殺 な ど を通 して子 ど も達 が 考 え る 生や 死 に つ いて 表 現 され

た もので あ っ た 。具 体 的 記述 内容 は 、 「ニ ュ ー ス や 新 聞 で殺 され た 、 亡 くな っ

た と聞 く と可 哀 想 だ な と思 う」 「こん な に 恵 まれ て い る の に若 い 人 の 自殺 が増

え て い る」 「悪 い こ とを して いな い の に殺 さ れ る人 、 自殺 す る 人 も い る け どや

っぱ り生 きて い る こ とは い い」 「人 殺 しは絶 対 に良 くな い」 「人 の命 を殺 して

は絶対 い け な い」 な どで あ っ た。

3)病 気 と死

これ は 、病 気 と い う こ と に注 目 して 表 現 され て い た もの で 、 具 体 的 記 述 内 容

は、 「テ レ ビで病 気 で 苦 しむ 人 が い て 可哀 想 だ った 」 「ほ とん どの 人 が 病 気 で

死 んで い る」 「テ レ ビで 手術 して も死 ん で い く人 が いて 家 族 が 悲 しそ うだ った 」

な どが あ った 。

4)身 近 な 人 の 生 ・死 か らの思 い

これ は 、 「お じいち ゃん の死 」 や 「家 族 と会 え な くな る死 」 「家 族 の死 か ら

生 きる こ とへ の思 い」な ど身 近 な 人 の死 を通 して 生へ の思 いが 表 現 され て いた 。

具体 的 記述 内容 は 、 「大 好 き な お じい ち ゃん が 死 ん だ」 「自分 も死 ん で しま っ

た ら、 また じい ち ゃ ん に会 え る と思 っ た」 「死 ん で しま った ら大 好 き な 家 族 と

も会 えな くな る」 「生 きて い って 大 き くな った ら家 族 の 役 に立 ち た い と思 った」

な どが あ っ た。

第4カ テ ゴ リー:生 や 死 へ の意 味 づ け

この カ テ ゴ リー は 、 命や 生 き る こ とそ の もの が どの よ うな意 味 を持 って い る

のか を子 ど もな りに表 現 した もので あ る 。サ ブ カ テ ゴ リー と して は 、1)不 可

逆 的な 死 、2)存 在 す る こ とす な わ ち生 、3)生 き る意 味 か ら構 成 され る。

1)不 可逆 的 な 死

命 と死 の対 比 を しな が ら死 の 不 可 逆 的 な 意 味 に つ い て 記述 して い る もの で 、

具 体 的 記述 内容 は 、命 が な い と死 ん で い る」 「命 が な い と死 ん で し ま う」 「死

んで しま う とま た 生 き られ な い」 「命 は 寿命 が くる と消 え る」 「命 が な い と生

きて いな い 」 「死 んで しま う と また 生 き る こと はで きな い」 な どで あ った 。

2)存 在 す る こ とす な わ ち 生

これ は、 命 や 生 につ いて 存 在 す る と い う ことか ら意 味 づ けて い る も の で 、具

体 的 記述 内容 は 、 「命 が な い と今 こ こ に いな い」 「生 き る こ とは この 世 に存 在

す る こ と」 「生 き る こ とは子 ど も、大 人 が い る こ と」 「生 き る こ とは 今 こ こに

いる こと」な ど、存在 す る こ とそ の もの が 生 き る こ とを意 味す る表 現 で あ った 。
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3)生 き る意 味

これ は 、 生 き る とい う こ と を子 ど もな りに表 現 して いた もの で 、具 体 的 記 述

内 容 と して は、 「何 をや って も生 き る ことが で きな いガ ンの 時 、 生 き る こ とは

大 変 な こ と」 「生 き る こ とって 死 ぬ よ りも大 変 な こ と」な どが あ った 。さ らに 、

「生 き る こ とは 、自分 の ことだ け じゃ な く生物 を助 け る こ と」 「生 き る ことは 、

人 々 を助 け る こ と」 「生 き る こ とは 社 会 に役 立 つ こ と」 な ど、 生 き る こ との意

味 を他 者 へ の は た らき か け か らも表 現 して い る もの もあ った 。

(2)Death-Education実 施 後 の 記 述 内容

高 学 年80名 ビデ オ視 聴 後 に 「命や 生 き る とい う こ と」 につ いて感 じた こと、

考 え た こ と につ い て 記 述 した 内 容 を分 析 した結 果 、5つ のカ テ ゴ リー が抽 出 さ

れ た 。5つ の カ テ ゴ リー お よ び サ ブカ テ ゴ リー に つ い て は以 下 に記 述 した 。抽

出過 程 は表6に 示 した 。

第1カ テ ゴ リー:死 の 不 公 平 さへ の思 い

1)良 い こ とを して も、頑 張 っ て も死 ぬ

2)死 ぬ こ とへ の恐 れ ・不安

第2カ テ ゴ リー:い のち の大 切 さの再 発 見

第3カ テ ゴ リー:生 き る こと のす ご さへ の 感 動 ・発 見

1)生 き る こ とはそ の も のが 役 に立 つ こと

2)生 き る こ とのす ば ら しさ

3)ど ん な状 況 で も もて る生 へ の 希 望

第4カ テ ゴ リー:生 き る姿 勢

1)考 え させ られ た 生 き方 、生 き る心

2)人 ・動 物 にや さ し くあ りた い 、役 立 ちた い思 い

3)人 の 役 に立 ち た い

第5カ テ ゴ リー:意 図 的 な 命 の抹 殺 へ の憤 り

1)殺 人 へ の憤 り

2)自 殺 す る人 へ の憤 り

以 下 に各 カ テ ゴ リー の特 徴 と具体 的 デ ー タ につ いて 述 べ る 。

第1カ テ ゴ リー:死 の不 公 平 さへ の思 い

この カ テ ゴ リー は 、子 ど も達 が ビデ オ 中で 日々 の生活 の 中 で 自分 ので き る こ

と を見 出 しそ れ に対 して懸 命 に努 力 した 、 主 人公 が 、最後 には 死 んで しま った

こ とに対 す る気 持 ち と して表 現 され た も ので あ る。サ ブカ テ ゴ リー と して 、1)
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良 い こと を して も、 頑 張 って も死 ぬ2)死 ぬ こ とへ の 怖 れ ・不 安 とい う2つ

か ら構 成 され て い る。

1)良 い こ とを して も、頑 張 って も死 ぬ

これ は、 努 力 を した の に報 わ れ な か った とい う思 い を表 現 して い る もの で 、

死 の持 つ 不 公 平 さや 不 条 理 を表 現 して いた 。 具 体 的 記 述 内容 は 、 「な ぜ い い こ

とを して も死 ん だ の か わ か らな い」 、 「あ ん な に が ん ば った の に 死 ん で しま っ

た 」、 「で き る ものな ら生 き返 らせ て あ げた い」 「悪 い人 が 光 に戻 って ほ しい」

と記 述 して い た。

2)死 ぬ こ とへ の恐 れ ・不 安

これ は 、主 人 公 の 死 を通 して 直 接 的 に死 を実 感 した こ とに よ る と思 わ れ る 、

死 を身近 に感 じ怖 い もの 、 そ うな っ た ら ど う しよ うな どの思 い を表 現 して い る

もの で あ る。 具 体 的 記 述 内容 は、 「命 が な くな る って す ごく怖 い とい う こ と も

わか った 」 「命 はな くな る と死 ん で しま う」 「家族 が 重 い 病 気 にな った ら ど う

しよ う、 ひ と りにな った ら生 き られ な い、 生 き て い けな い」 な どが あ った 。

第2カ テ ゴ リー:命 の大 切 さの再 発 見

このカ テ ゴ リー は、 命 の 大 切 さ を あ らた め て感 じた り、 命 は 何 に もま して大

切な もの と い う気 持 ち を表 現 した もの で あ る。

ビデ オ視 聴 前 に も同様 の記 述 と して表 され て い るが 、 「命 の大 切 さ が い っ ぱ い

わ か った 」 「い の ちが あ る だ けで 幸 せ な こ とが わ か った 」 「命 の大 切 さ あ らた

め てわ か った 」 な どの 「す ごく」 「あ らた め て 」 「本 当 に」 な どの 感 嘆 の表 現

を付 加 して 記 述 して い る こ とに特 徴 が あ った 。

第3カ テ ゴ リー:生 き る ことのす ごさへ の感 動 ・発 見

このカ テ ゴ リー は、 主 人 公 の 生 き方 を通 して 生 き る ことそ の も の に つ い て子

ど も達 な りの考 え 、 意 味 づ け を表 現 して い る カ テ ゴ リー で あ る 。 そ の 内容 は 、

生 き るす ば ら しさ 、 強 さ とい っ た もの を実 感 した もの と して 表 現 され て い る特

徴 が あ る。 サ ブカ テ ゴ リー と して1)生 き る こ と はそ の ものが 役 に立 つ こ と、

2)生 き る こ と のす ば ら しさ、3)ど んな 状 況 で も もて る生 へ の希 望 か ら構 成

され て い る。

1)生 き る こ とはそ の ものが 役 に立 つ こ と

これ は、 ビデ オ を通 して 主 人 公 が 人 の役 に立 ち た い と い う思 いで 行 動 した こ

とか ら感 銘 した 内 容 や そ の 姿 か ら生 き る こ とは 人 の 役 に立 つ とい う言 葉 を キ ー

ワー ドと して 生 き る こ と につ い て 記 述 され て いた もの で あ る。 具 体 的 記 述 内容

として は 「自分 以 外 の 人 に役 に立 つす ば らし さ」 「生 き る こ とは誰 か の 役 に立
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つ こと」 「生 きて い る こ とは 自然 に役 にた って い た」 な どが あ った 。

2)生 き る こと のす ば らしさ

これ は 、 ビデ オ で の 主 人 公 の姿 を通 して 生 き る こと のす ば ら しさ 、す ごさ を

子 ど もな りの言 葉 で 表 現 され て い た も ので あ る。 具 体 的 記 述 内容 と して 「生 き

っ づ け よ う とが ん ば る姿 に感 動 した 」 「命 が あれ ば こん な こと もで き る ん だ と

思 った 」 「大 人 で もで き な いす ご い こ とを して び っ く り した 」 「生 き る って い

うの が ど んな に大 切 か わ か っ た」 「生 き る とい う ことが こん な にす ば ら しい こ

と と思 った 」 「生 きる こ とは勇 気 を試 す こと」 な どが あ った 。

3)ど ん な 状 況 で も もて る生 へ の 希 望

これ は 、命 が あ り生 きて さえ いれ ば、ど んな ことで もで き る可 能 性 が あ る とい

う希 望 や 前 向 き な 思 い 、 た とえ死 ん で も心 の 中 に は存 在 しつ づ けつ 事 な どを表

現 した も ので あ る 。 具体 的 内容 と して は 「障害 を持 って いて も 生物 の命 を救 っ

た りで き る と思 っ た 」 「重 い病 気 で も励 ま しあ い なが ら生 きて い く」 「病 気 に

な って い た の に一 生 懸命 が ん ば って いた と ころが す ごか った 」 「12年 しか 生 き

られ な か った け ど100年 分 が ん ば った 気 がす る」 「自分 が病 気 にな って もたか

し君 み た い に な れ るん だ と思 っ た 」 「な くな っ て もち ゃ ん と心 の 中 に い る」 な

どが あ った 。

第4カ テ ゴ リー:生 き る姿 勢

これ は 、 ビデ オ を通 して 子 ど もな りに生 き方 、 生 き る姿 勢 につ いて 考 えた こ

とや 自分 も こ うあ りた い とい う思 い を 表 現 した もの で あ る 。 サ ブカ テ ゴ リー と

して 、1)考 え させ られ た 生 き方 、 生 き る心 、2)人 ・動 物 にや さ しく あ りた

い 、役 に立 ち た い思 い の2つ か ら構 成 され る。

1)考 え させ られ た 生 き方 、 生 き る心

これ は 、 た か し君 の姿 か ら生 き る意 味 や 生 き 方 へ の 姿 勢 を表 現 して い る もの

で あ る 。 具体 的 記 述 内容 と して は 、 「生 き る大 切 さ を教 え て くれ た 」 「生 きっ

づ け る と い う こと を忘 れ な い と思 っ た 」 「い っ ぱ い生 き る と い っ ぱ い喜 び 、 っ

らい とき もあ る け どそ の喜 び で き え る 」 「どん な こ とが あ って も生 きて いれ ば

い い」 「自分 か らや ろ うと思 う気 持 ち が 大 切 」 「宝 物 だ とい う く らい命 を大 切

に して 生 きた い」 な どが あ っ た。

2)人 ・動 物 にや さ しくあ りた い 、役 立 ち た い思 い

これ は 、 自分 自 身 も こ う して い き た い 、 あ りた い とい う 自分 と して の 姿 勢 を

子 ど もな りに表 現 した も ので あ る。 具 体 的 記 述 内 容 は 、 「私 もや さ し い気 持 ち

を持 ち た い 」 「人 にや さ し く して あ げ よ う と思 った 」 「私 も人や 動 物 に い い こ

とい ろ い ろ した いな と思 った 」 な どで あ った 。
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第5カ テ ゴ リー:意 図的 な命 の抹 殺 へ の憤 り

これ は、 自殺 や 殺 人 とい う ことで 意 図的 に命 が な くな る行 為 や 状 況 に対 す る

思 い を表 現 した も ので あ る。 これ は 、 サ ブカ テ ゴ リー は 、1)殺 人へ の憤 り、

2)自 殺 す る人 へ の 憤 りか ら構 成 され る。

1)殺 人 へ の憤 り

これ は、 日頃 安 易 に使 わ れ て い る 「殺 す 」癒 どの 言 葉 を言 う こ とな ど に対 す

る憤 りを表 現 して いた もの で あ る。 具体 的 記 述 内容 は 、 「殺 して や る とか 平 気

で 言 って い る 人 が い る、 ど う してそ うい う こ と言 うん だ ろ う」 「絶 対 ころす な

んて 言 いた くな い」 等 で あ る。

2)自 殺 す る人 へ の憤 り

これ は 、 自 ら命 を絶 つ こ とへ の憤 りを表 して い る 。具 体 的 記 述 内 容 は、 「み

ん な命 を大 切 に して い るが 、 自殺 す る ばか が い る」 な どで あ る。

3)考 察

(1)高 学 年 にお け る実施 前後 の 記述 内 容 に見 られ る特徴

抽 出 され た カ テ ゴ リー か ら前後 で の 特 徴 を検 討 す る と、 実施 前 は 、 第1カ テ

ゴ リー 「か けが え の な い命 」 は 、命 の 大 切 さ を表 現 して お り記 述 も比 較 的 多 か

った 。 しか し、 これ は命 に つ いて 問 わ れ れ ば、 「命 は大 切 な もの 、 一 つ しか な

い もの 、神 様 か らの贈 り物 」 とい っ た観 念 的 な 範 囲 で命 の大 切 さ を記 述 して い

た特 徴 が あ る。 ま た 、第2カ テ ゴ リー 「生 き て い る実 感 」 で は 、生 き て い る 、

生 き る と い う こと につ いて は、 生 きて い る こ と を、 「生 き る こと は しあ わせ 、

す ば ら しい」 「生 き る こと は笑 う こ と… 」 な ど生 き る こ と を感 嘆 的 、 感 覚 的 に

表 現 した り、 「生 き る こ とは食 べ る 、走 る …」 「ご飯 をお い しい と思 う時 」 「…

痛 い と思 う時 」 な ど、 日常 生活 行 動 や 日常 の 具 体 的 な 生活 体 験 を通 して 感 じる

気 持 ち、 感 覚 を中心 に生 きて いる実 感 を表 現 して い た。

また 、生 ・死 を貧 困や 飢 餓 によ る死 、病 気 に よ る 死 な どか ら考 えて い る もの も

少 な くな った 。 これ らは、 生 ・死 を想 像 以 上 に様 々 な 視 点 か ら考 えて い る が 、

生 ・死 を考 え る糸 口 も メデ ィア か らの 情 報 が 中心 と し、そ れ らは 、 「そ うい う

人 々が か わ いそ う」 な ど、死 を 自分 の 身 近 な もの とい うよ り遠 い存 在 と して 考

えて い る傾 向 が あ る と思 われ た。 自分 に と って 身 近 な 人 の死 か らそ の 思 い を記

述 して い る もの もいた が 、 全体 的 に は少 なか っ た 。

現 代 社 会 の 中で は、 子 ど もの 生 活 か ら死 は 身 近 な もの と して 存 在 す る こ とが

少な くな り、 メデ ィ アな どの媒 体 を通 して 知 る もの とな って い る と言 わ れ て い

る。 この よ うな 傾 向 は 、 生 と死 の教 育 を実 践 して い る研 究 者 や 現 代 の 子 ど も の

心 身 医療 に携 わ って い る人 々か らも指 摘 され て い る 。冨 田8)は 、社 会 面 か らみ
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た子 ど も達 の死 の 現 状 につ い て 、 高 度 成 長 に伴 う社 会環 境 の 変 化(地 域 社 会 の

崩 壊 と核 家 族 化 な ど)に よ り、 生 と死 は 、家 族 か ら離 れ 、 病 院 に任 され 、 人 生

に最 も大 切 な 出 来 事 で あ る 生 と死 を子 ど も達 の視 界 か ら奪 っ て し ま った と指 摘

し、 現 代 の 日本 社 会 の 特徴 は 、 子 ど も達 が 死 を実 感 で きな い こ とで あ る と述 べ

て い る。今 回 の実 施 前 の記 述 内容 を見 て も生 ・死 につ い て は 、 自分 に とっ て身 近

な もの と して 考 えて い る と い う よ りは 、や や 観 念 的 で あ っ た り、 遠 い世 界 の 人

に と って 大 変 な こと と い う範 囲 に留 ま っ て い る と考 え られ た 。

次 に 実 施 後 の特 徴 をみ る と、 第2カ テ ゴ リー 「命 の 大 切 さ の再 発 見 」 は、 実

施 前 に も数 多 くあ っ た 「命 の大 切 さ 」 を記 述 して い る もの で あ る が 、 「あ らた

め て 大 切 さ を感 じた」 「本 当 に大 切 」 「す ご く大 切 」と い う感 嘆 的 な修 飾 語 を付

加 して 記 述 して い る の が多 か っ た の が 特 徴 的 で あ り、 カ テ ゴ リー と して は 「再

発 見 」 とい うカ テ ゴ リー 名 で特 徴 を表 した 。 また 、 同時 に死 の不 公 平 さや 死 へ

の 恐 れ ・不 安 の記 述 が見 られ る よ うに な り、 「自分 だ った ら… 」 な ど 自分 に引

き 寄 せ た形 で記 述 して い た 。 これ は 、 ビデ オ の 中で 同世 代 の子 ど もの 死 を体 験

した こ とで死 が 自分 の 身近 に も起 こる こ と と して 感 じた 結 果 と考 え られ る。 ま

た 、 この年 代 の特 徴 と して 、原 因 ・結 果 の 因果 関係 も単 純 な と らえ で あ る こ と

や 死 を単 純 に懲 罰 的 な もの と して と らえ 、死 は不 当な も の 、 良 くな い こ と と し

て み る傾 向 が あ る た めか 、 「い い事 を した の に… 」 、 「病 気 な の にが ん ば った

の に… 」 とい う死 の不 公 平 さ 、不 条 理 さ を強 く感 じて い る記 述 が見 られ た の も

特 徴 的 で あ った 。

ま た 、 実 施 前 に は生 きて い る こ とを 日常 的 な 具体 的 な 現 象 か ら表 現 して いた

もの が 多 か った 。 しか し、 実 施 後 の第3カ テ ゴ リー 「生 き る こ とのす ごさへ の

感 動 ・発 見 」 の特 徴 に見 られ る よ う に、 生 き る こ とそ の もの が 、他 者 に影 響 を

与 え る意 味 を持 つ こ と、 生 き る こ との す ごさや 力強 さ とい う もの を実 感 した な

ど生 き続 け る こ との意 味や 生 き て い く こ とそ の も のが 、す ごい こ とで あ る とい

った 生 へ の希 望 や 価 値 を見 出 して いた 。 さ らに 生 き る こ とを考 え させ られ た結

果 、 自分 自身 が どの よ うに 生 き た い、 人 に対 して この よ うに あ りた いな ど人 と

して の あ り方 、姿 勢 につ いて も記 述 され て い た の が 実 施 前 に は 見 られ な か っ た

特 徴 で あ った 。

実 施 前後 いず れ に も、 自殺 や殺 人 に対 す る記 述 が 見 られ るが 、 実 施 前 は、 世

界 の貧 困や 飢 餓 の 人 々へ の 関 心 と 同様 に 一 般 的 な 範 囲 で殺 人 は よ くな い こと、

命 は大 切 な の で 自殺 は良 くな い こ と とい う範 囲 で 記 述 して いた 。 しか し、実 施

後 は 、 生 きた くて も 生 き られ な い 人 が い る こと を重 ね 、 だ か ら こそ 殺 人や 自殺

は 良 くな い こ と、命 を粗 末 にす る こ との よ う に表 現 され て いた 。

実 施 後 に見 られ た特 徴 は 、子 ど も達 が 、 ビデ オ を通 して 自分 と同 じ年 代 の子
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の生 き る姿 を見 る ことで 、 死 そ の もの も含 め 、遠 い世 界 の 出 来 事 か ら 自分 の 身

近 な 出来 事 の 中 に存在 す る生 や死 で あ る こ と を実感 した結 果 と考 え られ る 。

死 を通 して 生 を考 え る重 要 性 と と もに 、そ の 難 しさ につ いて も多 くの 実 践 者 か

ら報告 され て い る 。 北 山9)ら の 、 小学 校4年 生 を対 象 と した 人 形 劇 に よ る生 と

死 の授 業 結果 で は、 参 加者 の子 ど も達 の 多 くが 、感 想 と して 「命 の大 切 さが わ

か った 」 「死 ぬ とい う こ とが わ か った 」 と表 現 す る一 方 で 、 死 ぬ こと に つ いて

「怖 い」 「悲 しい」 とい う否 定 的 な イ メー ジ の こた え に留 ま り
、 まだ死 をよ り

よ く生 き る こ と と関 連 付 けて考 え られ な い様 子 が伺 え た。 この 点 か ら、死 を通

して命 の大 切 さ を伝 え る た め に は 、構 造 化 した プ ロ グ ラム の 開 発 が 必 要 で あ る

と述 べ て い る 。

今 回 の 教 材 で は、 主 人 公 は 、 最 後 は 亡 くな っ て し まっ た が 、 子 ど も達 は亡 く

な った こ とそ の もの に注 目 し死 へ の恐 れ や 不 安 の増 大 とい うよ りは、 そ の生 き

方や 死 ぬ ま で が ん ば っ た姿 に注 目 し生 き る 意 味 や 人 間 の可 能 性 に まで 注 目 した

いた ことが 印 象 的 で あ った 。生 ・死 な どの 問題 に対 して も本 質 を つか み とる子 ど

も達 の 力 を あ らた めて 感 じた と と も に、 子 ど も達 と生 き る こと、 死 ぬ こ とに つ

いて 語 り合 う こ との 必 要 性 を感 じた 。 カ テ ゴ リー の 中 に あ るよ う に身 近 に感 じ

た ゆ え に 「死 の不 公平 さや 死 へ の恐 れ 」 と い った も の を記 述 した子 ど も達 もい

た。 この よ うな 子 ど も達 と は、 時 間 をか け て 一緒 に語 り合 う場 も大 事 と思 わ れ

た。

(2)高 学 年 にお けるDeath-Educationの 評価

今 回 の教 材 は 、 この時 期 が 具 体 的 操 作 段 階 後 半 の時 期 に位 置 す る事 、 また 、

死 の概 念 につ いて は 、死 の不 可 避 性 、 普 遍 性 、不 可 逆 性 な ど を理 解 す る年 齢 と

いわ れ 、 そ れ らを 自分 の もの と して 取 り込 む に は どの よ うな体 験 をす る のか に

影 響 を受 け る とい わ れ て い る 。そ こで 、 子 ど も達 に とって 身近 な 存 在 と感 じる

こ とが で きる もの で あ る ことを意 識 して 教 材 を検 討 した 。

実 施 前 後 の記 述 内 容 を検 討 して み る と、今 回 の教 材 は 、 子 ど も達 に と って は

生 ・死 を身 近 な 問 題 と して考 え る機 会 に はな っ た こ とが伺 わ れ る。 これ は主 人

公 とな っ た 少 年 が子 ど も達 と年 齢 が近 い こ と、 日常 の学 校 生活 の 中で の 様 子 が

え がか れ て いた こ とが 身近 に感 じた こ とに つ な が り実 感 して 考 え る こ とに な っ

た。 今 回 は、 教 材 に対 す る子 ど も達 の反 応 等 も知 るた め に、 実 施 前 後 で子 ど も

達 一 人 一 人 が考 えた こと を記述 す る方 法 と した が 、今 後 は子 ど も達 同士 が 感 じ

た こ と等 を語 り合 う場 の 設定 な ど も含 め た 教 育 の あ り方 の検 討 も必 要 と考 え る。
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表5.高 学 年:Death-Education実 施 前

カ テ ゴ リー サ ブカテ ゴ リー コ ー ド

1.か け が え の 1)大 切 な 一 つ ・命 は1番 大 切

ない命 の命 ・一 人 で 一 つ しか な い

・ひ と りに2つ な い

・一 つだ か ら大切 に生 き る

2)授 か りもの ・神様 の授 けもの

としての命 ・神 様の 贈 り物 ゆえ に大切 に生 き る

2.生 き て い る 1)生 きて い る ・生 き る しあわ せ ・す ば ら しさ

実感 感覚 ・生 き こ と は笑 う こ と ・お こ る こ と

・生 きて いる ことの不思 議 さ

・命の はかな さ

・生 きる ことは嬉 しさ ・悲 しさ

2)生 き て いる ・遊ぶ こと ・勉強 す るこ と

ことを意味する ・生 きる こ とは動 くこ と

活動 ・ 生 きる ことは活動(走 る、 食べ る …)

●

3.他 者の死 や 1)世 界 に生 き ・世界 の貧 困 ・飢 餓が かわ いそ う

存在を通 して考 る人々の生 と死 ・世界 の 一人の死 もそ の家族 の悲 しみ

え る生 ・死

2)殺 人 、 自殺 ・人殺 しは絶対 い けな い

へ の思 い ・恵 まれ て いる人の 自殺

3)病 気 と死 ・病気 の人 はかわ いそ う

・病気 で死 ぬ人 はかわ いそ う

・病気 の人 とそ の家族 もかわ いそ う

4)身 近 な人 の ・死ん だ お じいち ゃん にはまた会 え る気持 ち

生 ・死 か らの 思 ・自分 の死 は家 族 に悲 しみ を もた らす

い ・家族 の死 を思 うと悲 しい

・ 家族 の死 か ら生 きる こ と大 事

4.生 と 死 へ の 1)不 可 逆 的な ・死 んだ ら戻れ な い

意味づけ 死 ・寿 命で の死
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2)存 在 す る こ ・生 き る ことは この世 に存在 す る こと

とすなわち生 ・今 ここ にいる ことが生 きる こ と

3)生 きる意 味 ・生 きる こ とは人 に役 立 つ こと

・生 きる こ とは死 ぬ よ り大変 な こ と

・生 き る ことは大変 な こ と
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表6.高 学 年:Death-Education実 施 後

カテ ゴ リー サブカテ ゴリー コ ー ド

1.死 の 不 公 平 1)良 い ことを ・い い ことを して も死 ぬ 人が いる

さへの 思 い して も、頑 張 ・悪 い人が戻 る と ころ

って も死 ぬ ・頑張 って も死 ぬ

2)死 ぬ こ とへ ・命 がな くな るのは怖 い こと

の怖 れ ・不安
・死 ぬ こ とは悲 しい

・な ぜ重 い病気 にな るの か

2.命 の 大 切 さ
・命の 大切 さが あ らた めてわ か る

の再発見
・命 は宝物

・命 は大切

・生 きる こ とは大 切

3.生 き る こ と 1)生 きる こ と ・生 きて い る ことは 自然 に役 立つ こ と

のす ごさへの感 その ものが役 に ・生 き る ことは勇気 を与 え る こと

動 ・発見 立つ こ と ・人 に役 立 つす ば ら しさ

2)生 き る こと ・生 きて いる こ との しあわ せ

のすば らしさ ・生 き る ことのす ば ら しさ

・生 き つづ けよ うとがん ばる姿 への感 動

・生 きる ってい いな

3)ど んな 状 況 ・12年 も100年 分 の 生

でも持てる生へ ・病気 で もがん ばるす ごさ

の希望 ・生 き るこ とは 自分の 勇気 を試 す こと

・いの ちがあれ ば何で もで き る可能性

・病 気 にな って も 自分 にも何 か で きる

・生 きる ことは夢や 希望 を もつ こと

・生 きる こ とはがん ばれ る こ と

・生 きつづ け るこ とを忘れ な い

・つ らいこ とも生 き る喜 び

4.生 き る姿勢 1)考 え させ ら ・生 き る ことを教え て くれた

れ た生 き方 、生
・大 切な 生 きる心

きる心
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2)人 ・動 物 に ・や さ しい気 持 ちを持 ちた い

や さ しくあ りた ・私 も人の役 に立 ちた い

い、役 立 ちた い ・ボ ラ ンテ ィア も大 事な こと

思い

5.意 図的 な命 1)殺 人 への 憤 ・殺す ことは いけな い こと

の抹殺への憤 り り

2)自 殺 す る人 ・生 き られ な い人 もい るの に 自殺 は いけな い こと

への憤 り
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3.中 学 生

1)実 施 方 法

日時:2003年10月30日(木)14:25～15:15

実 施 場 所:体 育 館

対 象:中 学2年 生 、A組(37人)B組(38人)C組(37人)の3ク ラス 計

112人

実 施 内 容:

(1)役 割 分担 等:4名 の研 究 者 で 、1名 が研 究 の趣 旨 を説 明 、2名 は ビデ オ の

準 備 、1名 は 記録 の た め の ビデ オ 撮影 を行 った 。ま た 、中学 生 の担 任 が見 守 っ

た 。

(2)教 材:二 分 脊椎 症 とい う先 天 性 疾 患 を もつ 高校1年 生 の 男子 学 生 に 、入

院 生 活 の体 験 、同年 代 の仲 間 に伝 え た い こ とな どを講 演 して も らった。また、

骨 腫 瘍 で 下 肢 の 切 断 術 を受 けた 中学 生 の 闘病 生活 を取 り上 げた ドキ ュ メ ン タ

リー 番 組 を編 集 し、 ビデ オ で見 て も らった 。

(3)教 材選 定 の理 由:子 ど もは 、形 式 操作 段 階 で あ る11歳 前後 か ら、死 の普

遍性 ・不 可 逆 性 ・不 可 避 性 を理 解 で き る よ う にな り、 成 人 の死 生 観 に近づ く

と いわ れ て い る。 故 に 、 中学 生 は 小 学 生 と異 な り、 「死 」 に 関 して 、抽 象度

が 高 い教 材 を使 用 して も理 解 可 能 で あ る と考 えた 。 また 、 彼 ら と年 齢 が 近 い

障 害 者 や 闘 病 体 験 を もつ 人 々 か ら、 「命 」 の 大 切 さや 尊 さ を実 感 して 欲 しい

と考 え 、高 校 男 子 学 生 に講 演 依 頼 、 さ らに、 視 覚 を通 して イ メー ジ化 しやす

い よ う に関 連 ビデ オ を編 集 し、併 用 す る こと と した 。

(4)授 業 の進 め 方:授 業 の進 め方 は 、表7の 通 りで あ る

表7.授 業の進 め方

導 入:5分(体 育

館)

① 自己紹介

②研究の趣旨 ・授業の進め方の説明

展 開:20分(体 育

館)

③高校男子学生の話

④ ドキ ュメンタリー番組のビデオ上映

ま と め:20分

(各 教 室)

⑤ 「命 につ いて」 「生き る こと につ いて」 日頃思 うことを、

原稿用 紙 に 自由記載す る。

*10月22日(水)に 、事 前 レポー トと して、 「命 につ いて 」 「生 きる こ とにつ いて」

日頃思 うこ とを、原 稿用紙(400字)1枚 に書 いて も らった。 各 々の ク ラス の担 任 によっ

て行 わ れた 。レポー トに要す る時 間 は、30分 間 と し、書 き終わ る まで延長 可 と した。な

お 、注意 事項 と して 、担任 は レポー ト内容 に関 して方 向づ けは行 わな い よ うに依頼 した。
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【高 校 男 子学 生 の話 の 趣 旨】

僕 は障 害 を も って 生 まれ ま した 。 生 まれ た 時 か らず っ と障 害 と背 中合 わ せ で

育 って き ま した 。 小 ・中 ・高 と も普 通 の学 校 に入 学 し ま した 。 松 葉 杖 を使 って

歩 行 して い ます が 、 自転 車 に乗 って 通 学 を して い ます 。 楽 しい高 校 生活 を送 っ

て い ます 。

入 院 生 活 を通 して 、病 気 で 亡 くな る多 くの 子 ど も た ち を見 て きた 僕 は、 今 、

ニ ュー ス 等 で 報 じ られ る 「事 故 」 「事 件 」 「自殺 」 とい った 、 自分 の命 や 他 人

の命 を大 切 に しな い 出来 事 を見 聞 きす る度 に悲 し い気 持 ち にな ります 。 生 まれ

た 時 か ら健 康 な 人 は 、健 康 で あ る こ とが 「当た り前 」 に な って いて 、 そ れ が ど

ん な に幸せ な ことで あ るか 、忘 れ て 生活 して い る よ う に感 じる こ とが あ ります 。

病 気 は、 深 刻 な 病 気 で あれ ば あ る ほ ど、健 康 だ っ た 昨 日 まで と、 生活 全 て が 変

わ ります 。 僕 の 話 だ け で は イ メ ー ジが 難 しい と思 う の で 、 こ こで 入 院 生 活 の ビ

デ オ を見 て頂 きた い と思 い ます 。

(ド キ ュ メ ンタ リー番 組 の ビデ オ 上 映)

ビデ オ 、 いか が で した か?入 院 中、 「生 き た くて 、 生 き るた め に、 辛 い検 査 や

治 療 も一 生懸 命 頑 張 っ て いた 多 くの友達 に 出会 い ま した 。そ れ に もか か わ らず 、

亡 くな って い き ま した 。 一方 、命 を粗 末 に した 事 件 ・事 故 が 毎 日の よ うに起 き

て い ます 。 な ぜ 、 この よ うな こ とが 起 こる の で し ょ うか?病 気 と闘 って一 生懸

命 生 きて い る人 が い ます 。 そ の 人 た ち か ら学 ぶ こ とが た く さん あ るよ うに思 い

ます 。 皆 さん 方 は 「命 につ い て 」 「生 き る こ と につ い て 」 どの よ う に考 え ます

か?僕 は この よ うな こ とを考 え る こ とは 、 とて も大 切 な こ とだ と思 うよ うに な

りま した 。 皆 さん と一緒 に考 え て い けた らと思 い ます 。 あ りが と う ござい ま し

た。

【ドキ ュ メ ンタ リー番 組 の 内容 】

骨 腫 瘍 のた め 、 下肢 切 断術 を受 けた 中学 生 の 男 の子 と付 き添 い の母 親 との 闘

病 生 活 の様 子 を記 録 した ドキ ュ メ ンタ リー 番 組 で あ る 。 男 の 子 は抗 癌 剤 の た め

辛 い副 作 用 に悩 ま され るが 、 母 親 に励 ま され な が ら、抗 癌 剤 治 療 を終 え た 。 番

組 を通 して 、 男 の 子 と母 親 の 心 の 葛 藤 ・不 安 ・悲 しみ ・怒 り ・安 堵 ・喜 び な ど

の心 の変 化 が 描 か れ て お り、 治 療 か ら退 院 に至 る ま で の 闘 病 生 活 の様 子 を伺 う

ことが で き た。

(5)生 徒 の反 応:

U君 の講 演 時 には 、私 語 も ほ とん どな く皆 真 剣 に 聞 い て いた 。 ドキ ュ メ ン

タ リー 番 組 放 映 時 も同様 の 反 応 で あ った 。 実 施 後 の レポ ー トは、 各 々の 教 室

に戻 り、A4用 紙 に 自由記 載 して 提 出す るよ う依 頼 した 。
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2)分 析 結 果

(1)Death-Education実 施前 の記 述 内容

中 学2年 生112名 の事 前 レポ ー ト記 述 内容 か ら、 生 徒 達 が 日頃 「命 ・生 きる

こと」につ いて 、どの よ うに考 えた り、感 じて い る のか に着 目 し分 析 した結 果 、

7つ の カ テ ゴ リー が 抽 出 され た 。7つ の カ テ ゴ リー お よび サ ブ カ テ ゴ リー につ

いて は以 下 に記 述 した。 抽 出過 程 は、 表8に 示 した 。

第1カ テ ゴ リー:か け が え のな い命

1)大 切 な 命

2)ひ とつ の命

第2カ テ ゴ リー:限 りあ る は か な い命

1)は か な い命

2)限 りあ る命

第3カ テ ゴ リー:命 ・生 へ の 意 味 づ け

1)生 物 学 的 な 命 の 意 味

2)あ らゆ る生 命 の 存在 と価 値

3)与 え られ た 存 在 と して の命

4)命 の不 思 議 さ

5)命 の あ り方 や 生 き る こ との意 味

6)ひ とつ の流 れ と して の 生 と死

7)命 ・生へ の 問 い

第4カ テ ゴ リー:死 につ いて 思 う こ と

1)死 へ の恐 れ

2)死 や 死 後 へ の 問 い

3)死 へ の意 味づ け

第5カ テ ゴ リー:命 を軽 ん じる ことへ の怒 り

1)自 殺 す る 人へ の怒 り ・疑 問

2)他 者 の命 を奪 う言 動 へ の 批 判 ・疑 問

3)地 球 ・自然 の命 を汚 す 行 為 へ の批 判

第6カ テ ゴ リー:自 分 の 生 き方

1)好 きな こ と を楽 しむ 生 き方

2)後 悔 せ ず 充 実 した 生 き方

第7カ テ ゴ リー:現 代 医療 へ の 問 いか け

1)現 代 医 療 へ の疑 問 ・意 見

2)医 療者 へ の批 判 ・意 見

・疑 問 ・批 判
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以 下 に、 各カ テ ゴ リー の特 徴 と具 体 的 記 述 内 容 に つ い て述 べ る。

第1カ テ ゴ リー:か けが え のな い命

この カ テ ゴ リー は 、 生 徒達 が命 はお 金 に は か え られ な い 人 間 に と って 唯 一 無

二 の 最 も大 切 な 、 尊 い も ので あ る こ とを表 現 した も ので あ る。 サ ブ カ テ ゴ リー

と して 、1)大 切 な 命2)ひ とつ の命 か ら構 成 され て い る。

1)大 切 な命

これ は、命 の大 切 さ を生 徒 達 が 漠 然 と一 般 的 、 観 念 的 に捉 え て い る と い え る

抽 象 的 な表 現 内容 で あ っ た 。 具体 的 な記 述 内容 と して は 、 「命 は 大 切 な もの 」
i

「命 は大事 で す 」 「命 は 世 の 中 で一 番 大 切 な もの 」 「生命 は か け が え の な い も

の」 「尊 いお 金 にか え られ な い もの 」 「命 は宝 」 「無 駄 に して は い けな い もの」

「命 は大 事 とい う こ とだ け は は っ き り して い る 」 「命 が大 切 な もの とい うの は

み ん な の共通 の意 見 だ 」 な どが あ っ た。

2)ひ とつ の命

これ は 、命 が 人 間 に とって 唯一 無 二 の も ので あ るか ら大 切 で あ る とい う意 味

を表す もので あ った 。 具 体 的 な記 述 内容 と して は 、 「命 は一 人 に 一 つ しか な い

か ら大 切 な もの 」 「命 はひ とつ しか な いか ら大 切 に した い」 「命 は た っ た 一 つ

の決 して お 金 で は 買 え な い も の」 「命 は他 の何 に も代 え られ な い大 切 な もの」

「物 が 豊 かな この 時 代 で も命 は 買 えな い」 な どが あ った 。

第2カ テ ゴ リー:限 りあ る はか な い命

このカ テ ゴ リー は 、命 の は か な さ、 も ろ さ、 そ して命 には 限 りが あ る と い う

命 ・死 の 不 可逆 性 を表 現 した もの で あ る 。 サ ブ カ テ ゴ リー と して 、1)は か な

い命2)限 りあ る命 か ら構 成 され て い る。

1)は か な い命

これ は 、命 が 簡 単 に失 われ た り、壊 れ て し ま う と い う命 の も ろ さ、 は か な さ

を表現 して いる。具 体 的 な 記 述 内 容 と して は 、 「命 は た だ もろ くはか な い」 「命

は とて も もろ く病 気 に弱 く、一 部 を壊 す と命 の全 て が 壊 れ る 」 「ペ ッ トが死 ん

だの を経 験 して 命 は とて も もろ い と思 っ た」 「階段 や 転 ん だ だ けで 命 は くず れ

る」 「命 は こわ れ や す い もの」 「命 は容 易 に尽 き る も の」 「命 、 生 き る こ とは

重 い け ど軽 い。0番 な く して は い け な い もの だ が 一 番 簡 単 に失 わ れ て しま う も

の」 な どが あ った 。

2)限 りあ る命

これ は、 命 には 限 りが あ り永 遠 で はな い こと、 人 間 は いつ か は死 ん で しま う

とい う命 ・死 の 不 可 逆 性 を表 現 して い る。 具 体 的 記 述 内 容 と して は 、 「命 は限

りあ る もの 」 「命 は 永遠 で は な い」 「人 に は寿 命 が あ る 」 「人 は いっ か 死 ん で
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しま う」 「人 間 は い つ か 他 界 す る」 「命 に は いつ か 終 わ りが あ る」 「人 は早 い

か 遅 い か で 最後 は 死 ぬ 」 「命 を失 っ た ら二 度 と生 き る こ とが で きな い 」 「科 学

が発 達 して も死 ん だ 人 を蘇 らす こ とは で き な い」 「命 は な く して しま う と一 生

戻 らな い も の 「命 は コ ピー で き な い」 「命 を ろ うそ くに例 え るがそ の とお りだ」

な どが あ った 。

第3カ テ ゴ リー:命 ・生 へ の 意 味 づ け

この カ テ ゴ リー は、 生 徒 達0人 一一人 が 命 とは 何 か 、 生 き る とは何 か を多 様 で

豊 富 な 考 え方 、 感 じ方 で 表 現 して い る。 また 、 命 や 生 へ の 問 い 、不 思 議 さか ら

命 や 生 の意 味 を見 出そ う と して い る表 現 も含 まれ る。サ ブ カ テ ゴ リー と して は 、

1)生 物 学 的 な 命 の意 味2)あ らゆ る生 命 の 存在 と価 値3)与 え られ た 存

在 と して の命4)命 の不 思 議 さ5)命 の あ り方 や 生 き る こ との意 味6)

ひ とつ の流 れ と して の生 と死7)命 ・生 へ の 問 い か ら構 成 され て い る。

1)生 物 学 的 な命 の意 味

これ は、 命 や 生 を 身体 的機 能 や 状 態 か ら表 現 して い る もの で あ り、具 体 的 な

記 述 内 容 と して は 、 「命 とは心 臓 が 動 く こと」 「命 に は脳 が必 要 です 」 「命 が

な い と人 は た だ の 肉 の塊 にな って しま う」 「生命 と は 自分 を動 か して い る もの」

「命 ・生 き る と聞 いて 思 うの は 生 態 系 」 「命 はた だ 一 つ0つ の 部 品が な い と 自

分 は成 り立 たず 、命 の意 味 が な い」 な どで あっ た 。

2)あ らゆ る 生命 の存 在 と価 値

これ は、 命 が 人 間だ け で は な く地 球 上 に生 きて い る生 物 す べ て に存 在 す る と

い う意 味 と、 命 の普 遍 的 な価 値 や 意 味 を表 現 して い る。 具 体 的 な記 述 内容 と し

て は 、 「この地 球 に はた く さん の 命 が あ る」 「花 も人 と同 じ命 を もって い る」

「命 は、 生 きて い る ものが 必ず も って い る もの 」 「命 は地 球 上 にた くさ ん存 在

す る ので 大 切 に した い」 「 「地 球 上 に あ る も のす べ て に命 は あ る 」 「昆 虫 、 動

物 、植 物 に も与 え られ 大 事 に しな が ら生 きて い る」 「イ ラク に も命 は あ る」 「人

間 だ けで な く他 の 生物 も生 命 を も って い る」 「生 命 は 人 間 だ けで な く、鳥 、 昆

虫 な ど様 々な 種 類 が あ る 」 「命 は生 き るた め の道 具 」 「命 は 生 き るた め の動 力

源 」 「命 は生 きて い るか ら存在 す る もの」 「命 は生 き る エ ネ ル ギ ー 」 「何 をす

る の も命 が あ るか らで き る 」 「命 が あ るか ら人 ・動 物 ・植 物 は 生 き て い る」 な

どが あ った 。

3)与 え られ た存 在 と して の命

これ は 、命 を与 え られ た もの 、授 か っ た存 在 と して 表現 して いる もので あ り、

具 体 的 な 記 述 内容 と して は 、 「命 とは 、 生 か され て い る もの の こ と」 「命 は 、

そ の現 世 で 与 え られ た 世 界 の 存 在 」 「命 は 、 生 きて い る 時 に親 か ら与 え られ た
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もの」 「命 とは 、両 親 の愛 の結 晶」 「皆 、平 等 に与 え られ た もの それ が命 」 「命

は 、 生 き る もの に与 え られ た もの で上 も下 もな い 」 「命 は 、人 が つ く られ た と

き に も らう もの」 な どで あ った 。

4)命 の不 思 議 さ

これ は、命 や 生 き る こ と の不 思 議 さ を表 現 して い る も ので あ り、 具 体 的 な 記

述 内容 と して は 、 「命 とは 、 答 え のな い謎 の も の 」 「生 命 は、 奇 跡 や 理 論 とか

で はな い不思 議 な こ とが あ る」 「命 、 生 き る こ とは神 秘 的 」 「生 き る と い う こ

とは簡 単 にみ えて 一 生 わ か らな い もの 」 な どが あ っ た 。

5)命 の あ り方 や 生 き る ことの 意 味

これ は 、命 の あ り方 や 存 在 と生 き る こ とを対 応 させ て 表 現 して い る もの で あ

り、具 体 的 な 記 述 内 容 と して は、 「感 情 も命 が な けれ ば感 じれ な い」 「命 が あ

るか ら夢 を実現 で き た り、 自分 の道 に進 ん で い け る」 「生 き る こ とは 最 低 限 や

り遂 げる こと」 「生 き る とい う こと は、そ の 人 の夢 や 希 望 に 向か って い く もの 」

「生 き る こ とは 自分 のや りた い こ と をす る 」 「命 は 人 間 の こ こ ろだ 」 「命 は心

そ の もの だ」 「命 は 生 き る とい う強 い心 が あ る」 「生 き る こ とは 素 晴 ら し い」

「生 き る こと は普 通 に 生活 す る こ と」 「生 き る と は今 を 生 き る こ と」 「生 き る

ことは とて も大 変 」 「色 々な こ とを感 じる こ とが 生 き る こ と」 「生 き る こ とは

辛 い こと も楽 しい こ と もあ る」 な どが あ った 。

6)ひ とつの 流 れ と して の 生 と死

これ は 、 生 と死 を ひ とつ の 流 れ の 中で 捉 えて 表 現 して い る もの で あ り、 具 体

的な 記 述 内容 と して は 、 「生 物 に は、 生 まれ る とい う こ と と死 ぬ とい う こ とが

あ る」 「生 と死 は1セ ッ トで あ る 」 「人 が 生 き る の も死 ぬ の も流 れ の うち だ 」

「この 世 に生 を受 けた くさ ん の こ とを し、 この 世 を去 って い くた だそ れ だ け」

「生 まれ 子 孫 を残 し死 ぬ 。 全 て の 生物 が この本 能 に従 って 生 き る」 「生 ま れ て

死 んで また 生 まれ て と い う こ とを して 人 類 の時 代 が 長 くな る ことで 地 球 の た め

に表 され て い く」 「目 に見 えな い命 は終 わ りが な い 」 「命 は消 え る と い って も

心 の中 に永 遠 に生 き続 け る ので 本 当 に消 え る わ け で は な い」 な どが あ った 。

7)命 ・生 へ の 問 い

これ は 、命 や 生 き る こ とへ の疑 問 、意 見 を 率 直 に表 現 して い る もの と命 や 生

きる こ との意 味 を模 索 して い る思 い を表 す もの 、 また 投 げや り的 な 内容 が あ っ

た 。具 体 的 な 記述 内 容 と して は、 「命 とは何 だ」 「な ぜ 、 命 が あ る のか 誰 か 知

って い るの か 」 「命 とは 何 か よ くわ か らな い」 「自分 は 何 の た め に生 きて い る

のか 」 「命 は 自分 で も まだ わ か らな いが 、 いつ か は わ か る もの 」 「命 とか 生 き

る こと を言 葉 で 表 現 す る の は難 し い」 「生 き る って な ん だ ろ う」 「自分 の 大 切

な 人 が 亡 くな った こ とが な い の で よ くわ か らな い」 「考 えて も答 えが 出 な い 」
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「命 は 言葉 で 言 う のは 簡 単 だ が 実 際 よ くわ か らな い」 な どが あ った 。

一 方 、 「一一番 難 し く、一 番 くだ らな い 問題 」 「命 に つ い て 考 え る人 間 が馬 鹿

に思 え る」 「生 きて い る こ とに何 の意 味が あ る の か 」 「命 につ いて深 く考 え た

こ と もな い し、何 も知 らな い」 「命 、生 き方 につ い て 一度 も考 えた こ とは な い」

と い う記述 内容 も あ った 。

第4カ テ ゴ リー:死 につ い て思 う こ と

この カ テ ゴ リー は、 死 に 関す る 生徒 達 の考 え 、 思 い、 疑 問な どが表 現 され て

い る もの で 、 サ ブ カ テ ゴ リー と して は 、1)死 へ の 恐 れ2)死 や 死後 へ の 問

い3)死 へ の意 味 づ け か ら構 成 され る。

1)死 へ の恐 れ

これ は、 死 へ の 恐 怖 感 や 嫌 悪 感 を表 現 して い る もの で 、 具 体 的 な 記 述 内容 と

して は 、 「死 ぬ の は怖 い」 「死 に た くな い とい うの は き っ と変 わ らな い 」 「死

な な いで 済 む の な ら死 に た くな い 」 「死 ぬ と い う の は 自分 が いな くな るの で 恐

ろ しい」 「人が 死 ん だ とい う出 来 事 は怖 く感 じる」 「周 りの 人が 死 ぬ の も嫌 だ

し、 自分 が死 ぬ の も嫌 」 な どが あ った 。

2)死 や 死後 へ の 問 い

これ は 、死 とは何 か 、死 ん だ 後 は ど うな る のか とい う疑 問 を表 現 して い る も

ので 、具 体 的 な記 述 内容 と して は、 「人 はな ぜ 死 ぬ の か とい う こ とを よ く考 え

る」 「死 ぬ とは何 だ 」 「死 ぬ の な ら、な ぜ 生 まれ て くる の か 」 「命 につ いて 考

え る とき 、死 ん だ ら ど うな る のか 」 「死 ん だ後 は ど うな るの か とい う こ とが 気

に な る 」 「死 ん だ後 の 自分 の意 識(命)は ど こに い くの か 」 「死 ん だ ら 自分 は

ど こ に行 くの か 」 「マ ンガ で は天 国 が あ り意 思 が 存 在 す るが 、 そ れ が な か っ た

ら ど うな る のか 」 な どが あ った 。

3)死 へ の意 味 づ け

これ は、 死 につ いて 生 徒 達 な りに 意 味 づ けて い る表 現 内容 で あ った 。 具体 的

な 記 述 内 容 と して は 、 「死 は 無 だ 」 「死 ん だ ら嫌 な こ と もな いが 楽 し い こ と も

な い」 「死 は逃 げ道 で しか な い 」 「死 ん だ ら充 実 した 人 生 も消 え る」 「死 ぬ た

め に生 き る か ら死 ぬ 」 な どが あ った 。

第5カ テ ゴ リー:命 を軽 ん じる ことへ の 怒 り ・疑 問 ・批 判

こ のカ テ ゴ リー は、 生徒 達 が 日常 、 新 聞や テ レ ビな どを通 して 見 聞 きす る 自

殺 、 犯 罪(殺 人)、 テ ロ とい う出 来 事 か ら 自分 の命 、他 者 の命 を奪 う言 動 へ の

怒 りや 疑 問 、また 自然 や 地 球 を汚 して い る行 為 へ の憤 りな どが 表 現 され て いる 。

サ ブカ テ ゴ リー と して は 、1)自 殺 す る 人へ の怒 りと疑 問 ・批 判2)他 者 の
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命 を奪 う言 動 へ の批 判 ・疑 問3)地 球 や 自然 の 命 を汚 す 行 為 へ の批 判 ・意 見

か ら構 成 され て い る。

1)自 殺 す る 人へ の怒 りと疑 問 ・批 判

これ は、 メデ ィ ア を通 して 知 る 自殺 行 為 へ の怒 りや 疑 問 、 さ らに 自殺 す る 人

へ の批 判 を表 現 して い るの もで あ り、具 体 的 な 記 述 内容 と して は 、 「自殺 す る

人 は間違 って い る」 「も らった命 を一 人 で 抱 え込 ん で命 を絶 つ の は大 馬 鹿 者 だ」

「自分 の命 を 自分 で捨 て る ほ ど寂 しい こ とは な い」 「自殺 しよ う とす る 人 は 命

の大 切 さ を学 ぶ べ き だ」 「自殺 は生 きた くて死 ん で い く人 に 申 し訳 な い」 「自

殺 な どで 命 を無駄 に した くな い」 「な ぜ 自殺 す るの か よ くわ か らな い」 「な ぜ

自分 の命 を絶 つ 必 要 が あ るの か 」 「自殺 す る 人 の気 持 ち が理 解 で き な い」 「自

殺 は悲 しい こ と」 「自 ら命 を絶 つ こ とは も った いな い こ と」 「自分 の命 は 自分

で 守 り、簡 単 な 理 由 で捨 てて は い けな い」 「せ っか く生 まれ て きた の に 自 ら命

を絶 つ な ん て絶 対 に い けな い」 「家 族 や親 戚 が 悲 しむ 」 な どが あ っ た。

2)他 者 の命 を奪 う言 動 へ の批 判 ・疑 問

これ は 、 自殺 行 為 と同様 に 生徒 達 が 、 メ デ ィ ア を通 して見 聞 きす る殺 人事 件

や テ ロ行 為 な どか ら、命 を軽 視 す る言 動 へ の批 判 や 疑 問が 表 現 され て い る。 ま

た 、 生徒 達 の身 近 な 生 活 の 中で 起 こ る他 者 の命 を軽 ん じる言 動 へ の 批 判 も含 ま

れ る。具体 的 な 記 述 内 容 と して は、 「中学 生 が 人 を殺 す の は衝 撃 的な こと」 「少

年 犯 罪 を見 て 、動 機 が あ って も殺 人 は絶 対 ダ メな の に理 由 もな く殺 す の は 一番

よ くな い」 「どん な理 由が あ って も人 の命 を奪 う の は最 低 だ 」 「他 殺 は絶 対 に

して は い けな い こと」 「殺 人 をす る人 は命 の重 み が わ か って いな い人 」 「犯 罪

を犯す 人 は命 に 対 す る感 覚 が な さす ぎ る 」 「命 に つ い て考 え させ られ た の は ア

メ リカ の 同時 多発 テ ロの時 」 「人 を殺 す こ とに反 対 で 、死 刑 に も反対 」

「世 の 中 ゲー ム 化 して い て 、 人 を殺 して も リセ ッ トボ タ ンを押 せ ば元 に戻 る 人

が いる」 「冗 談 で も 『死 ね 』な ど と言 っ て は い け な い」 「学 校 で 適 当 に 『死 ね 』

と言 う人 が い るが 言 わ れ た 人 は シ ョッ クだ と思 う」 な どが あ っ た。

3)地 球 ・自然 の 命 を汚 す 行 為 へ の批 判 ・意 見

これ は 、地 球 にす むす べ て の 生命 を軽 ん じ る社 会 の風 潮 や 行 為 へ の批 判 を 表

現 して い る も ので あ る。 具 体 的 な 記 述 内 容 と して は 、 「虫 や 動 物 の命 を簡 単 に

奪 う」 「地 球 には 絶 滅 寸 前 の 動 物 も い る」 「自分 達 の 生 命 の 源 の 地 球 を 自分 達

で汚 して い る」 「人 間 は 、自分 の命 を守 る 自然 の命 を 自 ら失 って い る」 「自然 ・

動 物 ・人 間 に命 が あ り、 自分 で守 る もの で他 人 が ま もれ る もの で は な い」 「人

は、 自分 達 の こ とを他 よ り優 れ て い る と思 いす ぎ だ 」 「私 達 は地 球 を守 っ て い

か な くて は い けな い」 「人 間 は他 の 生 物 と何 も変 わ らず 、 平 等 の命 を も らった

こ とを 自覚 しな けれ ば な らな い」 な どが あ っ た 。
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第6カ テ ゴ リー:自 分 の 生 き方

この カ テ ゴ リー は 、 生 徒 達 が今 後 の生 き方 と して 、 自分 の 好 き な こ とを した

い 、 楽 しみ た い と い う気 持 ちや 、後 悔 せ ず に生 き た い 、 充 実 した 生 き 方 を した

い とい う気 持 ち や 決 意 を表 現 して い る も ので あ る 。 サ ブカ テ ゴ リー と して は 、

1)好 きな こ とを楽 しむ 生 き方2)後 悔 せ ず 充 実 した 生 き 方 か ら構 成 され

て い る。

1)好 きな こ と を楽 しむ 生 き方

これ は 、 生 徒達 が今 後 の生 き方 と して 、 自分 の好 きな こと を して 楽 しみ た い

とい う気持 ち を表 現 して い る 。具 体 的 な記 述 内容 と して は、 「今 を楽 し く生 き

た い」 「せ っか く与 え られ た機 会 だ か ら楽 しん で 生 きた い」 「人 に流 され ず 、

自分 が 大 切 だ と思 う こ とを好 き な よ うに した い 」 「自分 の した い こと を しな が

ら生 きた い」 「生 きて い る 間 には 悲 しさや 楽 し さが あ る が 、 自分 のや りた い こ

と を追 い続 け る のが 生 き る こと」 「自分 の 求 め る 生 き様 は 、太 く長 く自分 の好

き な よ うに 生 き る とい う こと」 「そ の時 そ の 時 を楽 し く過 ごせ れ ば い い」 な ど

が あ った 。

2)後 悔 せ ず 充 実 した 生 き 方

これ は、 生 徒 達 が 今 後 の 生 き方 と して 、後 悔 せ ず に充 実 した毎 日を過 ご した

い と い う気 持 ち や 決 意 を表 現 して い る。具 体 的 な 記 述 内容 と して は、 「た った

0度 しか な い 人 生 だか ら大 切 に し、充 実 させ 一 分 一 秒 を貴 重 に過 ご した い」 「今

で き る こ とを して 後 悔 しな い よ う に努 力 して い き た い 」 「この 世 に 生 まれ て き

た こ とに後 悔 した くな い 」 「嫌 な こ とが あ って も、 前 向 き に限 られ た道 を一 生

懸 命 歩 ん で い き た い」 「この命 を も らっ たか らに は 、 毎 日を 力強 く生 き て い こ

う」 「自分 の命 だ けで な く、周 りの 人で 支 えて くれ る 人 も大 切 に して いき た い」

「人 間 は人 生 の 終 わ りま で0日 を大 切 に過 ご さな けれ ば な らな い」 な どが あ っ

た 。

第7カ テ ゴ リー:現 代 医療 へ の 問 いか け

この カ テ ゴ リー は 、 生 徒 達 が メデ ィ ア を通 して 知 る現 代 医 療 の あ り方 へ の疑

問や そ こに携 わ る医 療 者 へ の批 判や 意 見 が 表 現 され て い る。

サ ブ カ テ ゴ リー と して は 、1)現 代 医療 へ の疑 問2)医 療 者 へ の 批 判 ・意見

か ら構 成 され て い る。

1)現 代 医療 へ の疑 問 ・意 見

これ は、 現 代 の 医療 技 術 の 進 歩 に伴 う様 々 な 弊 害 に対 す る 疑 問や 意 見 が 表 現

され て い る。 具 体 的 な記 述 内 容 と して は、 「医 学 を使 っ て 延命 す る こ とに何 の

意 味 が あ る の か 」 「命 を 引 き伸 ばそ う とす る の は 人 間 だ け だ 」 「技 術 が 上が る
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まで に何 人 もの 命 を犠 牲 に して い い のか 」 「人 を冷 凍 保 存 して 科 学 が 進 ん だ ら

生 き返 させ られ る と い うの は本 当 に いい こ とな の か 」 「健康 に百 歳 まで 生 き る

の は と もか く、 何 度 も死 にか けて 百歳 まで 生 き る の は本 当 にい い こ とな の か 」

「病 院で は、 命 が軽 く見 て い るの か と思 った 」 な どが あ った 。

2)医 療者 へ の批 判 ・意 見

これ は、 命 を預 か る 医療 者 の姿 勢 や 責 任 に つ い て の意 見 や 批 判 が 表 現 され て

い る もので 、 具 体 的 な 記 述 内容 と して は 、 「命 の こ とを0番 わ か って い る の は

医師 」 「一 人 の 命 も犠 牲 にせ ず 一 人 一 人 の 命 を大 切 に治 して い くべ き だ 」 「病

人 の命 は頭 が 良 けれ ば預 か る こ とが で き る の か 」 「人 を救 うた め に は技 術 と学

力で は どち らが 大 切 な の か 」 「むや み に働 い て 金 持 ち にな る 医者 は本 物 で は な

い」 「大 切 な 一 人 をた くさ ん救 い、 患 者 か ら感 謝 を受 け る のが 医 者 だ と思 う」

「祖父 が病 院 の ミス で死 ん だ 」 な どが あ った 。

(2)Death-Education実 施 後 の 記述 内容

講 演 終 了後 、 中学 生112名 が 「命 や 生 き る こと」 につ いて 、 どの よ うに感 じ

た り考 えた りした の か に注 目 し、記 述 内 容 を分 析 した 。 そ の 結果 、9つ の カ テ

ゴ リー が抽 出 され た 。 カ テ ゴ リー及 びサ ブ カ テ ゴ リー は以 下 に記 述 した 。 抽 出

過 程 は表9に 示 した 。

第1カ テ ゴ リー:大 切 さ を実感 した 命

1)大 切 さ を再 確 認 した命

2)尊 い命

第2カ テ ゴ リー:認 識 した死 の現 実

1)頑 張 って も逃 れ られ な い死 の 悲 し さ

2)良 い子 悪 い子 に 関係 な く訪 れ る死

3)死 にゆ く人 の存 在

4)限 りあ る停 い命

第3カ テ ゴ リー:支 え られ ・つ なが りあ う命

1)支 え られ 生 きて い る命

2)自 分 だ け の も ので な い生 や 死

第4カ テ ゴ リー:自 分達 と同 じと認 識 した 障 害 者 観

1)障 害 者 へ の差 別 ・特 別 視 とい っ た誤 解

2)自 分達 と変 わ らな い障 害 者

第5カ テ ゴ リー:軽 視 され る命 へ の 問題 意 識

1)命 を粗 末 にす る ことへ の怒 り ・疑 問
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2)軽 視 され る命 へ の反 省

3)大 切 に しな けれ ば な らな い命

4)身 近 な 日常 か ら始 め る改 善

5)現 代 社 会 へ の提 案

第6カ テ ゴ リー:当 事 者 で な い 自分 の 心 情

1)当 事 者 で な い もの の 限界

2)ゴ ミだ と感 じる命

3)わ か らな い ・変 化 のな い 自分

4)何 も感 じな い私

第7カ テ ゴ リー:変 化 した 自己 の認 識

1)気 づ い た 障 害 ・病 気 ・事 件 等 へ の 無 関 心 さ

2)変 化 した考 え ・自己 の 自覚

3)命 につ いて 考 え る機会 へ の感 謝

4)発 見 ・学 び た い命

第8カ テ ゴ リー:幸 せ な 自己 の 発見 と感 謝

1)健 康 で あ る こ との気 づ き

2)健 康 で あ る こ との感 謝 ・感 動

3)生 き て い る こ との価 値 と感 謝 ・感 動

第9カ テ ゴ リー:生 き方 の模 索

1)障 害 や 病 気 を抱 えた 人 の理 解

2)困 難 に尻 込 み す る 自分 へ の気 づ き

3)精0杯 生 き る こ との価 値

4)生 き る こ とへ の抱 負

以 下 に各 カ テ ゴ リー の特 徴 と具 体 的 記 述 内容 につ いて 述 べ る 。

第1カ テ ゴ リー:大 切 さ を実 感 した命

この カテ ゴ リー は、 実 施 前 に も増 して 、命 の 大 切 さ を再 確 認 した 気 持 ち を記

述 した もの で あ る。 サ ブ カ テ ゴ リー と して 、1)大 切 さ を再 確 認 した命 、2)

尊 い命 か ら構 成 され て いた 。

1)大 切 さ を再 確 認 した 命

これ は 、 「命 の 大 切 さ を改 め て知 った 」 とい う再 発 見 の気 持 ち、 「命 はす ご

く(と て も)大 切 」 な ど、 改 め て 実 感 した 命 の大 切 さに つ い て 記述 して い た。

U君 の講 演 お よ び 骨 腫 瘍 で 下肢 を切 断 、 そ の 後 退 院 の 日を待 ち望 ん で副 作 用 と

戦 い な が らの化 学 療 法 と リハ ビ リに耐 え頑 張 った 同年 代 の少 年 の闘 病 生活 を編

集 した ビデ オ を通 して 、今 まで よ り更 に、 命 の 大 切 さ を実 感 し再確 認 す る機 会
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とな って い た。

2)尊 い命

命 の尊 さを表 現 す る言 葉 と して 、 「命 の 重 さ を実 感 」 「命 は か けが え の な い

宝 物 」 「何 に も代 え られ な い尊 い もの」 な どの よ うに表 現 され て いた 。

第2カ テ ゴ リー:認 識 した死 の現 実

このカ テ ゴ リー に も、講 演 者U君 が 入 院 中体 験 した 、 病 気 と一 生 懸 命 に闘 っ

て も死 ん で いか ざ る を えな か った 子 ど も の存 在 に つ い て 、 語 った 思 い ・気 持 ち

が反 映 した と思 わ れ る内 容 が 表 現 され て いた 。 サ ブ カ テ ゴ リー と して 、1)頑

張 って も逃 れ られ な い死 の悲 しさ、2)良 い子 悪 い子 に 関係 な く訪 れ る 死 、3)

死 にゆ く人 の存 在 、4)限 りあ る停 い命 か ら構 成 さ れ て い た。

1)頑 張 って も逃 れ られ な い死 の 悲 しさ

「一 生懸 命 病 気 と闘 って も死 ぬ の は悲 しい」 と い う記 述 内容 で 、報 わ れ な い

悲 しさ を表現 して い た。

2)良 い子 悪 い子 に 関係 な く訪 れ る死

「い い子 ど も も悪 い子 ども も病 気 で 死 ぬ」 とい った 記 述 内 容 で 、 こ こで も頑

張 った り努

力 した り、 良 い子 で あ って も逃 れ る こと ので き な い 死 の 現 実 と、 そ の 現 実 を直

視 し不 条理 とさ え感 じる気 持 ちが 表 現 され て い た 。

3)死 に ゆ く人 の 存 在

「今 この時 に も死 ん で い く人 が い る」 「世 の 中 に死 に ゆ く人 が た く さん い る」

と、 死 の現 実 を身 近 に引 き寄 せ 表 現 して い た 。

4)限 りあ る停 い命

「生 き た くて も生 き られ な い 人 が い る 」や 「幼 い子 が 病 気 に負 け て 死 ぬ 事 を

聞 くと、命 は弱 く停 い と考 え させ られ た」 とい う記 述 内容 で 表 現 され て いた 。

ビデ オ を通 して 生 き た い と願 い苦 痛 に耐 え て頑 張 る姿 や 、 も っ と生 き て い て ほ

しい と願 う家 族 や 友 人 をお いて 死 んで いか な け れ ばな らな い現 実 を直 視 し、 限

りあ る命 の停 さ を感 じて いた 。

第3カ テ ゴ リー:支 え られ ・つ な が りあ う命

このカ テ ゴ リー は 、 た く さん の 人 に支 え られ て 生 き て い る命 、 自分1人 の も

ので はな い 生 と死 、 周 囲 の 人 に波 及 す る生 と死 と い っ た 内容 を表 現 して いた 。

講 演 や ビデ オ を通 して 同 年 代 の 少 年 の 身 に起 きた 病 気 、死 へ の不 安 と い った 出

来 事 を通 して 、少 年 の 生 と死 は そ の 少年 人 一 人 に留 ま らず 、周 囲 の 人 々 に波 及

す る こ とを認 識 した気 持 ち を表 現 して い る 。サ ブカ テ ゴ リー と して 、1)支 え
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られ 生 き て い る命 、2)自 分 だ け の もの で な い生 や 死 、 つ ま り周 囲 に派 生 す る

生 と死 か ら構 成 され て い た。

1)支 え られ 生 き て い る命

これ は、 「親 や た く さん の 人 に支 え られ 生 き て い る」 「1人 の命 の周 囲 に は

た くさん の暖 か い思 い が あ る」 と い う記 述 内容 で表 現 され て い た 。 人 間 は1人

で 生 きて い る の で は な い こと、 多 くの 人 に支 え られ て 生 き て い る こ と を実 感 し

た 内容 で あ った 。

2)自 分 だ けの もの で な い生や 死

「亡 くな っ た ら、 嘆 き悲 しむ 家 族 が い る」 や 「生 きて い る と い うだ けで 親 孝

行 」 な ど、命 は 自分1人 だ け の もの で は な い こと を認 識 し、 周 りの 人 々 との 絆

や っ なが りを感 じと って いた 。

第4カ テ ゴ リー:自 分 達 と同 じ と認 識 した 障 害 者観

この カ テ ゴ リー は 、 障 害 や 障害 者 に対 す る元 来 の思 いや 考 え を、 障 害 を有 し

な が ら健康 な 生 徒 と一一緒 に高校 生活 を送 り、 自転 車 通 学 や ライ ブ活 動 を して い

る と い うU君 自 身 、 あ る い はU君 の 講 話 を通 して あ らた めて 感 じ確 認 した障 害

者 に対 す る率 直 な気 持 ち や 見 方 を表 現 した もの で あ っ た。 サ ブ カテ ゴ リー と し

て 、1)障 害 者 へ の差 別 ・特別 視 と い っ た誤 解 、2)自 分 達 と変 わ らな い障 害

者 か ら構 成 され て い た 。

1)障 害者 へ の差 別 ・特 別 視 とい った 誤 解

こ こで は 「障 害 者 をか わ いそ う と思 う こ とが か わ いそ うな こ と」 「障 害 を特

別 視 して は ダ メ だ 」 「同 じ命 を持 つ 人 間だ か ら、か わ いそ う と感 じ るの は嫌 だ」

と、 障 害 を有 す る 人 を 「差 別 」 や 「同情 」 とい っ た 気持 ち で は見 た くな い 、見

るべ き で は な い とい う考 え を表 現 して いた 。

2)自 分 達 と変 わ らな い障 害 者

こ こで は 「障 害 が あ って も普通 で 楽 しい 生活 が で き る」 「U君 はか っ こよ く、

普 通 と変 わ らな い」 「障 害 者 は 少 しハ ンデ ィが あ る だ け で 、普 通 の 人 と変 わ ら

な い」 「皆 、 障 害 者 を誤 解 して い る」 と い う記 述 に代 表 され る よ うに 、U君 の

明 る く前 向 き に い きて い る 姿 、 あ る い は癌 で 下 肢 を切 断 した ビデ オ の 中 の主 人

公 の 闘病 姿 を通 して 、 障害 者 に対 す る見 方 ・感 じ方 を述 べ 、 障害 者 に対 す る誤

解 を警 告 して い た。

第5カ テ ゴ リー:軽 視 され る命 へ の 問題 意 識

この カ テ ゴ リー は 、命 や 生 き る こと を軽 ん じる とい う こ とをキ ー ワー ドと し、

生 徒 達 の様 々な 反 応 をサ ブカ テ ゴ リー に よ る段 階 で 表現 して い た 。 生 徒 達 の 反
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応 には 、命 を軽 視 して いた こ とに気 づ きそ れ を反 省 す る表 現 が あ り、 また 命 を

無駄 に した り粗 末 に した りす る こ と へ の 怒 りや 疑 問 を 訴 え て い た 。 反 省 や 怒

り ・疑 問 を更 に発 展 させ 、 自分 自身 の命 を守 る こ と を述 べ た り、 社 会 へ 向 けて

提 案 も含 ん で いた 。 具 体 的 な サ ブカ テ ゴ リー と して 、1)命 を粗 末 にす る こ と

へ の怒 り ・疑 問 、2)軽 視 され る 命 へ の反 省 、3)大 切 に しな けれ ばな らな い

命 、4)身 近 な 日常 か ら始 め る改 善 、5)現 代 社 会 へ の提 案 か ら構 成 され て い

た。

1)命 を粗 末 にす る こ とへ の怒 り ・疑 問

ここ には 、 メ デ ィア を通 して見 聞 きす る 自殺 行 為 や 殺 人事 件 へ の 怒 りや 疑 問

と、U君 の 生 き方 や 中学 生 の 闘病 生活 を綴 った ドキ ュ メ ンタ リー ビデ オ の映 像

を通 して感 じた こ とを も とに 、一 生懸 命 生 き た り病 気 と闘 った り して い る人 が

いる の に、なぜ 命 を大 切 に しな い のか と い った 批 判 の気 持 ち が表 現 され て い た。

具体 的 に は、 「自殺 や 殺 人な ど、 人 の命 を お もち ゃ の よ う に考 えて い る 人 が い

る」 「な ぜ 、 今 の 日本 や 世 界 で個 人 的 感 情 で命 を奪 った り、 自 ら命 を絶 つ と い

う こ とが 起 こ るの か 」 「生 き た くて も生 き られ な い人 が い るの だ か ら、命 を無

駄 にす るの は 申 し訳 な い」 「不 自 由な く生 活 して い る 人達 が事 件 を起 こ して い

る ことに疑 問 を持 った」 な どで あ った 。

2)軽 視 され る命 へ の反 省

これ は 、命 の大 切 さ を再 確 認 した 生徒 達 が 、 日常 生活 にお い てふ ざ けて 言 っ

て し まって い た 自分 の言 動 を振 り返 り、反 省 した 内 容 を表 現 した もの で あ っ た。

具体 的 に は 「今 まで ふ ざ けて[死 ね]や[殺 す]と 言 って いた 言 葉 の数 々 は 、 ひ ど

い こ とだ 」 「[命を大 切 に して い な い]と い う(U君 の)言 葉 が 身 に しみ た 」 「人

の命 が 消 えて い く の を他 人 事 だ か らい いや と思 っ て いた が 、 今 回 話 を 聞 い て 人

の命 が 亡 くな る の は悲 しい と思 った 」 な どで あ った 。

3)大 切 に しな けれ ば な らな い命

これ は 「命 は決 して 無駄 に して は い けな い も の だ」 と、命 を粗 末 に した り無

駄 に した りして は い け な い と感 じた こ と をス トレー トに表 現 した もの と、 「生

きた くて も生 き られ な い子 が いる の に 、自 ら命 を絶 って は い け な い と思 う」と、

生き た くて も生 き られ な い人 が い る こ とや 頑 張 って 生 きて い る人 の存 在 を挙 げ 、

命 を大 切 に しな い の はそ の人 達 に失 礼 で あ る と、命 を大 切 に しな けれ ばな らな

い理 由 を挙 げて いた 。

4)身 近 な 日常 か ら始 め る改 善

「他 人 を想 う気 持 ち 、 小 さ い植 物 も大 切 にす るな ど、普 段 の 生活 か ら改 善 し

て い くべ き」 「小 さ い ことで も何 か始 めて い く必 要 が あ る」とい う記 述 内容 で 、

身近 な こ とに 目を 向 け改 善 させ る こ とが 、 ひ いて は命 を大 切 にす る気 持 ち へ と
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つ なが って い く と う考 えが 表現 され て い た 。

5)現 代 社 会 へ の提 案

「世 界 中 の 人 が 生 き る こと につ いて よ く考 えて み るべ き だ 」 「これ か らの社

会 は 常 に人 の 命 を考 えて 生活 す るべ き 」 「健 康 な 自分 達 が 、 自殺 ・事 故 ・殺 人

な どで命 が な くな って い る この 時代 を変 え る べ き だ」とい う記 述 内容 で あ っ た。

今 回行 な っ たDeath-Educationは 、命 や 生 き る こ とにつ いて 深 く考 え る機 会 と

な っ て い る。 さ らに 生徒 達 自 らが 命 を軽 ん じ る社 会 の 風潮 や 行 為 を変 え て い く

必 要 性 に気 づ き 、社 会 に発 信 して いた 。

第6カ テ ゴ リー:当 事 者 でな い 自分 の 心 情

この カテ ゴ リー は、 講 演 や ドキ ュ メ ン タ リー の 映 像 を通 して感 じた記 述 内容

の 中で 、 「障 害 と 自分 達 は 無 関 係 で あ る」 「わ か らな い」 「何 も感 じな い」 な

ど、少 数 で は あ る が 心 境 をス トレー トに表 現 した もの で あ っ た 。サ ブ カ テ ゴ リ

ー と して 、1)当 事 者 で な い者 の 限 界 、2)ゴ ミだ と感 じる命 、3)わ か らな

い ・変 化 の な い 自分 、4)何 も感 じな い私 か ら構 成 され て いた 。

1)当 事 者 で な い者 の 限 界

これ は 「障 害 の な い私 達 に障 害 は 関係 な い 」 「お そ ら く人 間 は 当事 者 にな ら

な い と理解 で き な い」 「障 害 を持 って 生 まれ て きた 人 の 気 持 ち や 辛 さは わ か ら

な い 」 とい った 記 述 内容 で 、障 害 や 病 気 の こと を理 解 しよ う と した が 無 理 で あ

る とい う気 持 ちが 表 現 され て い た。

2)ゴ ミだ と感 じる命

「心 の 中で は ま だ 少 しだ け命 は ゴ ミだ と思 って い る」 と い う記 述 内 容 で あ る

が 、 講 演 を通 して 「命 を ゴ ミだ と思 う気 持 ち は軽 減 した も の の 、 まだ そ う感 じ

て い る 」 と、気 持 ち を率 直 に表 現 して い た 。

3)わ か らな い ・変 化 のな い 自分

具 体 的 な 内容 と して 「体 に満 足 して い る の で 、何 もわ か らな い」 「命 につ い

て 考 え て もや っ ぱ りわ か らな い」や 「あ ま り前 と気 持 ち は変 わ って いな い」 「今

[お前 が こ こに い る意 味 は?]と 聞 か れ て も ど う しよ う もな い」 な どで あ った 。

4)何 も感 じな い私

「特 に感 じる こ とは な か った 」 「何 も感 じな い 」 とい っ た心 境 を ス トレー ト

に表 現 した 記 述 内容 で あ っ た。

第7カ テ ゴ リー:変 化 した 自己 の認 識

この カ テ ゴ リー は 、 今 回 の 講 演 か ら気 づ い た こ とや 学 び得 た こ とを表 現 した

記 述 と、講 演 を評 価 す る記 述 内容 が含 ま れ て い た 。サ ブカ テ ゴ リー と して 、1)
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気 づ いた 障 害 ・病 気 ・事 件 等 へ の無 関心 さ、2)変 化 した 考 え ・自己 の 自覚 、3)

命 につ いて考 え る機 会 へ の感 謝 、4)発 見 ・学 び た い命 か ら構 成 され て いた 。

1)気 づ いた 障 害 ・病 気 ・事 件 等へ の無 関心 さ

こ こで は 「今 まで 障害 者 に無 関心 で あ っ た 」 「今 まで は事 件 や 事 故 に遭 遇 し

た 人 に無 関 心 で あ った」 とい う 自己 を認 識 して い た 。

2)変 化 した考 え ・自己 の 自覚

「今 ま で はバ ス な どで体 の不 自由な 人 が乗 って た り して も特 に何 も感 じな か

った」 「今 ま で は事 件 や 事 故 に巻 き込 まれ た 人 の こ とは考 え た こ とは な か っ た」

とい う記 述 か ら、今 回 の講 演 を通 して 障 害 や 病 気 につ いて 知 る こ とに よ り、 今

まで 関心 を向 け た こ とが な か っ た 自分 に気 づ いた こ とを表 現 して い た 。

3)命 につ い て考 え る機 会 へ の感 謝

これ は 、 「忘 れ か けて いた 命 につ いて 深 く考 え 、 見 つ け出 す ことが で き た 」

「生 き る ことの 考 えが 深 ま った 」 と い う記 述 に代 表 され るよ う に、 命 や 生 き る

こ とにつ いて 考 え る機 会 にな った こ と を表 現 して い た 。 「今 日、 命 と い う もの

の あ り方 を改 め て 教 えて いた だ い た 」 「この 講 話 が これ か らの 人 生 に役 立 って

い く」 「障 害 を持 って い る人 の発 言 に心 を動 か さ れ た」 とい う記 述 に代 表 され

る よ う に、講 演 を通 して 命 や 生 き方 を学 び 、 貴 重 な体 験 と して受 け止 め た こと

を表 現 して いた 。

4)発 見 ・学 び た い命

これ は 、 「今 日の話 を 聞 いて 、 命 につ い て の 考 えが 変 わ った 」 「今 回 の 話 は

自分 を変 え られ た 」 「これ か らは命 に関 心 を持 ち 、 考 えて い く こ とが 課 題 とな

り、心 が成 長 す る手 掛 か り とな るか も しれ な い 」 と い う記 述 に代 表 され る よ う

に、今 回 の講 演 が 命 や 生 き る こ とにつ いて 変 化 を与 えて いた 。

第8カ テ ゴ リー:幸 せ な 自己 の発見 と感 謝

このカ テ ゴ リー は、U君 の 生 き方 や 中 学 生 の 闘病 生活 を綴 った ドキ ュ メ ンタ

リー ビデ オ の 映 像 を通 して 、 自分達 が健 康 に生 活 で き る こ とが どれ ほ ど幸 せ な

こ とか 、 た だ 生 き て い るだ けで どん な に価 値 が あ り、 素 晴 ら しい こ とな のか を

実 感 した も ので あ った 。サ ブカ テ ゴ リー と して 、1)健 康 で あ る こ との気 づ き、

2)健 康 で あ る こ との感 謝 ・感 動 、2)生 き て い る こ との価 値 と感 謝 ・感 動 か

ら構成 され て い た 。

1)健 康 で あ る こ との気 づ き

「健 康 な 体 で 生 まれ て きた 僕 達 は 当た り前 に な って い る」 「た だ ご飯 を 食 べ

るだ けで 幸 せ だ と思 うの は僕 らに と って 当 た り前 で 、 いか に安 全 で 何 不 自由 な

く生 きて い るか が わ か った 」 と い う記 述 に代 表 され る よ う に、 今 まで 健 康 で あ
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る ことが 当た り前 にな っ て いた こと に気 づ い た もので あ った 。

2)健 康 で あ る ことの感 謝 ・感 動

「障害 な く生 まれ て き たの は 普通 の こ とで はな く幸 せ な こ とだ と感 じた 」 「何

で も 自 由 に で き る こと は本 当 に幸 せ だ 」 「自分 が どれ だ け恵 まれ て い る のか 、

病 気 と 闘 い頑 張 って い る人 が い る こ とを感 じた 」 「今 まで 五 体 満 足 に 生 まれ て

き て も毎 日不 満 ば か りぶ つ けて き た の を 、今 で はそ れ を後 悔 して い る」 とい う

記 述 に代 表 され る よ う に、 健康 で あ る こ と、障 害 が な い こ と、 自由で あ る こと

の 思 い を 、 「本 当 に幸 せ 」 や 「す ご く幸 せ 」 と強 調 して 表 現 して い る もので あ

った 。

3)生 きて い る ことの価 値 と感 謝 ・感 動

「今 ま で 生 き て い る意 味 や 生 まれ た 理 由 は全 然 わ か らな い と思 っ て い たが 、

今 回[生 き る]と い う感 動 を感 じた 」 「話 を 聞 いて 生 き る喜 び が わ か った 」 「生

きて い る だ けで す ごい ことだ 」 「生 きて い る こ とに感 謝 して 日々 を過 ごそ う」

とい う記 述 に代 表 され る よ う に、 生 き て い る こ との 素晴 ら し さやす ごさ を表 現

して い た 。 また 、 生 きた くて も生 き られ な い 人 が い る こ とや 、 病気 や 事 故 で 亡

くな っ た 人 の気 持 ち を思 い 、 よ り一 層 生 き て い る こ とへ の 感 謝 の 気 持 ち を深 め

て い る記 述 も多 い 。

第9カ テ ゴ リー:生 き方 の模 索

この カ テ ゴ リー で は 、 生徒 達 の記 述 を段 階 別 にサ ブ カ テ ゴ リー で 表 現 して い

る 。講 演 を通 して 障害 や 病 気 を抱 え た 人 の 状 況 を知 り、 そ の状 況 を 自分 と重ね

合 わせ た 時 、耐 え られ な い と尻 込 みす る 自分 に気 づ いた こ と、また そ の0方 で 、

精 一 杯 生 き る こ と に価 値 を感 じて 、 自分 の生 き方 に 目標 を見 出 した り、 生 きる

こ との抱 負 へ と発 展 させ た 記 述 も多 く含 ん で い た。サ ブカ テ ゴ リー と して 、1)

障 害 や 病 気 を抱 えた 人 の理 解 、2)困 難 に 尻込 み す る 自分 へ の 気 付 き、3)精

一 杯 生 き る こ との価 値 、4)生 き る こ とへ の抱 負 か ら構 成 され て いた 。

1)障 害 や 病 気 を抱 えた 人 の理 解

これ は、 「生 まれ つ き の障 害 や 病 気 を抱 えた 人達 の現 状 を初 め て 知 った」 「同

年 齢 で 病 に命 を脅 か され て い る 人達 が 少 な か らず い る事 を知 った 」 「どん な障

害 が あ っ て も あ き らめな いで 最 後 ま で立 ち 向 か う こ と を知 った 」 と い う記述 に

あ るよ うに 、 普 通 に生活 して い る 中で はな か な か 知 り得 る機 会 が 少 な い 障害 や

病 気 を持 って い る人 の こ とを表 現 して いた 。

2)困 難 に 尻 込 みす る 自分 へ の気 付 き

「自分 な ら障 害 に対 して現 実 で は な い と 自分 自 身 の存 在 を否 定 す る だ ろ う」

「も し、 自分 が こん な病 気 に な っ た ら耐 え られ な い と思 う」 「病 気 と闘 う男 の

58



子 は強 い人 。 私 な ら死 にた くな る と思 う」 と い う記 述 にあ る よ う に 、 ドキ ュ メ

ン タ リー ビデ オ の 映 像 の 中 で抗 癌 剤 を使 った 苦 しい治 療 を 目の 当た りに して 、

辛 さや 怖 さ を感 じ表現 して いた 。

3)精 一杯 生 き る こ との価 値

これ は、 講 演 を通 して 感 じ られ たU君 の 明 る さや 前 向 き さ、 ドキ ュ メ ンタ リ
ー ビデ オ の 映 像 の 中で の 中学 生 が

、 どん な に苦 しい治 療 で あ って も闘 病 意 欲 を

持 ち続 け る姿 か ら、 生 徒達 が感 銘 を受 け た こ と を表 現 して い た 。 具 体 的 な 内容

は 、 「どんな 障 害 が あ って もあ き らめ な いで 最 後 まで 立 ち 向 か う こ と を知 っ た」

「どん な重 い病 気 に罹 って も、希 望 を捨 て な い で そ の病 気 と闘 う こ とを知 った 」

「体 は病 気 で も、 健 康 な 僕 よ り心 は す ご く健 康 だ 」 「辛 い こ とが 何 度 お きて も

くじけず に立 ち 向 か って い く姿 に感 動 した」 な どで あ った 。

4)生 き る こ とへ の抱 負

これ は 、 「障 害 者 の人 々 に恥 じぬ よ うな 生 き 方 を これ か ら して い き た い」 「毎

日を精 一 杯 生 き る こ とので き る人 間 にな りた い 」 「これ か らは よ り一 層 命 を大

切 に した い」 「これ か らは教 え られ た 命 の 大 切 さ や病 気 に立 ち 向 か って い く勇

気 、 努 力 を 自分 に活 か して い き 、他 の 人 に も教 え て い き た い」 な どの 記 述 に代

表 され るよ う に、 生 き方 に 目標 を見 出 し、 生 き る姿 勢 を表 現 して いた 。

3)考 察

(1)中 学 生 にお け る実 施 前後 の記 述 内 容 に見 られ る特 徴

① 大 切 さの再 発 見 と他 者 との 関係 性 の理 解 へ

Death-Educationの 実 施 前 の レポー トか ら抽 出 され た カ テ ゴ リ0の な か で 、命

に関す る もの は 、 「か け が え のな い命 」 「限 りあ る はか な い命 」 で あ った 。 命

の大 切 さ をお 金 で は 買 えな い、 ひ とつ しか な い な ど と表 現 す る と と もに 、 命 の

神秘 性 、 脆 弱 性 、 有 限 性 な ど につ いて 記 述 して お り、 実施 前 は 漠 然 と観 念 的抽

象 的 な表 現 が特 徴 と言 え る。実 施 後 は 、 「大 切 さ を実 感 した命 」 と して 、 記 述

の中 に 「改 め て 」 「本 当 に」 「や っ ぱ り」 な ど、 大 切 さ の再 発 見 の 気 持 ち と、

今 まで よ り更 に命 の存 在 そ の もの が大 切 で あ る こ とを強 調 して い る。ま た 、 「認

識 した 死 の 現 実 」 「支 え られ ・つ な が りあ う命 」 と い う新 た な カ テ ゴ リー が 抽

出 され 、 一 生 懸 命 が ん ば って も死 ぬ こ とが あ る不 条 理 な側 面 と、 ひ とつ の命 は

複 数 の支 え が あ って 存在 し、 ひ とつ の命 が 失 わ れ る こ とは他 者 へ の影 響 を もた

らす こ とな ど、他 者 との 関係 性 につ い て も記 述 して い る。 これ らの こ とか ら、

命 の大 切 さ を再 発 見 す る と とも に、 個 と して の 命 の 存 在 か ら、 他 者 との 関 係性

や命 の 複雑 性 へ と広 が りに変 化 した ことが 推 測 され る。
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② 批 判 か ら改善 策 の発 信 へ

命 を軽 視 す る こ とに 関す る カ テ ゴ リー は、 実 施 前 は 「命 を軽 ん じる こ とへ の

怒 り ・疑 問 ・批 判 」 、 実 施 後 は 「軽 視 さ れ る命 へ の 問題 意 識 」 へ と変 化 して い

た 。 実 施 後 は 、 実 施 前 の 殺 人 や 自殺 へ の 怒 り ・疑 問 ・批 判 を発 展 させ 、 命 を守

る こ との 必 要 性 を訴 え る記 述 が 増 加 して い る。 生徒 た ち は 、 実 施 前 の命 の軽視

を他 人 の 悪 い行 為 と位 置 付 け た批 判 中心 の 記 述 か ら、実 施 後 は 、 自分 の 中 に も

命 を軽 視 して い た部 分 を発 見 し反 省 した うえ で 、自分 自身 の 改 善点 だ けで な く、

社 会 に向 けて 改 善 を訴 え て い る 。 この よ うに、 実 施 後 は 、発 見(気 付 き)→ 反

省 → 感 謝 → 抱 負(発 信)の よ う に 、段 階 的 ・発展 的 な変 化 が み られ て い る。

以 上 の 点 か ら中学 生 は 、機 会 を得 る こ とが で きれ ば、 命 や 死 、 生 き る こ とにつ

いて 、 自分 の考 え を段 階 的 に発 展 させ る こ とがで き る能 力 を有 す る こ とが 推測

され る。 した が って 、 中学 生 に対 す るDeath-Educationの 機 会 は 、重 要 で ある

と い え る。

③ 自分 中心 か ら他 者 と の関 係 重 視 へ

また 、 生 き る こ と に関 す る実 施 前 の カ テ ゴ リー 「自分 の 生 き方 」 は、 「楽 し

み た い 」 「好 きな こ とを した い」 「後 悔 した くな い 」 な ど、 健 康 で 何 で も実 現

可 能 で あ る と い う、 今 現 在 の 自分 の 状 況 か らの 率 直 な 記 述 内容 で あ っ た。 実 施

後 の カ テ ゴ リー は 「生 き方 の模 索 」 で あ った 。 障 害 や 病 気 を抱 えて 生 きて い る

人 の 状 況 を知 り、精0杯 生 き る こ と に価 値 を見 出す 一 方 で 、 困難 に し り込 み す

る 自分 に も気 付 いて い る 。 さ ら に、 これ か らの 自分 が 、 ど の よ うに 生 きて い き

た い の か 抱 負 を記 述 し、 そ の た め に勇 気 や 頑 張 り、他 者 と協 力 して 生 き て い く

こ とが 必 要 で あ る と表 現 して いた 。 これ らの こ とか ら、 生 徒 が望 む 生 き方 の 内

容 は、 自分 を 中 心 に した 生 き 方 の 視 点 か ら、 自分 だ けで な く他者 との 関 係性 に

も 目 を向 けた広 い視 野 か らの理 解 に変 化 した ことが考 え られ る 。

④ 死 か ら生へ の 関心 の転 換

実 施 前 は 、 死 に関 す るカ テ ゴ リー 「死 に つ い て思 う こ と」 が抽 出 され 、死 へ

の関 心 ・恐 怖 ・嫌 悪 が 記述 され て い た 。 「命 とは何 だ」 「生 き る って 何 だ ろ う」

「死 ぬ とは 何?」 と い う根 源 的 な 問 い に 自問 自答 して い る記 述 内容 に思 春 期 の

特 徴 が伺 え た 。 しか し、 実 施 後 は 、 これ らの 内 容 に類似 した 記 述 はな く、生 き

る こ とに 関 す る記 述 が 非 常 に増 加 して いた 。 この こと は、U君 の話 や ビデ オ を

通 して 、 生 徒 達 が 何 らか の 回答 や 意 味 を見 出 して い る ことが 推 察 され 、 生徒 の

関心 が 、 死 よ り も生 き る こ と(生 き方)を 考 えて い く こと に気 持 ち が変 化 した

もの と考 え る。 進 路 の決 定 を控 え 、 これ か ら生 きて い く選 択 を 目前 に した 中学

2年 生 に と って は 、 自分 自身 の 生 き方 や 生 、死 に 関心 を持 つ こ とは 自然 な姿 と

いえ る。 そ の 一方 、 日本 にお け る 自殺 死 亡 率 は、10代 後 半 か ら急 激 に増 加 す る
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現 状 に あ るis)。 日頃 、生や 死 につ いて 向 き合 って考 え る機 会 が 失 わ れ て い る と

い う現 代 にお い て 、死 や 生 き る とい う こ との 意 味 を 身近 な 問題 か ら中学 生た ち

が考 えて い く こ とは重 要 な 意 義 が あ る と考 え る。

さ らに、 実 施 前 後 と もに 、 「くだ らな い 」 「考 え た こと もな い 」 「自分 と は無

関係 だ 」 と い った 記 述 もみ られ た 。 この よ うな 内 容 の 記 述 は 、実 施 後 に減 少 し

て い るた め 、Death-Educationの 効 果 は大 き い と考 え る。しか し、今 回 の研 究 で

は一 人 一 人 の記 述 内容 をDeath-Educationの 前後 で照 合 し、 変 化 を分 析 す る こ

とは行 な って いな い。 今 後 は、 実 施 前 の 生 徒 の 反応 が実 施 後 どの よ う に変 化 し

て い るの か否 か を含 め 、経 時 的 に検 討 して い く こと も課題 と した い。

(2)中 学 生 にお け るDeath-Educationの 評 価

記 述 内容 を比 較 す る と、 実施 後 に は、 実 施 前 に な か っ た 障 害 ・闘 病 に 関す る

記 述 が 非 常 に多 か った 。 中 学 生 に と ってU君 は 、 年齢 が近 い 高 校 生 で あ っ た こ

とか ら親 近感 を持 つ ことが で き 、 目 の前 に立 って 語 っ た こ と に よ っ て 、現 実 性

を感 じる こ とが で きた と考 え る。 また 、 ドキ ュ メ ンタ リー ビデ オ の主 人公 も生

徒 達 と同 じ年 齢 で あ った こ とか ら、 現 在 の 自分 に 引 き寄 せ て考 えや す か った と

考 え る。 この よ う に身 近 に感 じ られ た 人 物 が 、障 害 や 病 い を抱 え て 懸 命 に生 き

て い る姿 は 、 生 徒 達 の胸 に迫 り、 障 害 や 病 気 に対 す る理 解 が深 ま った と考 え ら

れ る。 また 、 実 施 前 に記 述 され て いた テ レ ビな どを通 して得 られ た 殺 人 事 件 ・

医療 事 故 へ の 批 判 は、 現 代社 会 の 問 題 を ス トレー トに反 映 して いた 。 中学 生 に

とって 、 メデ ィア に よ る影 響 が 強 い こと 、 さ らに本 研 究 に お け る教 材 の影 響 の

大 き さか ら、Death-Educationに は慎 重 に教 材 を選 択 す る 必要 性 も再確 認 で き た。

一方 、 生 徒達 が 、 地 球 環境 や 自然 の 中 の生 命 体 な ど幅 広 い視 点 で 命 、 生 、死 に

つ いて 興 味 ・関 心 を抱 いて い る こ と も推 察 され た 。今 回 は 、U君 の 講 演 、 ビデ

オ とい う具 体 的 な 出 会 い を通 したDeath-Educationで あ っ た が 、 前述 した よ う

な生 徒達 の興 味 ・関 心 か ら、 教 材 を考 え て い く こ と も重 要 で あ る と考 え る。

今 回 の よ うな機 会 の 提 供 は 、実 施 前 後 の 全 体 的 な 記 述 内容 ・量 の変 化 か ら、 子

ども達 の 関心 を育 て る と と も に、子 ど も達 の 中 に具 体 的 な 思 考 へ と発 展 させ る

力が あ る こ とが確 認 で き た 。大 人社 会 が 、 子 ど も達 の無 関心 さ や行 動 を嘆 き、

批 判 す る の で は な く、子 ど も達 の 力 を信 じて 、 学 ぶ 教 材 や 機 会 を提 供 して い く

ことが必 要 で あ る。
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表8.中 学 生:Death-Education実 施 前

カテ ゴ リー サ ブカ テ ゴ リー コ ー ド

1.か けが えの

な い命

1)大 切 な 命

2)ひ とつの 命

・命 は大 切な もの

・命 は大 事で す

・命 は世 の中で 一番大 切な もの

・命 は宝

・尊 い お金 に代 え られ な い もの

・生 命 はか けが えのな いもの

・命 は一 人 に一つ しかな いか ら大切 な もの

・命 はた った 一つの決 してお金 で は買 えな い もの

・物 は豊 かな 時代で も命 は 買えな い

2.限 りある は

か な い命

1)は か な い命

2)限 りあ る命

・命 はた だ もろ くはかな い

・階 段や転 んだ だ けで 命 は くずれ る

・命 は とて ももろ く病 気 に弱 く一部 を壊 す と命 のす

べて が壊れ る

・命 は こわれ やす い もの

・命 は容易 に尽 き る もの

・命 は限 りあ る もの

・命 は永遠 で はな い

・人 には寿命が あ る

・人 は いつか死 んで しま う

・命 を失 った ら二度 と生 きか える こ とはできな い

・科 学が 発達 して も死 んだ 人 を蘇 らす事 はで きな い

・命 はな く して しま うと一生 戻 らな いもの

3.命 ・生 へ の

意 味 づ け

1)生 物学的な

命の意味

2)あ らゆる生

命の存在 と価値

・命 とは心臓 が動 くこと

・命 には脳 が 必要で す

・命 がな い と人 はただの 肉の塊 にな って しま う

・生 命 とは 自分 を動 か して いる もの

・命 ・生 き る と聞 いて思 うの は生態 系

・この地 球 にはた くさん の命 があ る

・花 も人 と同 じ命 を持 って いる

・命 は生 き て いる ものが 必ず もって いる もの
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・人 間だ けでな く他 の生物 も生 命 を も ってい る

・命 は生 きるた めの道 具

・命は生 きるた めの動 力源

・命 が ある か ら人 ・動 物 ・植 物 は生 き て いる

3)与 え られた ・命 とは生 か され て いる ものの こと

存在 としての命 ・命はその現世 に与え られた世界の存在

・命 は生 きて いる時 に親 か ら与え られ た もの

・命 とは両 親の 愛の結 晶

・皆 、 平等 に与 え られ た もの それが 命

・命 は生 き る もの に与 え られ た もの で上 も下 もな い

4)命 の不 思議 ・命 とは、答 えのな い謎 の もの

さ ・生命は奇跡や理論 とかではな い不思議な ことがあ

る

・命 ・生 きる こ とは神 秘 的

・生 き る とい うこ とは、簡 単 にみ えて一 生わ か らな

いもの

5)命 の あ り方 ・感情 も命がなければ感 じられな い

や生 きる こ との ・命が あ るか ら夢 を実現 で きた り、 自分 の 道 に進 ん

意味 で いける

・生 きる こ とは最低 限や り遂 げ る こと

・命 は人 間 の心 だ

・命 は生 き る とい う強 い心 が ある

・生 き る ことは素 晴 ら しい

・生 き る ことは今 を生 きる こ と

・色 々な こ とを感 じる こ とが生 きる こ と

6)ひ とつの流 ・生 物 に は生 まれ る とい うこと と死 ぬ と い うことが

れ としての生と ある

死 ・生 と死 は1セ ッ トで あ る

・人が生きるのも死ぬのも流れの うちだ

・この世 に生 を受 け、た くさんの ことを し、 この世

を去っていくただそれだけ

・目に見 え な い命 は終 わ りがな い

・命は消えるといっても心の中に永遠 に生き続ける

63



7)命 ・生 へ の

問 い

ので 本 当に消 えるわ けで はな い

・命 とは何 だ

・な ぜ命 があ るの か誰が 知 って いるの か

・自分 は何の ため に生 きて いるの か

・命 とか 生 きる こ とを言 葉 で表現 す るの は難 しい

・生 き る って何 だ ろ う

・考 えて も答 えが 出な い命 は言葉 で言 うの は簡 単だ

が 実際 よ くわ か らな い

4.死 につ い て 1)死 へ の恐れ

2)死 や死 後 へ

の問 い

3)死 へ の意 味

づ け

・死 ぬ のは怖 い

・死 にた くな いと いうの はき っ と変わ らな い

・死な な いで済 むのな ら死 にた くな い

・死ぬ とい うの は 自分 が いな くな るので恐 ろ しい

・人が 死ん だ とい う出来事 は怖 く感 じる

・周 りの人 が死 ぬの も嫌 だ し、 自分 が死 ぬの も嫌

・人 はなぜ 死 ぬの か とい うこ とをよ く考 え る

・死 ぬ とは何 だ

・死 ぬ のな らなぜ 生 まれ て くる のか

・命 につ いて考 える とき、死 ん だ らど うな るのか

・死 ん だ後 の 自分 の意識(命)は ど うな るのか

・死 ん だ ら 自分 は何処 へ行 くの か

・マ ンガ で は天国が あ り意思 が存在 す るがそれ がな

くな った らど うな るの か

・死 は無だ

・死 ん だ ら嫌 な こ ともな いが楽 しい こともな い

・死 は逃 げ道 で しかな い

・死 ん だ ら充実 した人 生 も消え る

・死 ぬ ため に生 き るか ら死 ぬ

5.命 を 軽 ん じ

る こ と へ の 怒

り ・疑 問 ・批 判

1)自 殺 す る人

へ の 怒 り ・疑

問 ・批 判

・自殺 す る人 は間違 って いる

・もら った 命を一 人で抱 え込 ん で命 を絶つ のは大馬

鹿者 だ

・自殺 は生 きた くて死ん で い く人 に申 し訳な い

・な ぜ 自殺 する のか よ くわ か らな い
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・自らの命 を絶 つ こ とは も った いな い こと

・せ っか く生 まれて きた の に 自 ら命 を絶 つなん て絶

対にいけない

2)他 者 の命 を ・少年犯罪を見て動機があ って も殺人は絶対ダメな

奪 う言動への批 の に理 由 もな く殺 すの は一 番 よ くな い

判 ・疑 問 ・どんな理 由があって も人の命を奪 うのは最低だ

・殺人をする人は命の重みがわかっていない人

・人 を殺 す ことは反 対 で、死 刑 にも反対

・冗 談で も 「死 ね 」な ど と言 って は いけな い

・学校 で適 当に 「死 ね 」 と言 う人が い るが言わ れ た

人 は シ ョックだ と思 う

3)地 球 ・自然 ・虫や動物の命を簡単に奪 う地球 には絶滅寸前の動

の命を汚す行為 物もいる

への批 判 ・意見 ・自分達の生命の源の地球を自分達で汚 している

・人 間は 自分 の 命を 守 る 自然 の命 を 自ら失 って い る

・人 は 自分達 の こ とを他 よ り優 れ て いる と思 いすぎ

だ

・私達 は地球 を守 って いかな くて はい けな い

・人間は他の生物 と何 も変わ らず平等の命をもらっ

たことを 自覚 しなけれ ばな らない

6.自 分 の 生 き 1)好 きな こ と ・今 を楽 しく生 きた い

方 を楽 しむ生き方 ・せ っか く与 え られた 機会 だ か ら楽 しんで生 きた い

・自分 の した いこ とを しなが ら生 きた い

・生 きて いる間 には悲 しさや 楽 しさが あ るが 、 自分

のや りたいことを追い続けるのが生きること

・自分 の求め る生 き様 は 、太 く長 く自分 の好 きな よ

うに生 き ると い うこと

・その時 その 時 を楽 しく過 ごせ れ ば いい

2)後 悔せず充 ・た った 一度 しかな い人生 だか ら大 切 に し、 充実 さ

実 した生き方 せ一 分一 秒を貴 重 に過 ご した い

・今 で きる ことを して後 悔 しな い よ うに努力 して生

きた い

・この世 に生 まれ た ことを後 悔 した くな い
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・嫌な ことが あ って も、前 向 き に限 られ た道 を一生

懸命歩んでいきたい

・自分 の命だ けで な く、周 りの人で 支 えて くれ る人

も大切 に して いきた い

・人間 は人生 の終 わ りまで 一 日を大 切 に過 ごさな け

ればな らない

7.現 代 医療 へ 1)現 代 医 療へ ・医学を使って延命することに何の意味があるのか

の問いかけ の疑問 ・命 を引 き伸 ば そ うとす るの は人間 だ けだ

・技術が上がるまで に何人もの命を犠牲にしていい

のか

・人を冷凍保存 して科学が進んだら生き返させられ

る とい うの は本 当 にいい こ とな のか

・健 康 に百歳 まで生 きるの は と もか く、何度 も死 に

かけて百歳まで生きるのは本当にいいことなのか

・病 院 では命 を軽 く見 て いるの か と思 った

2)医 療 者 への ・命の ことを一番 にわ か って いるの は医 師

批判 ・意 見 ・一人 の命 も犠 牲 にせ ず一 人一人 の命 を大切 に治 し

て い くべきだ

・病人の命は頭が良ければ預かることができるのか

・人を救 うためには技術 と学力ではどち らが大切な

のか

・むやみ に働いて金持ちになる医者は本物ではない

・大 切な 一人 をた くさん 救 い、 患者か ら感謝 を受 け

るのが医者だ と思 う

・祖父が 病院 の ミスで死 ん だ
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表9.中 学 生:Death-Education実 施 後

カ テ ゴ リ0 サ ブカテ ゴ リー コ ー ド

1.大 切 さ を 実 1)大 切 さを再 確 ・命の大 切 さを改 め て実 感

感 した命 認 した命 ・命はす ごく(と て も)大 切

・命 は大切

2)尊 い命 ・命 の重 さを実 感

・命 はか けが え のな い宝 物

・命 は何 にも代 え られ な い尊 いもの

2.認 識 した死 1)頑 張 って も逃 ・一生懸 命病 気 と闘 って も死 ぬの は悲 しい

の現実 れ られ な い死 の ・幼 く して亡 くな る のは悲 しい

悲 しさ

2)良 い子 悪 い子 ・い い子供 も悪 い子供 も病 気で死 ぬ

に関 係 な く訪 れ

る死

3)死 にゆ く人 の ・今 この時 にも死 ぬ人 が いる

存在 ・世 の中 に死 にゆ く人 がた くさん いる

4)限 りあ る停 い ・生 きた くて も生 き られ な い人が いる

命 ・命 は 弱 く 、 停 い

3.支 え ら れ ・ 1)支 え られ生 き ・親 やた くさん の人 に支 え られて 生 きて いる

つなが りあ う命 ている命 ・支 え合 い、共 に生 きて い く ことが大 切

・1人 の命 を大切 に思 う人が いる

・1人 の命 の周 囲 にはた くさん の暖か い思 いが あ

る

2)自 分 だけの も ・死 ぬ と周 囲の人 が悲 しむ

のでな い生や死 ・生 きる とい うだ けで 親孝 行

4.自 分 達 と 同 1)障 害者 への 差 ・障害者 をか わ いそ うと思 う ことがかわ いそ うな

じと認識 した障 別 や 特 別 視 とい こと

害者観 った誤解 ・同情の気持ちは持ちたくな い

・同 じ命 を持 つ人 間だ か ら、 かわ いそ うと感 じる
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のは嫌だ

・特 別な 差別が嫌 い

・障害を特別視 してはダメだ

・差別 せず 、同 じよ うに生 き るのが普 通であ る

2)自 分達 と変 わ ・障害 があ って も普通 で楽 しい生 き方 がで きる

らない障害者 ・障害 が あ って も生 きた い とい うことは皆 と同 じ

・U君 は普 通 と変 わ らな い

・障 害者 は少 しハ ンデ ィが あるだ けで 、普 通の人

と変わらない

・皆 は障害 者 を誤 解 して い る

・障害 も様 々だ が 、皆楽 しく普通 に暮 らそ うと し

て いる

5.軽 視 され る 1)命 を粗末 にす ・頑 張 って いる人が いるの に、命 を無 駄 に して い

命への問題意識 る こ と へ の 怒 る人がいる

り ・疑 問 ・五体満 足で も自殺 ・心 中する人 が いる

・自殺 や殺人 な ど命 をお もち ゃのよ うに考え て い

る人がいる

・不 自由のな い生 活 を してい るの に、事件 ・殺人

があることに疑問

・殺人や 自殺する人達の考えがわか らない

・障害 がな いの に 自殺 す るの は甘え て いる

・命 を捨て て しま うの は おか しい こ と

・自殺 や殺人 は愚 かで 悲 しい

・自殺や殺人 は誰 にも幸せや喜びを与えない

・病気 な どで生 きた くて も生 き られ な い人 に対 し

て、 命を大 切 に しな いの は失礼

・命 の大切 さが わか れ ば、無 意味 な殺人 や 自殺 は

しな い

2)軽 視 され る命 ・ 「死ね 」 とい う言 葉を使 って いた事 を反省

への反省 ・命 を軽 く見 て いた 事を 知 る

3)大 切 に しな け ・命 は無 駄 に して はい けな い

ればならない命 ・命 は粗 末 に して はい けな い

・自殺 して はい けな い
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4)身 近な 日常か

ら始める改善

5)現 代社会への

提案

・普段 の生 活 や小 さい ことか ら改 善 する必要 性

・皆命 を大 切 にす べ きで ある

・命 や生 きる事 を 考え るべ きで ある

・時代 を変 え るべ きで あ る

・助 け合 う世 の 中 にす べ きであ る

・物事 を冷 静 に見 て、 将来 を考 えるべ きで ある

6.当 事 者 で な

い 自分の心情

1)当 事者 でな い

ものの 限界

2)ゴ ミだ と感 じ

る命

3)わ か らな い ・

変 化の ない 自分

4)何 も感 じな い

私

・障害 者 や病 気 を持 つ人達 の気持 ちや辛 さはわ か

らな い

・障害 は 自分達 と無関係

・当事者 でな けれ ば理 解不 能

・ドキ ュメ ンタ リーの 大変 さが伝 わ らず

・少 しだ け命 は ゴ ミだ と思 う

・体 に満 足 して いるの で 、何 もわか らな い

・命 について 考 えて もや っぱ り答 え はわか らな い

・ここにい る意 味を 問われ て もど う しよ うもな い

・前 と気 持 ちや考 え は変 わ って いな い

・考 え た まま に考 え たの で、 ど う捉 え られて もい

い

・特 に感 じる こ とはな い

・何 も感 じな い

7.変 化 した 自

己の認識

1)気 づ い た 障

害 ・病気 ・事件 へ

の無 関心

2)変 化 した 考

え ・自己の 自覚

・今 までは 障害 者 に対 して無 関心

・今 まで は障害 や病 気 に対 してか わ いそ うと い う

考 えだ った

・今 まで は事件 や事 故 にあ った人 に対 し無 関心 だ

った

・命 に対す る考 えが 変わ った

・考 えが変 わ った
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・自分 を変え る こ とが で きた

3)命 について 考 ・命の あ り方 を教 え られた

え る機 会 へ の 感 ・講演 を聞 けて よか った 、感動 した

謝 ・講演が 今後 の人 生 に役 立 って い く

・命 につ いて考 える こ とが で きてよか った

4)発 見 ・学び た ・命 につ いて、命 とは何 かを発見

い命 ・命 ・生 き る こ と に つ い て ゆ っ く り、 色 々考 え た

い

・命 につ いて学 びた い

・生 きる ことの考 えが深 ま った

・今 回の時 間は重 い時

・で きる ことを全 てや る こ とを教 え られ た

8.幸 せ な 自 己 1)健 康 で ある こ ・健 康で あ る ことが 当た り前 にな って いた

の発見 と感謝 との気づき

2)健 康 で ある こ ・健 康 を当た り前 に思 うこ とは失 礼

との 感謝 ・感動 ・障害が な い ・不 自由がな いこ とを 当た り前 に思

っては いけな い

・障害が な い ことは普 通の ことで はな く幸せ な ご

と

・健 康な ことはす ご く幸 せな こと

・自由な ことは幸せ

・食 べ られ る こ とは素晴 ら しい

・五体 満 足で も不満 ば か りぶ つ けて いた ことを後

悔 して いる

3)生 き て いる こ ・生 きる と いう感動 を感 じた

と の 価 値 と 感 ・命 ある こ と、動 く手足が あ る こと に感謝

謝 ・感動 ・生 きた くて も死 ん で しま う人 が いるので 自分 は

幸せ

・講 演 を聞 いて幸せ を実 感

・普通 に暮 らせ る こ とが どれ くらい幸せ かわか っ

た

・生 きる喜 びがわ か った
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・自分が どれ く らい恵 まれて い るかわか った

・生 きて いるだ けで幸せ

・生 きて いる こ とはす ご いこ と

・生 きる ことは 素 敵で素 晴 らしい こと

・生 きて いる こ とに感謝

・生 きて いるだ け で価値 が ある

生きているのが当た り前と思い込んではダメだ

9.生 き方 の模 1)障 害 や病 気を ・障害や病気を抱 えた人の現状を初めて知る

索 抱えた人の理解 ・同年齢 で命 を 脅 か され て いる人 が いる こ とを 知

る

・障害や 病気 が あ って もあ き らめ ず に闘 うこ とを

知る

・障害を持つ人やそれを支える周囲の人々の頑張

りや苦 しみを知る

2)困 難 に尻 込み ・障害 や病 気 は、 自分 な ら耐え られな い

す る 自分 へ の気 ・怠 ける 自分 を惨 め に思 う

づき ・採血で弱音を吐 く自分がだらしない

・生 きる こ とは大 変

3)精 一杯生 き る ・障害 が あ って も明 る くプラス思 考で ある

ことの価値 ・障害 を持 って いて も生 まれて きて よか った と思

って いる と感 じた

・病 気 や障 害 を持 って いて も一生懸 命生 きて い る

・限 りあ る命だ と知 って いるか ら、家 族 との時 間

や学校生活を楽 しんでいる

・病 気 や障 害 を持 つ人 の方 が、強 さと優 しさを持

って いる

・自分の 命 に誇 りを持 ち、大 切 に生 きて いた 子供

達は明るい

・体は病気で も心 は健康だ

・辛 い事 を乗 り越 え る と退 院で き る

・病 気を背 負 って いて も命 の大 切 さを知 って いれ

ば頑張れる

・病気 に立ち向か う姿 に感動
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4)生 き る ことへ

の抱 負

・毎 日を精 一杯 生 きる ことので きる人 間 にな りた

い

・他人 と比 べず 、 自分 に甘 えず 、強 い人 間 にな り

た い

・これ か らはよ り一層 命 を大 切 に して いきた い

・何 よ りも命 を大 切 に した い

人 生 を充 実 させ た い

・辛 い ことが あ って も頑張 って生 きた い

・助 け合 って生 きて いき た い

・命や生 きて い くこ とにつ いて意識 して考 えて い

きた い

・1日 を大 切 に過 ご した い

・限 りある命 を一 生懸 命生 きる ことが 大切

・自分の 命 は最後 まで 活 用す る

・生 き られ る とこ ろまで生 きる

・健 康な分 、頑張 る必 要 があ る

・教 え られた 命 の大切 さを他 の人 にも教えた い

・目的 を持 ち、 目標達 成 の努 力を した い

・責任 を持 って人 生 を歩 みた い

・プ ラス思考 で い きた い

・自分 を大事 に した い

・皆 で分 け合 って 幸せ に した い

・自分 のた め に生 きた い

・自分 を信 じて生 きて い く

・自分 の生 き方 を考 えて い きた い

・障害者 に恥 じぬ よ うな生 き方 を した い

・病 気 や餓死 した 人 の分 まで生 き る
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V.全 体考察

以 上 、小 学 校 低 学 年 ・高 学 年 、中 学 生 に 実 施 し たDeath-Educationの 実 際 と 、

実 施 前 後 に 提 出 した レポ ー トか ら生 徒 の 反 応 に つ い て 分 析 を 行 な っ て き た 。 考

察 で は 第 一 に 各 年 代 に よ る反 応 の 特 徴 を 明 らか に す る 。 第 二 に さ らな るDeath

-Educationの 充 実 に む け 、子 ど も を 取 り巻 く社 会 環 境 に 目 を 向 け 、課 題 を 明 ら

か に す る 。第 三 に 家 庭 ・学 校 に お け るDeath-Educationの シ ス テ ム 化 に つ い て 、

最 後 にDeath-Educationの 臨 床 的 意 義 に つ い て 触 れ た い 。

1.死 と対 時 す る仲 間か らの学 び

1)各 学 年 によ る反 応 の特 徴

低学 年 の特徴 と して 、教 材 「ポ チ とル ナ は いつ も一 緒 」 を見 る前 は 、死 につ

いて漠 然 と した表 現 で あ った が 、実 施 後 は命 が 大 切 で あ る理 由や感 情移 入 を感

じさせ る表現 へ と変 化 が見 られ た 。 つ ま り、死 や 命 を守 る こと の0般 的知 識 か

ら感 情 表 現 へ と変 化 が み られ た 。 さ らに実 施 後 に は 命 の はか な さや死 の普 遍 性 、

人 間 の霊 的側 面 で もあ る死 の永遠 性 に つ い て の記 述 が 多 く見 られ た 。

低 学 年 は 、 この よ うな教 材 をス トレー トに受 け止 め 、 共 感 で きる心 と能 力 を

持 って い る こ とが確 認 で きた 。

高学 年 の特 徴 と して 、 ドキ ュメ ンタ リー 番 組 の教 材 「天 国 の た か し君 、奇 跡

をあ りが と う」 を見 る前 は、 死 につ いて 観 念 的 ・感 覚 的表 現 が 多 く、死 を 身近

な もの とい うよ り遠 い 出来 事 と して と らえ る傾 向 が み られ た 。 つ ま り死 を実 感

で きな い低 学 年 の姿 が 伺 えた 。実 施 後 は命 の 大 切 さ につ いて 「あ らた めて 」 「本

当 に」 「す ご く」 とい った感 嘆的 な 修 飾 語 を付 加 した記 述 、 また避 け られ な い

死 へ の恐 れ や 哀 しさ と い った 、 自分 自身 に 引 き寄 せ た と思 わ れ る記 述 内容 の増

加 が み られ た 。 この 年 代 の特 徴 と して 、 死 を懲 罰 的な もの と と らえ る傾 向 が 指

摘 されて い るが 、 「良 い こ と を した の に … 」、「病 気 な の に頑 張 っ た の に … 」

な ど、死 を不 当な もの と して と らえ る記 述 も見 られ た 。 さ らに実 施 前 は、 命 や

生き る こ とを世 界 の 貧 困や 飢 餓 とい った0般 的 テ ー マ の記 述 で あ った が 、 実 施

後 は 、映 像 の 中 の た か し くんが 身 を も って 示 して いた 、 生 き る ことの す ご さ に

対 す る感 動 ・発 見 、 生へ の希 望 や価 値 、 どの よ う に生 き るべ きか と い った 内 容

の記述 が 多 く見 られ た。

高学 年 の 生徒 は 、死 の否 定 的 イ メー ジ よ り生 き方 や 亡 くな る まで頑 張 っ た そ

の姿 に注 目 して い る こ とが 確 認 で き た。 さ らに 、 生 き る意 味 や 人 間 の 強 さ ・可

能性 に まで言 及 して い る点 が 印 象 的 で あ る。 高学 年 は 、 ピア ジ ェの認 知 的発 達

で は具体 的操 作 段 階 か ら形 式 操 作段 階 に あ る。 他 者 の体 験 か ら自分 だ っ た ら と
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立 場 を転 換 して 考 え感 じる こ とが で きる心 と能 力 を有 して い る ことが確 認 で き

た 。

中学 生 は、 先 天 的 疾 患 に よ り生 まれ た時 か ら障 害 を有 し、入 退 院 を経 験 した

高 校1年 のU君 の 講 演 と、 癌 によ り下肢 を切 断 、 さ らに転 移 のた め 強 い副 作 用

に耐 え闘 病 生活 を送 る 中学 生 を と り上 げた ドキ ュ メ ンタ リー ビデ オ を教 材 に用

いた 。 実 施 前後 の変 化 と して 、 一般 的な 死 の理 解 か らい く ら頑 張 っ て も逃 れ ら

れ な い現 実 の死 の理 解 へ 、当た り前 と思 っ て い た 「支 え られ て 生 き て い る こ と ・

健 康 で ある こ と」 が い か に幸 せ な こ とで あ るか 、 気 づ いて いな か っ た 自分 を発

見 す る機 会 とな り、 家族 へ の感 謝 の気 持 ち を強 く して い る。 さ らに死 と対 峙 し

な が ら生 き る姿 、 生 き る た め に苦 痛 に耐 え 一 生懸 命 頑 張 る姿 、 しか し病 気 に勝

てず 亡 くな って い く姿 を通 して 生 命 の大 切 さを 実感 、 生 き る こ との大 切 さ と意

味 を考 え る機 会 とな って い る。 さ らに障害 者 に対 す る偏 見 か ら理解 へ 、命 を軽

視 され る社 会 へ の 問 題 意 識 、 そ して ど う生 き るべ き か とい った 生 き方 の模 索 が

表 現 され て い る 。

こ こで も死 の 否 定 的 イ メー ジよ り、 障害 を有 しつ つ 明 る く生 き る障害 者 の姿

か ら自分達 の 中 にあ った 偏 見 や 誤解 に気 づ い た り、亡 くな る まで 頑張 っ た姿 か

ら生 き る意 味や 自分 の 生 き方 を模索 す る とい っ た変 化 が 確 認 で きた 。

2)各 学 年 に共 通 す る反 応 の 特 徴

各 学 年 と も提 示 され た 教 材 か ら私 達 の予 想 を越 え た 、共 感 で き る心 ・能 力 を

有 して い る こ と、 生 徒 は 、 死 と対 峙す る仲 間 の姿 か ら生命 の大 切 さ ・生 き る こ

と の意 味 、 さ らに 障 害 者 へ の偏 見 や 命 を軽 視 され る社 会 へ の 問題 提起 、 ど う生

き るべ き か とい っ た 生 き 方 の模 索 へ と発 展 させ る こ とが で き る こと を確 認 で き

た 。

生 き物 や 人 間(自 分 の 命 ・他 者 の命)に 対 す る残 虐 な 事 件 が 後 を絶 たず 、そ

の 低 年齢 化 も問題 とな って い る。今 回 のDeath-Educationの 結 果 は 、 これ らの

問題 の原 因 も解 決 の糸 口 も、死 をタ ブ ー視 し子 ど も との会 話 を避 ける傾 向が 強

い大 人そ して 日本 社 会 にあ る こ とを示 唆 して い る。

2.Death-Educationの 欠如 を超 えて

1960年 代 の ア メ リカ で は 、医師 か らの癌 の告 知 は全 く行 な わ れ て い なか った 。

そ の後 小 ・中学 校 の主 に宗 教 の時 間 に、 死 につ いて 教 え る機 会 が もたれ る よ う

にな り、Death-Educationが 哲 学 ・心 理 学 ・文 学 の観 点 か ら本 格 的 に行 な われ る

よ うにな った 。 さ らに法 的 な 医療 訴 訟 の増 加 も あ って 、1970年 代 の後 半 に は病

名 の90%以 上 が 医師 か ら告 知 され る よ うにな り、 前 後 して 市 民 の タ ー ミナ ル ケ

アや ホ ス ピス に対 す る関 心 が 高 ま った 。
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Earl・A・Grollman")は 身 近 な 人 との死 を体 験 した 子 ど も と接 す る とき の 親(大

人)の 心構 え を 、 次 の よ う に述 べ て い る 。

1)「 死 」 を タ ブ0視 しな い。

2)悲 しい と い う気 持 ち 、人 を悼 む 気 持 ち はす べ て の人 に共 通 して い る と い う

認 識 を持 つ

3)子 ど もの気 持 ち を素直 に表 現 させ 開 放 させ る

4)家 族 の一 人 が 亡 くな った こ とを学 校 の 先 生 に 知 らせ る

5)子 ど もへ の対 応 に 自信 が な い時 は 、他 の 人 に相 談 して み る

6)目 先 を ご まか す よ うな架 空 の つ く り(例 え ば:死 ん だ 人 の 生 まれ 変 わ り)

話 を しな い

7)親 の 説 明 が絶 対 に正 しい と思 い込 ませ な い

8)親(大 人)も 悲 しい気 持 ち を素 直 に表 現 す る

9)あ ふ れ る愛 情 で 子 ど も を支 えつ づ け る

上 述 した よ う に、 死 をタ ブ ー視 し子 ど も との会 話 を避 け る傾 向 が 強 い 日本 社

会 にお いて 、今 回 のDeath-Educationの 結 果 は多 くの 問 題 と課 題 を示 唆 して い

る。各 学 年 と も予 想 を越 えて 共 感 能 力 、 死 と対 峙 す る仲 間 か ら否 定 的側 面 で は

な く 「生 命 の大 切 さ ・生 き る ことの 意 味 、 さ らに 障 害者 へ の偏 見 や 命 を軽 視 さ

れ る社 会 へ の 問題 提 起 」 、 さ らに ど う生 き るべ き か とい っ た 生 き方 を模 索 で き

る生徒 が多 い こと を確 認 した 。大 人 は 、子 ど もが 大 切 な 人 の死 とい った 悲 しみ

か らも否 定 的 側 面 のみ で な く、そ れ以 上 に 人 間 と して 大 切 な 「命 や 生 き る こ と」、

「思 いや りや 感 謝 の 心 」 を 自 ら培 う ことが で き る存 在 で あ る こと を信 じる と こ

ろか ら出発 す る こ とが求 め られ て い る。Earl・A・Grollmanの 心 構 え は 、子 ど も と

死 とい うテ ー マ を介 して接 す る とき 、親(大 人)に 多 くの 示 唆 と糸 口を提 供 し

て い る。

3.学 校 教 育 にお け るDeath-Educationの す す め

アメ リカ で はす で に死 へ の準 備 教 育 が 幼 児 ・小 学 校 教 育 で 実 施 され て い る 日

本 にお いて も、 生 き 物や 人 間(自 分 の命 ・他 者 の 命)に 対 す る残虐 な事 件 の 低

年齢 化 が 社会 問題 とな って い る今 日、家庭 にお い て も学 校 教 育 にお い て もDeath

-Educationの 必 要 性 は広 く認 識 され つ つ あ る
。個 々 人 あ る いは個 々 の 学校 の 努

力によ っ て試 み られ 始 め て い る。 しか し、死 を タ ブ ー視 し大 人が 子 ど も との会

話 を避 け る傾 向 が 強 い社 会 にお い て 、カ リキ ュ ラ ム に必 ず 組 まれ る と い った シ

ステ ム と して導 入 が 図 られ る段 階 に は至 って いな い。

今 回実施 したDeath-Educationに 対 す る生 徒 の反 響 は、私 達 の予 想 を越 え る

もので あ った。 子 ど もの認 知 的 発達 や 身 近 な 日常 生 活 ・日本 文化 に根 ざ した
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Death-Educationは 、 「限 りあ る命 の大 切 さ ・愛 お し さ」 とい った 心 を育 む うえ

で 、有 用 で あ る こ とを示 唆 して い る。

乳 児 期 を過 ぎ幼 児 期 に な る と、現 代 社 会 にお け る死 亡 原 因 の第 一位 は悪 性 新

生物 とい った 病 気 で はな く不 慮 の 事 故 で あ る。10歳 一14歳 で は 自殺 が 死 亡原 因

の第3位 に、15歳 以 降 で は第2位 を 占め て い る。 このよ うな現 代 社 会 にお け る

Death-Educationの 取 り組 み は 、医療 との 関連 に お いて の みで な く、広 く学 校 教

育 や 家 庭 ・社 会 教 育 の場 で 、 シス テ ム と して 定 着 し発 展 させ て い く こ とが 求 め

られ る。 そ の 具体 的 方 略 お よび 内 容 につ いて は、 今 後 の私 達 の課 題 で あ る。

4.Death-Educationの 臨床 的 意 義

小児 看 護 の立 場 か ら行 な うDeath-Educationの 意 義 につ いて 、 メ ンバ ー で 話

し合 い共 通 理解 を 図 った 。そ の結 果 、方 向 性 と して 健 康 や 病 気 ・入 院体 験(児 ・

者)を 通 して 、「命 」・「生 き る こ と」に つ い て考 え る出発 点(FromDeathtolife)

と して い く こと を確 認 した 。 教 材 は① 同年 代 の病 気 ・入 院体 験 者 自身 、 あ るい

は② そ の家 族 ・兄 弟 姉 妹 を講 師 と して 依 頼 し、 体 験 者 の体 験 談 を積 極 的 に導 入

した 内容 とす る こと と した 。

高学 年 で 用 いた ドキ ュ メ ン タ リー ビデ オ の主 人 公 は、 不 治 の心 臓 病 を抱 えな

が ら亡 くな る直 前 まで 大 好 きな 友 達 と一 緒 に学 校 生活 を送 り続 け た少 年 とそ の

家族 で あ る。 中学 生 で 用 いた ドキ ュ メ ン タ リー ビデ オ の 主 人 公 は 、癌 に よ る下

肢 切 断 と転 移 に対 す る化 学 療 法 に耐 え、 待 ち に待 った 退 院 の 日を迎 えた 少 年 と

そ の家 族 で あ る。

実 施 後 の高 学 年 ・中学 生 の反 応 は 、私 達 の予 想 を越 え て 死 の 否定 的 側 面 で は

な く、 死 と対 峙 す る仲 間 の姿 か ら生 命 の大 切 さ ・生 き る こ との意 味、 さ らには

ど う生 き るべ き か と い った 生 き方 の模 索 へ と思考 を発 展 させ て い る。

さ らにた か し君 を通 して 自分 が 病 気 にな った 時 の こ とを思 い 、予 期 的 学 習 の

機 会 と もな っ て い た 。 具 体 的 には 、 「病 気 にな って も一 生懸 命 や れ ば、 何 で も

で き るん だ と思 っ た 」 「どん な に重 い病 気 で も、 励 ま しあ い なが ら生 きて い く」

「自分 が病 気 にな っ て もた か し君 み た い に な れ る ん だ と思 った 」 「た か し君 の、

命 が つ き る まで 生 き る と言 い 聞 かせ て命 を大 切 に して いた こ とが 、 とて も心 に

残 った」 な どで あ る。

この よ うにDeath-Educationは 、① 死 か ら生(FromDeathtolife)を 考 え

る機 会 とな って い る 、② 生徒 は死 か ら生(FromDeathtolife)を 考 え る能 力

を有 して い る、③ 他 児 の体 験 を通 して 、 自分 が 病 気 にな った 時 の こ とを予 期 的

に学 習 す る機 会 とな って お り、 臨床 的 意 義 とい っ た点 か らも意 義 が あ る こ とを

確 認 で きた 。
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VI.Death-Educationの 評 価 と 課 題

1.子 ど もの持 って い る力(認 知 的発 達 段 階)を 信 じ る こ と

低 学 年 は、 絵 本鑑 賞 へ の集 中 さは 、最 後 まで 持 続 して い た 。 これ は発 達 段 階

を考 慮 し鑑 賞 時 間 を10分 程 度 の時 間 内 と し、視 覚 と と も にナ レー シ ョ ン によ る

聴 覚 か らの 効果 も図 った結 果 と考 え る。 レポ ー トの記 述 内容 は 、実 施 前 よ り実

施 後 の方 が 増加 して い た 。今 回 は初 めて の試 み で もあ り、生 徒 の受 け と め ・衝

撃 を考 慮 し、 人 間 で は な くペ ッ トと の死 別 を と り上 げた 。 しか し低 学 年 な りに

人の死 を見 つ め る 力 を有 して い る ことが 、確 認 で きた 。 今 後 は 、病 気 や 人 の 死

を も教 材 と して 視 野 に入 れ て 検 討 して い き た い 。

高学 年 は 、経 験 の有 無 に よ り個 人 差 は あ るが 、 死 の概 念(不 可 逆 性 ・不 可 避

性 ・普 遍性)を 理 解 す る年 代 で あ る。 高学 年 で用 い た ドキ ュ メ ンタ リー ビデ オ

の主 人公 は 、不 治 の心 臓 病 を抱 え な が ら、亡 くな る直 前 まで 大好 き な 友達 と一一

緒 に学校 生活 を送 り続 けた 少 年 とそ の 家族 で あ る 。 実 施 後 の 記 述 内容 か ら、年

齢的 に も学 校 生 活 中心 の展 開 とい う点 か ら も、 生 徒 の 中 に身 近 な こ と と して と

り込 まれ た と思 わ れ る 内容 ・実感 が 増加 して い た 。所 要 時 間 ・内容 は 妥 当 と考

える。今 後 は子 ど も 同士 が感 じた こ とをお 互 い に語 り合 い 、気 持 ち を共 有 し合

う ことが で き る方 法 を検 討 して い き た い。

中学 生で 用 いた ドキ ュ メ ンタ リー ビデ オ の主 人公 は 、癌 に よ る下 肢 切 断 と転

移 に対 す る化 学 療 法 に耐 え 、待 ち に待 った 退 院 の 日を迎 え た 少年 とそ の家 族 と、

先天性 疾 患 によ る 障害 を有 す るU君 自身が 体 験 した こ と ・考 え につ いて の講 演

で ある。 実施 後 の記 述 内容 か ら、 ビデ オ ・講 演 内 容 は 日頃 気 づ か な いで 生 活 し

て いた 障 害者 や 病 者 の存 在 とそ の 生 き る姿 を直視 す る機 会 とな り、 生 徒 達 の胸

に迫 りくる ものが 多 々 あ った ことが 読 み とれ た 。 所 要 時 間 ・内 容 は妥 当 と考 え

る。今 後 は 生徒 同士 が 感 じた こと をお 互 い に語 り合 い、 気 持 ち を共 有 し合 う こ

とがで き る方 法 を検 討 して い きた い 。

2.死 を もタ ブ ー視 せ ず 、 身 の 回 りの 出来 事 を子 ど も と語 り合 う こ と

高学 年で は、病 気 と闘 いな が ら、 お世 話 に な る だ け で な く人 に喜 ん で も らえ

る ことを した い と、 一・生 懸命 生 き た に も関わ らず 亡 くな っ た た か し君 を思 い 、

「死 の不 公 平 さ と死 へ の 恐れ 」を記 述 した 生 徒 が い た。Earl・A・Grollmanが 述 べ

て いた よ うに、 この よ うな 生徒 に は気 持 ち を素 直 に表 現 させ 開放 させ る とと も

に、 あふ れ る愛 情 で支 え つづ け る こ とが 必 要 で あ る。 今 後 子 ど も との語 り合 い

を介 したDeath-Educationに つ いて も検 討 して い きた い。

中学 生 は 、発 達 段 階 か らみ る と個 人 的 な体 験 ・世 界 か ら自分 を と り巻 く社 会 ・
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世 界 へ と関心 ・問題 意識 は広 が る時 期 で あ る。中学 生 の 実 施 前 の記 述 内容 には 、

自然 ・生 命体 か ら医療 ・社 会 問 題 まで 、幅 広 い視 点 か ら生 ・命 ・死 に関す る 関

心 ・興 味 が述 べ られ て い た 。 同時 に疑 問や 意 見 も述 べ られ て い た。 しか し実 施

後 の記 述 内容 の よ うな 、 自分 の 中 に深 く と り込 まれ た体 験 と思 われ る内容 ・実

感 と い った 記述 内容 で は な か った 。多 くの 中学 生 は講 演 と ビデ オ を通 して 、 「生

まれ た 時 か らか らだ の不 自 由な 人」 「病 気 で 苦 しん で い る人 」 「生 きた くて も

生 き られ な いで 死 ん で い く人 」 の存 在 を知 らな か っ た 自分 に気 づ い た と述 べ て

い る。

前述 した が ピア ジ ェ は、 イ メ ー ジ ・概 念 を外 界 か ら取 り入 れ 形 成 して い く段

階(同 化)と 外 界 に応 じて 自己 の行 動 シ ェマ や イ メー ジ ・概 念 を変 えて い く段

階(調 節)の 均 衡 の とれ た 状 態 、 バ ラ ンス の とれ た 状 態 を適 応 状 態 と述 べ て い

る。 情 報 化 社 会 は 、子 ど も達 が 周 りで起 きて い る 出来 事 を 自己 の 中 に と り込 む

前 に 、 そ の 量 と速 さ の た め に 、 不 消 化 の ま ま通 り過 ぎて い っ て い る ことが 推 測

され る。 つ ま り同 化 と調 節 のバ ラ ンスが とれ て いな い と考 え られ る 。

自分 と異 な る健康 状 態 や 、 入 院 生活 を送 る 同年 代 の存 在 を知 らな いで 暮 らし

て いた 自分 に気 が つ く こ とが で き て初 めて 、障 害 や 病 気 と闘 う人 の生 き る姿 に

気 づ き 、そ して そ の 姿 を通 して何 か を感 じ ・思 う ことが 出来 て 初 め て 、そ れ が

自己 の体 験 と して 取 り込 まれ る こ とが示 唆 され る。 ピア ジ ェ は 、発達 の順 次 性

を強 調 す る と と も に経 験 の果 す 役 割 を重 視 して い る。 経 験 はた だ 環境 と接 して

いれ ば 良 い と い うも ので はな く、環 境 との相 互 作 用 を通 して 遂 げ られ る もので

あ る。

そ の た め に は、 死 を も含 め て 身 の周 りや 世 界 で 起 きて い る 出来 事 につ いて 、

直 接 話 し合 う機 会 を、 家 庭 で 、 そ して学 校 教 育 で 計 画 ・実 施 して い く こ とが 今

後 さ らに重 要 とな る と考 え る 。
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VH.お わ り に

子 ど もを取 り巻 く社 会 は,バ ー チ ャル な 死 の体 験 が 死 の実 体 験 よ り先 行 して

子 ど もの生活 に入 り込 んで い る。 さ らに近 年 、 青 少 年 の生 き物 や 人 間(自 分 の

命 ・他 者 の命)に 対 す る残 虐 な 事 件 報 道 が あ と をた た な い。 生 きた くて も生 き

られず 亡 くな っ た多 くの子 ど も達 を見 送 って き た 私 達 は、Death-Educationの 必

要性 を痛 感 、そ の た め の具 体 的 方 略 の 開 発 をす す め 、 今 回 実 施 す る こ とが で き

た 。

そ の結 果 、 各学 年 とも私 達 の 予 想 を越 え て 、共 感 で き る心 ・能 力 を有 して い

る こ と、 死 と対 峙 す る仲 間 の 姿 か ら生命 の大 切 さ ・生 き る こ との意 味 、 さ らに

ど う生 き るべ きか とい った 生 き方 の模 索 へ と発 展 させ る こ とが で き る こ とを確

認で きた 。 またDeath-Educationは 、死 と対 峙 す る仲 間 を通 して 自分 が 病 気 に

な った 時 の こと を予 期 的 に学 習す る機 会 とな って お り、 臨床 的意 義 も確 認 で き

た。

今 後 さ らに、 直 接 話 し合 う方 法 を含 めDeath-Educationの 実 施 ・充 実 を 図 る

と ともに 、学 校 教 育 にお ける シ ステ ム化 の方 略 を検 討 して い き た い。

謝辞:私 達 の 長 年 の 課題 で あ ったDeath-Educationの 実 施 に あた り、快 く場 を

提 供 下 さい ま したA小 ・中学 校 の校 長 先 生 ・副 校 長 は じめ 学 年主 任 ・担

任 の 先 生 に 、そ して 一 緒 に真 剣 に学 ん で 下 さ った 生 徒 の 皆 さ ん に 、心 か

ら御 礼 申 し上 げ ます 。

また 、 中学 生 に貴 重 な 体 験 を語 って 下 さ り、 多 くの 感 動 と生 き て い る 世

界 へ の視 野 を広 げ る き っか け を提 供 して 下 さ ったU君 に感 謝 申 し上 げ ま

す 。
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・佐 藤 律 子 編:種 を ま く子 供 た ち 小 児 ガ ン を 体 験 した 七 人 の 物 語 、POPLAR、

2001

・鈴 木 康 明 編:現 代 の エ ス プ リ ー 生 と死 か ら学 ぶ い の ち の 教 育 、至 文 堂 、2000

・エ リ ッ ク ・ロ ー フ ス:子 供 た ち に と っ て 死 と は?、 晶 文 社 、1993

・す ず らん の 会 編:電 池 が 切 れ る ま で 子 ど も病 院 か らの メ ッ セ ー ジ 、 角 川 書

店 、2003

・エ リザ ベ ス ・テ ー ル 、 き み に あ え て よ か っ た 、 評 論 社 、 評 論 社 、1997

・き た や ま お さ む:「 さ よ うな ら」 っ て 言 わ せ て 、大 修 館 書 店 、1997

・甲斐 裕:ロ ン、新 風 舎 、1997

・み らい な な 訳:葉 っ ぱ の フ レデ ィi童 話 屋 、1999

・大 塚 敦 子:さ よ な らエ ル マ お ば あ さ ん 、 小 学 館 、2000

・平 野 卿 子 訳:ど こ に い る の 、 お じ い ち ゃ ん?、 楷 成 社 、1999

・小 川 仁 央 訳:わ す れ られ な い お く り も の 、 評 論 社 、1984

・及 川 和 男:い の ち は 見 え る よ 、 岩 崎 書 店 、2002

・河 原 ま り子 他:さ よ う な ら、 あ りが と う 、 僕 の 友 だ ち 、 岩 崎 書 店 、2001

・石 黒 美 佐 子:麻 意 ね 、 死 ぬ の が こ わ い の 、 立 風 書 房 、2000

・石 黒 美 佐 子:麻 意 ち ゃ ん 、 や さ し さ を あ りが と う 、 立 風 書 房 、1993

【視 聴 覚 教材 】
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・ 「絶対 あき らめ な い!小 児 ガ ン ・母 と子 の 約 束 」 、 巨大 病 院救 命 最 前 線
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資料1:生 徒への承諾書

生徒 の皆様へ

突然お便 りさせ て頂 きます 。

私達 は、小児看護学 を専門 と して い る看護 師です 。以前 は病 院で 小児看護 に、

現在 は大学で看護教育 に従事 して います。

悲 しい ことですが事故 ・事 件 によって尊 い 「いのち」が失わ れ るニ ュース が

毎 日のよ うに報 じ られて い ます 。私達 は病 気 の子 ども達 との 出会 い を通 して 、

「いのち」 の大 切 さ、 「いのち」 を大切 に生 きる ことにつ いて考 えて きま した。

そ して病 気以上 に事故 ・事件 で亡 くな る子 ども達が 多い ことを残念 に思 い、心

配 して います。

この度 、貴 中学校 の先生方 の ご協 力 を得 て、 「いのち」 の大 切 さ、 「いのち」

を大切 に生き る ことにつ いて、子 ども達 と一緒 に考 える場 を持 ちた い と考 えて

お ります。そ して このよ うな機会 ・輪 を広 げて いきた い と考 えて います 。実施

に際 しては、以下の点 に関 して十分配慮 し行 な う予定で お ります 。

① この時間終 了後、感想文 を提出す る(400字1枚 以 内)

② この催 しを受 けるか否かの選択 は、 自由で ある

③ 成績 には一切関係 しない

④ 感想文 を個 人名が分かるよ うな形で使用す る ことは無 い

このよ うな 目的 を理解 し協 力をお願 い します 。なお 、参加 して もよ いと想 う

方 は、下記 の承諾書 にサ イ ンし提 出をお願 い致 します。

2003年9月 日

〒078-8510旭 川市緑 ヶ丘東2条1丁 目1-1電 話68-2931(直 通)

旭川医科大学 医学部看護 学科 岡田洋子(代 表)菅 野予史季 ・志賀加 奈子 ・

宮川妃佐子

天使大学看 護栄養学部 茎津智子 ・井上 由紀子

石川県立看護 大学 井上ひ とみ

承 諾 書
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資 料2:保 護 者 へ の 同 意 書

保護者 の皆様へ

突然 お便 りさせて頂 きます。

私達 は、小児看 護学 を専門 として いる看 護師です 。以前 は病 院で小児看 護 に、

現在 は大学 で看護教育 に従事 してい ます。

便利 で豊な現代社会 にあって、悲 しいことですが事故 ・事件 によって尊 い 「い

のち」が失 われ るニュー スが毎 日のよ うに報 じ られて います。私達 は病 気 の子

ども達 との出会 いを通 して 、 「いの ち」の大切 さ、 「いのち」 を大切 に生き るこ

とにつ いて考 えて き ま した。そ して病気 以 上 に事故 ・事 件で亡 くな る子 ども達

が多 い現代社会 に、危機感 さえ感 じて います 。

この度 、貴 中学校 の先 生方 の ご協 力 を得て 、 「いのち」の大切 さ、 「いのち」

を大切 に生 きる ことについて、子 ども達 と一緒 に考 える場 を持 ちた いと考 えて

お ります 。そ して この よ うな機会 ・輪 を広 げて いきたい と考 えて い ます。実施

に際 して は、以下 の点 に関 して十分配慮 し行 な う予定でお ります。

⑤ セ ッシ ョン終 了後 、感想文 を提 出す る(400字1枚 以 内)

⑥ このセ ッシ ョンを受 けるか否か の選択 は、 自由で ある

⑦ 成績 には一切 関係 しな い

⑧ 感想文 を個 人名が分か るよ うな形 で使 用す る ことは無 い

このよ うな趣 旨への ご理解 と、実 施 にあた り保護者 の方か ら承 諾 を頂 きた く

お願 い申 し上 げ ます 。

2003年9月 日

〒078-8510旭 川市緑 ヶ丘東2条1丁 目1-1電 話68-2931(直 通)

旭川 医科 大学 医学部看護 学科 岡 田洋子(代 表)菅 野予史季 ・志賀加奈子 ・

宮川妃佐子

天使大学看護 栄養 学部 茎津智子 ・井上 由紀子

石川県立看護 大学 井 上ひ とみ

承 諾 書
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資料3:低 学年の記述内容

1)Death‐Education実 施 前 の 記 述 内 容

カテ ゴリー1.み んなの生 きる大 切な命

・命 は大事 ・大 切

・命 は一つ しかな いか ら大 事 ・大 切

・命 は一つ しかな いか ら一番 の宝 物

・命 は小 さいけれ どた いせ つだね

・命 は人や動物 には必 ず ある ものな ので一つ 一つ大 事 にす る

・家族 みんな命 をもって いるね

・鳥 も魚 も木 も命が な い と生 きて い られな い

・命 は人間だ けで はな く、動物 に も魚 に もある

・み んなの生 き る命

・み んなみ んな生 きて いる。

・命 は大 き くて も小 さ くて も同 じ

・命 がある と長 生 きでき るか も しれな い

・神 様か らか りて いる大 切な もの

カテ ゴリー2.は かな い命 ・限 りある命

・命は一 つ しかな い

・命 は一 つ しかな いか らそれ が無 くな る と死 んで しま う

・命 は世界 のみん な、動物 も一 人一 つ

・た とえ赤 ち ゃんで も命 が無 くな った ら一 貫 の終 わ り

・赤ち ゃんが生 まれ て も死ん だ人 は返 って こな い

・命 は絶対 交換 とかで きな い

・命 はあっ という間 に無 くな る と残 念だ な

・命 を無 くな さいよ うに して いな い と、す ぐ、命が 無 くな って しまう

カテ ゴ リー3.命 を失 う原 因 と死 が もた らす もの

・車 にひか れそ うにな った とき

・ガ ンや病気 にか か った とき

・生 まれ る ときに病 気 にかか って死 んで は大変

・生 まれ る とき病 気 にかか った り、 目があか なか った ら大 丈夫か な と思 う

・虫やハ チ に刺 された とき死 んで しま う

・けが を して もいのち にかか わ る
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・ひ とと、堅 い ところに頭 をぶつ ける こと

・長 くいきを しなか った ら死 ぬ

・世界 の 人 口が減 る ので大変 な こ とになる

・命 がな い とな にもで きな い

・命 がな い と生 きて いけな い

・命 がな い と死 んで いるの と同 じ

・命 がな い と何 もで きな い

カテ ゴ リー4.命 を守 ろ うとい う意志 ・具体 的な手立 て

・命 の時 計 を大事 にす る

・命 はみ んな一 つ しか な いか ら守 ろ う

・いの ちは一つ しか ないか ら自分 の命 は 自分で守 る

・誰 だ って命 は一つ しかな いか ら命 は守 らな きゃい けな い

・自分 の命 は一 つ しかな いか ら大 切 に 自分 で守 ろ うと思 い ま した

・大 き くて も小 さくて も一 つの命 は 自分で 守 らな けれ ば 生きて いけな い

・交 通事 故 にあわな いよ うにす る

・車 にひかれ ない よ うに した い

・車 に乗 って いる人 が見 えな いか も しれ ないか ら見 る こ と

・横 断歩道 を渡 る ときは左右 をよ く見 てそ して 手 を挙 げて 渡 ります

・ちゃ ん と赤 だった ら渡 らな いで青 にな った ら渡 る

・左右 をち ゃん と見 て横断 歩道 を渡 る

・横 断歩 道 を渡 る ときは 青にな って か ら渡 る

・信 号 をち ゃん と見 る

・ち ゃん と止 まれの標 識が あ った ら左右 をち ゃん とす る一 時停 止 の時 はちゃん と右左 見

て 渡 る

・止 まって いる車 の前 を通 る こと

・車 道 に上が らな いで歩道 を歩 く

・自転車 は小 回 りが で きるだ け聴 くものに乗 る

・自転車 とぶ つか らな いよ うに

・あ ま り不注意 を しな いよ うに しな い とい けません

・道 路や 線路 に飛び 出 さない

・か え る とき油断 しち ゃだめだ な

・危 な い ものを使 う ときはお父 さんや お 母 さん と一緒 に使 う

・危 な い ことを しな い

・火 遊 びを しな い
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・子 どもだけで花 火 を しな い

・手の ひ らの半分 が火 傷 した ら病 院に行 く

・動物 にか まれ た りひ っか かれた ら応急手 当を して 病 院 に行 く

・けが を しな いよ うに

・命 をな くさない よ うにけが を しな い

・階段 か ら落 ちた くな い

・骨 を折 っちゃ いや だ

・火事 にな りた くな い

・たば こを吸わな い

・ゴ ミを分 けて捨 て る

・ふ ざけない

・す ご く小 さい紙 を切 らな い

・スポー ツ に夢 中 にな らな い

・命 はなるべ く傷 つ けな い

・体 に気 をつ けて食 べ物 を食べ る

カテゴ リー5.命 や死 に対 す る問いや死 別へ の思 い

・ど うして人 間は死 ん じゃ うのですか

・ど うして命 は一一つ しか な いのですか ・命が 無 くな った らも う友だ ちやお 父 さんお母 さ

んに会えな くな る

・地球 には食 べ物が 無 くて死 ん じゃう人た ちが いて悲 しい

・動物 を飼 って いて 死 んだ ら悲 しい

・命 を失 う とみ んな を悲 しませ る原 因 にな る

・亡 くな って しまった 人は とって もか わ いそ う

・事 故で亡 くな った人 はかわ いそ う

・子 どもが死 ん だ ら両親 が とて もか わいそ うです

・生き る力が無 くな って しまった人 は辛 い と思 う

・動物 を飼 って いて死 んだ ら悲 しい

・体 が大 き くな る と命 も大 き くな るの

・人間 は、病気で も死 ん じゃ うこ とが あるん ですか

・長生 きできれ ば いいな

カテ ゴ リー6.死 後 の命

・命 は一 つ しか な いか ら生 き返 らな いけ ど神様 にな って人 間は 生 きる

・命が な くな った ら拝 んで か ら焼 いて お骨 に され ち ゃ う
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2)Death-Education実 施 後 の 記 述 内 容

カテ ゴ リー1.命 の大切 さへの実感

・命 はす ごく大 切な ものなん だな

・あ りとか 少な い命 は大切 に しよ う

・好 きなペ ッ トが いた ら人 よ り小 さいか らもっ と大 切 に しな けれ ばな らない

・命 は大 き くて も小 さ くて も大事 な命

・命 は生き物(虫 ・動物)植 物 に もつ いて いるか らとて も大 事

・み んな の命 は大 事 にね一 つ しか ないか ら

・命 は一つ しか な いか らも っ ともっ と大切 に しな けれ ばな らな いんだ なあ と思 い ました

・本 当 に命 は一つ だか らちゃん と大切 にしない といけな い

・命 はち ゃん と大切 に しな き ゃな らな い体 に とって た いせ つ な もの

・自分 も命 の大 切 の仕方 がだ んだ んわ かって きた

・自分 も命 の大 切の仕 方 がだ んだ んわか って きた

カテゴ リー2.は かな く戻 らない命

・命 はや っぱ り一 つ しかな いん だ と思 いま した

・どうぶつ 、人間 だ って命 は一つ しか な い

・命 は一つだ か ら死 ん だ ら終 わ りなの

・命 を亡 くす と戻 って こな い

・命 は死 んだ らもう二 度 と返 って こな い

・命 は一つ しか な いか ら死 ん だ らも う終わ りだね

・命 は一回 落 と した ら戻 らな い

・命 は誰の命 も変 わ らな い、無 くな って しま うん だ と思 いま した 。

・命 はパ ッと無 くな る

・命 は 小 さい

・99%良 くて も、1%悪 けれ ば死 ぬ可能性 はある

・僕 も犬 を飼 って いるか らそ うい うことがあ るか も しれ ません

・も し動物 を飼 った ら気 をつ けな けな くちゃだ め

・死 は ち ょっ と した弾み で起 こるか も しれな い

カテ ゴ リー3.死 の不動性

・命 がな くな る と動 かな くな る

・動物 は体 が冷 た い と死 んで いる

・命が 無 くなる と何 もで きな くな る と思 いま した

・命 の不 思議 なパ ワー が無 くな る と死 ぬ んだ
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・命 がな い と生 きて い けない

・命が無 くな った ら誰 とも遊 べ な い

・一緒 にお やつ を食 べ られな い

・お散 歩 もできな い

・死 んだ ら友 だ ち と一 緒 に遊 べ ない

・交通事故 で死 にた くな い

・けが を した くな い

・生きて いる人 もいれ ば死 んで いる人 もいる んだね

・死んで しま った犬 の友 だちや お父 さんた ちは生 きて い ま した

・動物だ って命 を もって いる

・小 さいもので もみ んな と同 じ命 をもって いる と思 いま した

・体 に火が つ いて死 んで しまう ことが あ ります

・灰 をす って死 んで しま うことがあ る

・命は けが で もな くな る

・気 をつ けな い と死 んで しま うか もしれ ませ ん

カテゴ リー4.大 事 な命 を守 る必 要性 の実感 と命 を守 る行動

・命 を守 る

・ち ゃん と守 らな きゃ いけな い

・自分で 一つ しかな い命 を守 らな けれ ばな らな いんだ

・命 はす ごく大切 だか ら自分 の命 は 自分 で守 る

・命 はす ごく大事 な もの だか ら自分の命 は 自分 で守 らな きゃい けな いんだ とよ うや くわ

かった

・自分 の命 は世 界 に一つ しかな いので きち ん と自分で管 理す る

・車 に櫟 かれて死 ん じゃった人が いるか ら自分 も気 をつ けよ う

・左右 をちゃん と見て 横断歩 道 を歩 く

・信号 も無 い道路 に飛び 出さず 、左右 をよ く見 て道 路

・車 が留 って いる と ころを通 らな い

・線 路 に飛び出 さな い

・線 路 に石 を投 げな い

・自転車 はでき るだ け小 回 りの き くものを使 い

・自転車 に気 をつ け る

・危 な いものはお 父 さんお母 さん と一緒 に使 う

・体 に悪 いもの を食べ な い

・体 調 に合 わせて行 動 す る
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・犬や 動物 は人 よ り生 まれ る時 間が短 いか らい っぱ いか わ いが らな いと、 と思 う

・ペ ッ トも 自分な りにお世 話 して あげる

・ かわ いそ うだす ぐ病 院 に連 れ て行 く

カテゴ リー5.死 や 死別 に対す る思い

・死ぬ ってか わ いそ うだね

・命 を亡 くす と悲 しい

・生き物が 死ん で しま った らかわ いそ う

・小 さい命 で も命 が亡 くな る とかわ いそ うだ と思 い ま した

・死 んで しまった人 は生 き返 りた くて も死 んで しまったか ら生 き返れな いのです ご くか

わ いそ う

・寂 しい

・誕 生 日にも らった親友 のポチ が死 んでル ナがか わ いそ う

・一番仲 良 くして い る人 、生 き物 が死 んで しまった ら悲 しいね

・友 だちが しん じゃ った らそ の人のお 友達 がす ごくか わ いそ うで 悲 しか ったです

・死ん で しまった 人の友 だ ちや お母 さんた ちは生 きて いた 中で一番 悲 しいんだな と思 い

ま した

・命が ない と他 の 人が悲 し くな る

・犬が死 んだ ら心が 無 くな って 人間が悲 しん で泣 いち ゃ う

・動物が死 ん で も人間 が死 んで も悲 しい

・遊 んで て死 んで しまった も っ と悲 しいな

・死 んで しまった ら悲 しいけれ どお墓 に入 って しま った らもっ と悲 しいな

・お墓 に入 れ た ときル ナはす ご く悲 しか った

・も しそ ういう ことが あた ら寂 しいだ ろ うな と思 った

・ず っと一緒 だ った の に別れ るって辛 いね

・ポチ は死 ん じゃ った けれ ど心 にはず っ と生 きて いるん だな と思 いま した

・命 はな くな って もあた たか い とい う ことを学 び ま した

・一緒 に遊 べな い けれ ど 目を閉 じれ ば また会 えるか ら悲 しくも寂 しくもな い

・犬 のポチ は 目をつぶ れ ば一緒 といわれ た こ とで新 たな 一歩 を踏 み 出 した と思 う

・命 とい う もの は死 んで しまって もつな がって い るんだ と思 いま した

・ポチ は死 ん じゃった けれ ど、離れ て いて もいつ も一緒 ず っ と友 だ ち

・ポチ が死 んで もルナ の心 の 中 にいるん だな と思 いま した 。

・目を閉 じた ら会 えそ うにな る

・命 は一個 しかな いか ら必ず 無 くな って しま うけ ど命 は まだ1つ あるみた い

・ポチ とルナ は命 と命 の ア ンテ ナが つなが った
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・ポチは死 ん じゃった けれ ど仲 良 しなのでル ナ はポ チ の ことを忘れ られ なか った

・ポチ は死 ん じゃって もルナ にあ いた か ったん だね

・死んで しまった らめで は見 えない けれ ど近 くに いるん だね

・だ けどいつ もそ ばにポチ が いるか ら寂 し くな い

・もし死 んで しま った らうちのお庭 にお墓 を作 って埋 め てあ げたいです 。

・自分の犬 が死 んで しまった けれ どず っ と心 の 中に いる と思 う

・僕 の犬は心 の 中 にず っ といる

・命が 無 くな っ ちゃ った人で も天国 で生 きて い る

・死 んだ ら一 生会 えな いけれ ど私 のそ ばに死 んで しまったゲ ンタが き っ とそ ば にいて く

れ る と思 います

・誰が死 んで も心 の中 にい るんだ と思 った

・死んで しまった人 は 目に見 えな いけ ど近 くの どこか にい るんだね

カテゴ リー6.お 話の 中で疑問 に思い、感 じた こと

・どう して いつ か死 ん じゃ うの

・命 って ど こにある んだ ろ う

・目をつぶ る となぜ一緒 になれ るの

・命は どう して も一つ しかな いのかな もっ と一杯 あれ ば いいの に

・ポチ はど こにいて しゃべ った の

・突然ポチ が死ん で しま う とこが心 に残 った

・ルナ とポ チはず っ と仲 良 しだ ったの にさ よな らの時 が きて しまったね

・犬 と遊べ て良か ったね

・プ レゼ ン トで犬 を も らって 良か ったね

・命 ってすて きだ

・感 動 した

・最初 は楽 しそ うだ った です

・犬 を飼 って い るそ の命 とルナ さん の命が あ るか ら遊 べ るね

・死 んで生 き返 った か ら命 がつ なが った
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資料4:高 学年の記述内容

1)Death-Education実 施 前 の 記 述 内 容

カテゴ リー1.か けがえのない命

・命 は、大 切 に した い

・命 を大 切 に して 、交 通事故 とか あわ な いよ うに協 力 して 生きた い

・命 は 、一 人 に一 つ しか ないか ら、そ の一 つの命 を大 切 に して いきた い

・命 と聞い て も ピン とこな い。 で も大 切だ と思 うときが ある

・命 は 、大 切

・命 は、動 くものだ け にあ るか ら大 切 に した い

・命 は、世 界で 一つ だ けのたか らもの

・命 とは、 人間 が生 き るため に一番 必要 な もの

・命 は、人 や 生物な どの一番大 切 な こと

・命 は、誰 にと って も一 番大 切な もの

・命 は、大 切な もの

・命 は、一 人 に2つ な い

・命 は、一 つ しか な い

・命 は、 な くて はな らな いもの

・命 は、大 切 な もの

・命 は、 一つ しか な いか ら必 ず守 る

・命 は、 一番大 切 な もの

・命 は、 一人 に一 つ しか ない

・命 は 、生 きて い くの に大 切な もの

・命 は 、大切 だ と思 う

・命 は 、大切 で一 番 な い と生 き られな い

・命 とは、 生き て いる時 に一番大 切な もの

・一人 に1つ しか な い

・い らない命 な んて な い と思 う

・命 は、世界 中 どこで も一番大 切な もの

・世界 じゅ うだれ で も命 を もって いる

・命 は、一番 の たか らもの

・命 は、 とて も大 切 な ものだ と思 う

・命 は、生 き るため に必 要だ か ら

・命 は、1つ しかな い ものだ か ら大 切 に した い

・命 は、一 っ しかな い
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・人間や 生物 に とって 、一番大 切な もの

・命 は、大 切

・命は 、大 切な もの

・命は 、大 切

・命は 、大 切な もの

・命は 、一 人一 人が もって いる大切 な もの

・命は 、一 つ しかな い

・いつ も2つ あ った ら命 をみ んな大 切 に しな い と思 う

・2つ もあ るんだ った ら、1回 くらい死 ん で もい いや と思 う

・だか ら一 つの ほ うが 、ず っ と大切 にで き る と思 う

・命 といえ ば大 切 と思 う

・わけ は、一つ しかな いか ら

・命 が、二 つ も三 つ もあれ ば人 は、軽 い気持 ちで命 をす て て しま う し、お 医者 さんだ

って いな くな る

・命 が一 つ しか な いの はわ か って います

・命 は、一番 大 切な もの

・命 は、一番 た いせ つな もの

・命 とは、 生 きるた め に必要 な ものだか ら、 一番大 切 だ と思 う

・命 は、生 きて い るもの にな くて はな らな い もの

・これ しか な い といきて いれ な い

・命 は、す ご く大 切 な ものだ と思 う

・命 は、な くて はな らな い もの

・命 は、大 切

・命 は、大 事だ と思 う

・命 は、大 切だ と思 う

・命 は、一 番大 切な もの

・命 とは、 生活 の 中で一番 大切な もの

・命 は、大 切な ものだ と思 う

・命 は、 ひ とつ しか な いか ら

・命 は、一 番大 切な所 な んだ ろう

・命 は、神 様の さず け もの

・神様 が くれた お くりものだか ら、せ い いっ ぱい生 きて、命 を大 切 に した い

カテ ゴリー2.生 きて いる実感

・お母 さんのお 腹か ら生 まれて 、今生 きて い るの が うれ しい
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・生 き て い る こ とが うれ し い

・生 き て い る こ とが

・生 き る こ と は 、 し あ わ せ

・生 き る こ と は 、 す ば ら し い

・生 き る こ と は 、 うれ しい

・生 き る こ と は 、 大 切 だ と思 う こ とが あ る

・生 き る こ と は 、 自 分 の 意 思 で 動 く

・生 き る こ と は 、 思 う こ と

・生 き る こ と は 、 協 力 す る こ と

・生 き る こ と は 、 悲 しむ こ と

・生 き る こ と は 、 笑 う こ と

・生 き る こ と は 、 怒 る こ と

・生 き る こ と は 、 自分 の 感 情 が あ る こ と

・生 き る こ と は 、 この 世 に い る

・生 き る こ と は 、 い ろ ん な こ とが で き る

・生 き る こ と は 、 じ ゆ う に動 け る

・生 き る こ と は 、 楽 しい こ と

・生 き る っ て 、 しあ わ せ

・生 き る こ と は 、 うれ し い と思 う

・生 き る っ て こ と は 、 す ば ら し い こ と

・生 き て い る と、 か な し い こ と、 うれ し こ と、 た の しい こ と な ど い ろ い ろ あ る

・こ ど う が 、 は や くな る

・いっ も楽 し く遊 ん だ り して い る

・生 き る っ て 、 しあ わ せ

・生 き る こ と は 、 た の しい

・遊 ぶ た め に 生 き る

・勉 強 す る た め に 生 き る

・命 が な い と思 う と ち ょ っ と嫌 だ

・生 き る こ と は 、 つ ら い 時 、 楽 し い 時 あ る け ど生 き て い る だ けで し あ わ せ と思 う

・つ ら い時 で も が ん ば れ る

・生 き て い る と じ ん せ い 、 い ろ ん な こ とが あ る か ら楽 し い 時 や 、 楽 し くな い 時 が あ る か

ら

・生 き る こ と は い い

・生 き る はふ だ ん 遊 ぶ

・生 き る こ と は 、 大 事 な こ と
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・生 きる こ とは 、 ごはん を食べ てお い しい と思 う とき

・生きる こ とは、遊 んで いて楽 しい と思 うとき

・生き る ことは、勉強 す る

・生き る ことは、テ レビを見 て いてお も しろい と思 う とき

・生き る ことは、歩 く

・生き る ことは、遊ぶ

・生き る ことは、 しゃべ る

・生き る ことは、食 べ る

・生き る ことは、勉 強す る

・生 きる ことは、犬 と走 る

・生 きる ことは、持久 走 をす る

・生き る ことは、 ビックマウ ンテ ン百 人一首 ラ ンキ ングをす る

・生 きる ことは、学校 に行 く

・生 きる ことは、ね ぼ ける

・生 きる ことは、勉 強 してい る

・生 きる ことは、走 る

・生 きる こ とは、 しゃべ る

・生 きる こ とは、遊 ぶ こと

・生 きる こ とは、起 きる

・生 きる こ とは、歩 く こと

・生 きる こ とは、 身の周 りの友達 と遊 んで い る

・生 き るこ とは 、果 物や ごはんを食 べて いる

・生き るこ とは 、お花 を見て ホ ッと して い る とき

・生き るこ とは 、星 を見 て 「きれ いだな 」 とほ ほえんだ り、感 じる時

・楽 しいとか、嬉 しい とか感 じれ る

・生きて いる とい うこ とは、す ば らしい こと

・生き る ことは、お い しい ご飯 をお なか い っぱ い食 べ る とき

・鬼 ごっ こを して ころんだ時 、 「いた い」 と思 った時

・生き る ことは、み んな と話 を した とき

・生き る ことは、テ レビを見 て悲 しく思 うとき

・生き る ことは、お花 をみて 「きれ いだ な あ」 と思 う時

・生き る ことは、 いろい ろな物 を見 て 「きれ い」 「す ごい」 「お も しろい」 と思 う時

・生き る ことは、み んなで何 かす る とき

・生き る事 は、 い い事

・生き る とたの しい ことが いっ ぱい ある
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・生 きる とい う ことはよ ろ こびだ と思 う

カテゴ リー3.他 者の死や存 在 を通 して考 える生 と死

・私 は好 き嫌 い もあ るけ ど世界 の子 ども達 は、食べ物 も食 べれ な い人 もいるの に私 はぜ

いた くか な?と 思 って た りした

・世界 には、 食べ物 も水 もな くまず しい人 はい っぱいい るのか な と思 った

・ニ ュー スや 新 聞で人が 、一 人で も 「亡 くな って しまった」「殺 され た」 と聞 くと 「誰が

そ んな こと した んだ ろ う」 とか 「か わ いそ うだ な」 と思 う

・第一 人殺 しは、ぜ った いよ くな いと思 う

・世界 人 口62億 か ら一 人へ るのは 、ほ か にそ の人の親や 友人 がか わ いそ う

・生 きる可能 性 が あるが、 ほ とん どの 人が病 気 で死 んで いる

・病 気 にな って い る人で と くに心臓 にか ん け い して いる病気 が年 々ふ えて います

・テ レ ビで100才 くらい の人 を見 て、 ふつ うは80才 く らいで死 んで しまうの に100

才 まで 生 き るって事 はす ごいんだ な と思 った

・世界 に は、食 糧難 で亡 くな る人 もいるん だな あ と思 った

・ピカ チ ュウのね い ぐるみ とか、 ドラえ もんの マ ンガ本 と ドラクエゲー ム ソフ トとか

これで もか 、 これで もか とあ らゆる もの を もって いる

・こん な に恵 まれて い るのに、若 い人 た ちの 自殺 がふ えて いる

・こころの きず が、深 くきざまれて しま うそ れ を代表す る病気 が うつ病 です

・毎 日のよ うに、ニ ュースで悪 い ことを して いない のに殺 されて い る人が いる し、 自

殺 をす る人 もいるみ た いです けど、や っぱ り生きて いる こ とは いい事 だ と思 う

・テ レビを見て いて、いろ いろな病気 で 苦 しむ 人が出て きて 、「まだ 生 きて いるか らかん

ば ろう」 と思 って いるだ と思 った らか わ いそ うだ った

・いろ いろな テ レビで 、貧 しい く らしを して いる人 を見 た こ とが あ り、 もう死 にそ う

な 人が 世界 中 にい る ことを知 って い る。か わ いそ うだ

・ニ ュー ス で殺 人事件色 々ある

・絶対 に人 の 「命」 は、天 に召 され る まで殺 して は絶対 にいけな い と思 う

・テ レビで、 医療 関係 の手術 な どは、成功 して生 きて いる人が 多 いけ ど手 の ほ どこし

よ うが な くて死亡 して しまう人 もいて 、そ の家族 は とて も悲 しそ うで 人の命 は、ひ

とつ しか な い とあ らた めて実感 した

・死 んで しまった ら、大好 きな家 族 に も会 えな くな る

・す ごい大 す きなお じいちゃんが 死 んで しまって 、 自分 も死 にた い。そ う した ら、 じい

ち ゃん に もまた会 える と思 う ことが 何度 か あ った

・で も、それ は家 族 に また私 と同 じよ うな 悲 しみが うまれ るのだ か らと考 えて、や っぱ

り生 きて大 き くな った ら、家族 のや くにたつ よ うにな りたい と思 った
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カテ ゴリー4.生 や死へ の意 味づ け

・命 が ある と生 きて いて、命 がな い と死 んで い る

・生き るって こ とは 、 この世 にぞ んざ い して い るって こと

・命 は、 じゅみ ょうが くるときえ てな くな る

・命 がな い と死 んで しまう

・この世 か ら消 え るのはかな しい

・死んで しま うとまた生 きる ことはで きな い

・生 きる ことは誰 にで もで き る ことだ け ど、病気 や ガ ンにな って助 か らな い時 は何 をや

って も生 きる こ とがで きな い

・生 きる ことは大変 な こ と

・人間 は、生 き る ことが大 切

・命が な い と生 きて いな い

・生 きて い くた めに命が ある のかな

・生 きる こ とって死 ぬ ことよ りも大変 な ことか な

・命が な い と死 んで しま う

・ひ とつ に命 がな くなれ ば死 ん じゃうって こと

・生 き るこ とは、子 ども、大人 が いる こと

・生 きて いる とい うこ とは、今 ここにい る こ と

・生 き るこ とは 、 自分 の ことだ け じゃな くぐ いろ いろな 生物 を助 けた りす る こと

・生 き るこ とは 、 自分 の ことだ け じゃな く、 いろ いろな 人 々を助 けた りす る こと

・生 き るこ とは 、社 会 に役立つ ことをす る こ と

2)Death-Education実 施 後 の 記 述 内 容

カテゴ リー1.死 の不公 平さへの思 い

・悪 い事 を して いな い、 しか もい い ことをや った たか し君が 、なぜ 死 んだ のかわ か らな

い

・命 の ビデ オ を見 て ち ょっと不 安 にな った

・たか し君 が生 きか えるな ら、生 き返 らせ て あ げた い

・きせ きをお こ して 、悪 い人 が光 に もどって ほ しい

・死 ん じゃった か ら悲 しか った

・あんな に頑 張 った のに死ん じゃった

・命 がな くな るって、す ごく こわ い とい うこ ともわか った

・た か し君 は、 た しか に病気 でつ らか った と思 う

・ものす ごい こ とだ し、大変 な ことで本 当 に生 き続 け られた らよか った の に と思 った

・命 が亡 くな る と死 んで しま う
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・もっ と長生 き した い

・病 気 はあ った けれ ども、 もう少 しい きて ほ しか った

・命 をな く した ら二度 と手 に入 らな い

・家 族 が重 い病気 にな って どうす れ ば いいのだ ろ う、死 んで しま った らど うしよう、一・

人 にな った ら生 き られ な い気 が して 、一 人で は生 きて い けな い

・な ぜ だ ろ う。 まだ、 小学生 なの に重 い病 気 をもって いるの だ ろ うと思 った

カテゴ リー2.い のちの大 切 さの再 確 認

・生 きて い るの は、思 って いる以 上 に幸せ だな と思 った

・命 は、大 切 な もので 、す じが きな どな い と思 った

・命が あれ ば、 こんな こともで き るん だ と思 った

・命 の大切 さがわか った

・命 は、 「大 切」 の2文 字

・命 って た いせ つだ な あ と思 った

・命 の大切 さが わか った

・命 を大切 に しな きゃ いけな い

・命が あ るだ けで、幸 せ な ことがわ か った

・命 は、 とて も大事 なんだ な あ と思 った

・命 は、大 切な んだ なあ と思 った

・命 は 、大 切な ことなんだ あと思 った

・「命 」 は、 とて も大 切 なのが よ くわか った

・命 は 、生 き る ことに とって一番 大切 な もの なんだ とわか った

・命 の ほん とうの大切 さが よ くわ か った

・命 の大 切 さがわ か った

・命 は 、大切 な もの

・「命」 は、大 切な ものだ と思 った

・命 は 、大切 な ものだ と思 った

・命 は、 大切 だ と思 った

・命 の大 切 さ をあ らた めて知 った

・命 は、す ごく大 切だ と思 った

・命 は、 生 きる もの にとって大 切 な ものだ と思 う

・命 は、大 切 だ と思 った

・命 は、 生 きるため に大事 な もの

・命 は、大 切

・命 は、本 当に大切 だ と思 った
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・命 は、大 切だ と思 った

・命 の大 切 さを知 った

・命 は、す ごく大 切だ とわか った

・命 は、大 切

・命 は、 とって も大 切だ な あ と思 った

・命 は、大切で な くて はな らない もの

・どん な事や どんな物 よ りも命 よ りも大切 な もの はな い

カテ ゴリー3.生 きることのす ごさへ の感 動 ・発 見

・不 自由で も何 かはで き る

・生きて いるの は、思 って いる以 上 に幸 せ な こ とだな と思 った

・病 気 にか かっ た り して も平 気で頑 張 って いて生 きて い るたか し君 はえ らい子 だ と思 っ

た

・生 きる勇気 、希望 をもって たか し君 は、生 きて いてす ごい と思 った

・生 きる こ とは、す ば らしい

・生 きて いるだ けで 、役 に立 って いる こ とを学 んだ

・たか し君 は、す ごい と思 った

・感動 した

・生 きる ことは、す ば らしい と思 った

・人 に何 か しよ うと して いて も、 自然 に役 に立 って いた

・生 きていれ ば、役 に立 って いるか ら生 きて い くこ とが大 切 だ とい う ことを忘れ な い

・生 きるって、 す ば らしい こと

・自分が 生 きて い るだけで 、人 の役 になれ る こ とがす ごい と思 った

・生 きるって、す ごい ことな んだ と思 った

・障害 を もって いて も、人 に親切 にで き る と思 った

・障害 をもって いて も、生物 の命 を救 った りで きる と思 った

・生き る ことは 、人 を思 いや る こ と

・生き る ことは 、 自分 で何か でき る こ と

・生き るこ とは 、夢 や希 望 を もつ こと

・生き るこ とは、 自分で考 え る こ と

・生きる こ とは、 人 を愛せ る こと

・生 きる ことは、 「大切 」 の2文 字

・生 きる ことは、 自分の勇 気 をためす

・生 きる ことは、人 の役 に立つ こと

・生 きる ことは、相 手 にきせ きを もた らす
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・生き る ことは、相 手 に勇気 をさ さげる

・生き る ことは、相 手 に希望 をさ さげる

・生 きる ことは、 人の役 に立 つ

・生 きる とい う ことは、たか し君 が思 った と同 じよ うに病 気 におか されなが らも人 の役

に立 つ とい う こと

・生 きて い くには、色 々な ことが ある ことがわ か った

・手や 足が動 かな い け ど、みん な に役 立 って いる こ とがす ごいな と思 った

・生 きて いるだ けで 人は よろ こぶん だな と思 った

・「生 きる」 とい う ことは、幸 せそ の ものな んだ と思 った

・大 人で もでき ない 、す ごく大 きな事 を してび っ く りした

・障害 をもって いて も、 みんな と同 じよ うに生 きて いた

・ウサ ギ をす ご く可愛 が って いて、 エサ の にん じん を送 ってす ごい と思 った

・きる ことは、 とて も大切 だ とい う気 持 ちが伝 わ って きた

・人 の役 に立 つ ことが わか った

・生 きてな んで もで き る ことが わか った

・生 きる こ とは 、す ば ら しい こと

・生き る ことは 、生 きて いる 間 じゅ うに しかな い もの

・生き る大 切 さを知 った

・人に は、 こん な に役 に立 て る ことがわか った

・「生 きて いる」 とい う ことは、 「役 に立て る」 とい うこ とだ と思 った

・生 きる こ とは 、が んばれ る ことだ と思 った

・生 きる こ とは 、 とて も大 切な のが わか った

・たか し君 が、 生きて いるだ けで(が ん ばって い る と)命 の大 切 さが よ くわ か った

・生 きる こ とだ けで 、み んな まわ りの人 に役 に立て て いる

・生 きる こ とは 、大切 な こと

・生 きる こ とは 、 自分 以外 の 人に役 に立つ す ば らしさ

・生 きる こ とが 、 こんな に素晴 ら しい こ とな んだ と思 った

・たか し君 の命 の輝 き を見 た よ うな気 が した

・人 の うれ しい ことを して 、 自分 も うれ しくな るの は素晴 ら しい こ とだ と思 った

・大 人で も出来な い ことをや って、す ごいな と思 った

・生 きる ことってす ば ら しい

・生 きる ことは、 うれ しい

・生 きる ことは、 たの しい

・生 きる ことは、 しあわせ

・生 きて い るか ら何 で もで き るんだ
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・生き る ことは、病気 の人 に とって 、 とて も大事 だ とわか った

・「生 きる」 ことは、何 で も出来 る と思 った

・「生 きる」 ことは、頑 張れ る事 だ と思 った

・生き る ことは、人 の役 に立 つた め にいる んだ と思 った

・病 気で も、知 らな い うちに役 に立 って い るんだ と思 った

・生き るこ とは 、 とて も大切 なんだ とわか った

・たか し君 の頑張 りが きせ きにな り、 うさ ぎをす くったのが よか った

・生き るとい う ことは、す ごく大事 だ と思 った

・たか し君 は、す ご く優 しい人だ と思 った

・生きる こ とが 、大切 だ とわか った

・た か し君 は、病 気 に耐 えてが ん ばった

・す ごくつ らい病 気 に耐 えて よか った

・たか し君 は、病 気な の にみ んなの役 に立 と うと して思 ってす ごい と思 った

・遊 んだ り、勉 強 した りして 生き る とい うこ とは、す ごい と思 った

・右 手、右足 が動 か ないの に、人形劇 をや るなん てす ごい と思 った

・たか し君 は、2つ の病気 を もって いて も一 生懸命 生 きつづ けて い る

・生き るって、す ごい と思 った

・たか し君 の生 きて い る時 間は、短 か った けれ ど色 々な ことがで きてす ごい人だ と感 じ

た

・たか し君は、 え らい と思 った

・けっ こう、感 動 した

・病気 にな って い たの に、一生懸命 頑 張 って いた と ころがす ごか った

・ウサ ギのた め にニ ンジ ンを送 った のが え らい と思 った

・入院や 退院 とか して、頑 張 って 生 きて いたか らす ごい と思 った し、え らい と思 った

・生 きる って ことが 、 どんな に大 切か がわ か った

・あ らためて 、生 き る ことは大 切だ と思 った

・病気 を もって いるの に、み んなの役 に立 ち たい、 生 きつづ けた い と思 うなん てす ごい

とった

・たか し君 は、か らだ が悪 いの にみ んな の役 に立 って い るのは、す ごい と思 った

・人 は、せ いぜ い長 くて も100年 く らい しか 生きれ な いけれ ども、たか し君 はその 間 に

きるだ けの こ とをや った

・たか し君 は、 た った12年 の間 にウサ ギ にエサ をや った り、人形 劇 を してす ごい と思

った

・生き る ことは 、大事

・たか し君 は、 人 にはす ご一 くや さ しい
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・生 まれた 時か ら、 障害 な どで亡 くな る人 もいる けれ ど、たか し君 の人形劇 の感想 みた

く大 人 まで生 き る ことがで きる人 もいる ことがわか った

・たか し君 は、 人や動 物達 に色 々な ことを してす ごいな と思 った

・感動 した

・たか し君 は、色 々な 人 を幸せ に出来 る人 だ と思 った

・本 当に この話 は、感 動で き るい い話 だ と思 った

・生 きる喜 びや、 命の大 切 さが とて も感 じた

・人の役 に立 と うと して、毎 日の練習や 右手 が不 自由な のに頑 張 って いて、折 り紙 をお

って いて、 ス ゴク頑張 って いて 、ス ゴ クや さ しい と思 った

・大 変 な病気 に あって も、 生 きつ づ けよ うな ど、頑 張 ろ うな どと思 って 、必死 で頑張 っ

てす ごいな と思 った

・他 人 に幸せ にな って ほ しいみた いな活 動 を病 気 にな って いる のに頑張 ってや って いた

・ウサギ も元気 にな ってたか し君 は、 ほっ と した と思 った

・生き る ことの大切 さ、命 は大 事 な ことが ビデオ を見 て思 った

・生き る喜 び を知 った

・たか し君 は 、右手 が不 自由なの に人形劇 を頑 張 って え らい と思 う

・たか し君は 、動 けな いの に人の役 に立 とう として え らい

・生 きて い るって、 い いな と思 った

・たか し君 は、 自分 は何 も役 に立た な い と思 って いた け ど、 自分 の もって いる と ころ を

全部 や って え らいな と思 った

・たか し君 は 、色 々な病 気で 苦 しんで いた け どお 小遣 い を使 った り、色 々な こ とを して、

きれ いな心 が た くさん 、た くさん ある

・クラス メー トもえ らい な と思 った

・な くな って もち ゃん と心 の 中の いる

・たか し君 は、12年 しか 生き られ なか った け ど100年 分頑張 った気 がす る

・みん な、た か し君の ことを思 って泣 いた り、笑 った りしてた ので、 たか し君 は、す ご

い人だ な と思 った

・ニ ンジ ンを 自分 のお 小遣 いで買 った り、 人形劇 をお 年 よ りの 人にや って あ げた り、な

かなか でき な い ことだ と思 った

・たか し君 は 、 ク リス マス に人形劇 や各 学校 のた め に 自分 自身か ら、ニ ンジ ンを買 って

届 けた ことはす ごい と思 った

・た か し君 は、 とって もす ごい と思 った

・たか し君 は、 た くさん のきせ き をい こ して うれ しそ うだ った

・や っぱ り、たか し君 は 、す ごい と思 った

・人は 、生 きて いた ら人 の役 に立 て るんだ な と思 った
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・病気 にな って も一 生懸命や れ ば、何で も出来 るんだ と思 った

・ク ラス メー トも協 力 して いい と思 っ た

・たか し君 は 、 いい人だ な と思 った

・たか し君 は、せ いい っぱい生 きた

・たか し君 は、役 に立つ ことをいっぱ い した

・少 し、感 動 した

・生き る ことは、 よろ こび

カテ ゴリー4.生 きる姿勢

・これか らは、不 自由な 人を助 けた い

・生 きて いれ ば役 に立 って い るか ら、 生き て い くことが大 切だ とい うことを忘 れな い

・簡単 に死 んで もいい とか言 わな いで、 生 き る ことで もう、宝物 だ とい う こらい命 を大

切 にして い きた い

・自分 が死 んだ ら、役 に立た な いか ら命 を大 切 に して い きた い

・自分 た ち も、 人の ため に出来 る こ とをや ろ うと思 った

・どんな事 が あって も、生 きていれ ば いい

・どんな重 い病気 で も、励 ま し合 いなが ら生 きて い く

・たか し君 は、生 き る ことを教 えて くれた

・私 は、ア トピー な んです が 、 ビデ オ を見 そ私 の ア トピー は これ に く らべ て全 然 、楽な

んだ と思 った

・自分 が、病 気 にな って もたか し君み た い になれ るんだ と思 った

・これ か ら動 物 を もっ と、 もっ と大切 に した い と思 った

・人 のため にや ろ うとい うこ とではな く、 自分 か らや ろ うとい う気 持 ちが大切 だ と思 っ

た

・私 は、一 生懸命 生 きてい きたい

・私 は、命 ってす ば らしいな あ、が んば って 生きて い きた いな あと思 った

・生 きて いる中で 一番大事 な ものは 、生 きて いる心 で ある こ とがわ か った

・自分 の命 は、 自分で守 る とい う言葉 をよ く聞 くけ ど、 時 には助 けて も らわな けれ ば い

けい ときもあ る

・僕達 は、 たか し君 のよ うに一 生懸命 生 きて いる感 じが しな いので 、生 きつづ ける こと

を大 切 に思 って 一生懸命 生 きて いきた い

・人間 の命 は、80才 くらいで終 わ って しま うけれ ども、その 間にで き る ことはた くさん

あるんだな あと思 った

・た か しくん のが 、 「命 がつ き る まで 生 き る」 と言 い聞 かせ て命 を大 切 に して いた こと

が 、 とて も心 に残 った

21



・た か し君が 、悟 った ことは、 とて も大 切 な こ とで 、生 きるため に必要 な言葉 だ と思 っ

た

・「自分 は、 自分 のた め に生 きる。それ だ けで 、人 のため にな って いる。」 それ だけ、愛

さて い る人だ と思 った

・私 も、た か し君み た い にや さ しい気 持 ち を もちた い

・人の ため に何 か した ら、 自分や まわ りの人達 が嬉 しくな れ るんだ と思 った

・これ か らは、 「も っ と、み んな を(困 って い る人が いた ら)助 けて あ げよ う」 と思 っ

た

・人 に優 し くして あ げよ うと思 った

・「生 きつ づ け る」 こ とは、 とって も大 事 な こ とで 、大 変 な こ とだ け ど、 これか らも生

きつ けた い と思 った

・たか し君 は 、み んな に生 きる大切 さを教 えて くれ た と思 った

・私 も人の 役 に立 と う と思 う

・人 は生 きて いた ら、何 か人 のため にで き るんだ な と思 った

・ボ ラ ンテ ィアをす る ことは 、 とて も大事 な ことだ と思 った。私 も、や ってみた い

・「生 きつづ け る」 とい う ことは 、忘 れ な い!と い う感 じが した

・何 にで も一生懸 命 にや れば、 い く ら病気 にな って もボ ラ ンテ ィア はで きるんだ と思 っ

た

・私 も、た か し君 み た いに人や動 物な どにい い ことを色 々 した いな と思 った

・い っぱい 生 きる とい っぱい よろ こび 、時 に はつ らい時 もあ るけれ ど、その よ ろこびで

消 え るか ら気 に しな い

・お友 達 にめ いわ くな んて か け られ な い、そ ん な気 持 ち をも った

カテ ゴ リー5.意 図的な命 の抹消 への憤 り

・友達 で 「殺 して や る」 とか平気 で言 って い る人が いた。 どう して、そ んな こと言 うん

だ ろ う。 み んな頑 張 って 生きて い るの に!病 気 の人 に聞かせ た ら何て 言 うだ ろ う

・私 は、絶 対 「殺す 」 なんて ことは、絶対 言 いた くな い と思 う

・み んな命 を大 切 に して い るが、 自殺 す るバ カが い る
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資料5:中 学生の記述内容

1)Death‐Education実 施 前 の 記 述 内 容

カテゴ リー1.か けが えのな い命

・命 は大切 な もの

・命 は大事 です

・ 「命 」 「生 きる」事 は大切 な こ と

・命 は とて も大 切な もの

・命 とい うもの は大切 な もの

・命 は本 当 に大 切な ものだ

・人は大 切 に しな けれ ばな らな い

・一番大 切な もの

・自分 の一番大 切な もの

・世の 中で一番大 切 な もの

・命 は何 よ り大 切な もの

・命 は一 人 に一 つ しか な い大 切な もの

・命 は一 つ しか な いか ら大切 に した い

・命 は大 切な 、な くて はな らな い もの

・命 を大事 に生きて いかな ければ な らな い'

・命 が大 切な もの とい うことはみ んな の共通 の意 見だ

・命 は一 生の 中で一番 大切 にす るべ き もの

・命 は大 切な ものだ か ら自分 の命 、他 人の命 を大 切 に して い きた い

・命 は停 い命 は大 切 に しよ う

・命 は地球 上の 生物 すべ ての は じま り命 は一番 大切 な こと

・命 は地球 上 にた くさん存在す るので大 切 に したい

・一一日一 日を大 切 に生き る ことは大 事

・何か をす るとき一番 大切な もの

・命 の大 切 さや命 について のあ り方 を思 った

・命 は何 よ りも大切 な もので 、 いつ までた って もそ の大 切 さ はか わ らな い もの

・あま り命 につ いて考 えた こ とはな いが 、命 が どれ く らい大切 な ものか はわ か って い る

・どんな命 も生 きて いる こ とにか わ りはな いか ら、大 切な もの

・命 は人 が生 まれてか ら死ぬ までず っ と持 って いて、 一番大 切 な もの

・命 は とにか く大 事 で、人 よ りも 自分 の命 を守 る こと

・今 の 自分の考 えで は大事な もの だ とい う ことだけが は っき りして いる

・語 りつ くせぬ くらいの重み が 「命 」 には あ る
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・命 は地球 よ り重 い

・命 は とて も重 い もの

・命 とは尊 い もの

・命 は 自分 の宝

・軽 々 と口で言 え るが とて も重 いい のち は、個 人が持 つ最 も大切 な宝物

・命 は尊 い もので 、その命 が生 きて いる 中で心 に刻 んだ ものは計 り知れ な い

・命 は 『死 ぬ』 とい う言葉 を簡単 に言 って は いけな い くらい尊 い もの

・命 はただ 、 もろ く、尊 いもの

・命 は軽 くな い

・命 は平等 で はな い

・命 はそ んな に軽 い もので はない

・生命 はか けが えのな い もの

・とて もか けがえ のな い もの

・命 は他 の何 に も代 え られ な い大 切 な もの

・命 は一番 大切 に して い くか けが え のな い もの

・命 は重 い もので あ り、簡単 に扱 え る もので はな い

・全て の ものが もって いて 、何 よ りもか けが えのな い もの

・命 はお金 にか え られ な い もの

・命 はお金 で は買 えない ものだか ら、一番 大事

・命 はた ったひ とつ の決 してお金 で は買 えな い大 切 な もの

・物 が豊 か な この時代 で も命 は買 えな い

・命 はなん とな くイ メー ジで、尊 い、 お金 にか え られ な いもの

・自 らの人 生 を大 切 に生 きるべ き

・命 は生物 全て が守 る義務が あ る

・別 の考 え方 で は子孫 を残 し、人 間が絶 滅 しな いよ うにす る ことか も しれな い

・私 た ちの責 任 の重 さは地球 の命 です

・私 た ちは地 球 を守 って いか な くて はな らな い

・小 学校2・3年 まで は命 はそ れ ほ ど大 切 ではな い と思 って いた

・命 は大 して 大切 な もので も重い もの で もな い

・新 聞 ・映画 等で は 「命 が大 切」な ど と書 いて ある

・ 「命 は一 っ しか な い」 「命 は大切 」 は頭 の中で は常識 化 して いる

・命 の大切 さ とい うの も当た り前す ぎ る

・大切 にす るか ど うか は個 々で 異な る

・ 「命 の大 切 さ」 は道徳 の教 えに過 ぎな い
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カテ ゴ リー2.限 りある ・はかな い命

・命 は限 りが ある もの

・命 は永遠 で はな い

・人に は寿 命が あ る

・人 に は必 ず寿 命が ある

・人 間は必 ず他 界す る

・人 は早 いか遅 いかで最 後 には死 ぬ

・人 の命 の レール は いず れ途切 れ る

・目に見える命 は終わ りがある

・命 が あ るか ら生 きて いる

・命 が な くなれ ば人は死 ぬ

・命 にはいつ か終 わ りが ある

・人 は必 ず死 がお とずれ る

・人 はいつか死 んで しま う

・人 はいつか は死ぬ運 命 にあ る

・よ く命 を ろ うそ くに例 えるがそ の とお りだ

・命 は自然 に存 在す る もので、 自然 に消え て い くもの

・今 、 この瞬 間 にもまた一 つ命が 途絶 えた か も しれな い とて もむな しいもの

・時 に限 りが あ る命 だか ら輝 いて いるのか と思 う

・命 は大 切 に しな けれ ばな らな いが、 いつ かはな くな る もので年 を とれ ば消 えて い く

・命 はも うだ めだ と思 った ときにお と して しまう もの

・そ の エネル ギー は乾 電池 みた い に限 りが あ る

・寿 命 はエネル ギー を使 い切 って しまった とき

・生 きる ことは命 を授 か った生物 全て が 当た り前 にで き る こと

・1日 が24時 間 と同 じよ うに、 みん な結局 は こ こか らいな くな る

・いつ寿命 が くるか もわか らな い

・自分が 生 きて いな けれ ばな らな い とい う危機 感や 、 しな けれ ばな らな い ことが終わ り

一安 心 した とき に死 が近づ いて くる

・ 「命」 「生 き方」 「人生」 は一 人一 人違 い、一度 き りでや り直 しの きか な いもの

・一 人 の人間 に与 え られ る命 は一 つ=人 生 も一度 き り

・共通 して いる ことは一回限 りの 人生 と一つ の命

・命 は一一つ しか な い

・命 は一 人一つ もって い るもの

・人命 はか けが えのな い、一 度 き りの もの

・命 は消す と戻 らな い
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・(店 の看 板 を壊 した時)看 板 は作 れ るが、命 はつ くれ な い

・二度 と生 き返 れ な いのは誰 で も同 じ

・死 ぬ とい うことは も う二度 と同 じ人生 は歩 めな い とい う こと

な く して しまう と一 生戻 らな いもの

・ 「命」 とい うものが尽 きれ ば 「人」 は も う戻 らな い

・一 度失 った ら、 もう二 度 と戻 らな い尊 いもの

・命 を失 った ら二 度 と生き る ことが で きな くな る

・人生 はた った一 度 き りで この命 で生活 で きるの も一度だ け

・命 は コ ピーで きな い、壊せ な い

・同 じ人生 を取 り戻す ことはで きな い

・命 とは こわれや す い ものだ

・命 は容 易 く尽 きる もの

・人は とて ももろ く 「病 気」 に とて も弱 く、一・部 を こわす と、す ぐに 「命」 は全てが こ

わ れ る

・命 は大 事 だが 、 こわ れやす い もの

・ 「命 」 「生 きる こと」は重 い け ど軽 い、 一番失 くして はい けな い ものだが一番簡 単 に

失 くせ る もの

・飼 って いたハ ムス タ』 を死 なせ て しま った とき、命は思 って い た以 上 に簡単 に失われ

て しま うもの だ と思 った

・階 段や 転 んだ だけで命 は くず れ る

・簡 単 に失 った り、壊 した りで きる もの

・命 は はか な いもの

・ペ ッ トが死 ん だの を経 験 して)命 が とて も修 いと思 った

・始 ま りが あ り、終 わ りの ある もの

・人 間 は死 ぬ ため に生 きて いる

・人 が生 き るの も死 ぬ の も 「流 れ」 の うちだ

・生物 には生 まれ る とい うこと と死 ぬ とい う ことが ある

・人が 生 まれ てか ら死ぬ まで の こ と

・生 きて い る もの の定め で あ り、生 と死 は1セ ッ トで ある

・も し命 が限 りの な いものな ら、ペ ッ トの大 切な役割 に気付 か なか っただ ろう

カテゴ リー3.命 ・生き ることの意 味づ け

・命 とは何 だ

・なぜ 命が あるの か誰か知 って い るのか

・なぜ 命 は はか な く消 えるのか
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・い まいち よ く掴 めな い もの

・命 は 自分で も まだ わか らな いが、 いつか はわか る もの

・生 きてい る間は多 くの疑 問 を持 ち続 ける もの(生 きて いる ってな んだ ろ う)

・考 えて も答 え は出な い

・命 とは答 えのな い謎 の もの

・生命 は奇跡や 理論 とか では ない不 思議 な ことが ある と思 う

・命 は どんな意 味が あ るのか

・ 「命 」 「生き る」 と聞いて思 うのは生態 系

・命 はあた たか い もの だ

・死 んだ ら意 識が な くなる

・命 は 目に見 え ないが 、例 える と心臓 を動 かす エ ネルギ ーだ と思 う

・「命が な くな る」事 は人 間で は 「臓器 が停 止 し死 ぬ こと」 で ある

・命が つ きる とい うのは 「心臓 が止 まる」 とい う ことを指す

・命 とは心臓 が 動 く ことと考 え ます

・死 ぬ とは、脳 が死 に一生動 かな くな る こ と

・命 には脳 が必 要です

・命 を助 け るには脳 の働 きが大切

・生命 とは 自分 を動 か して い る もの

・昨 日まで生 きて動 いて いた ものが動 き を止め る

・命 はただ一 つ一つ の部 品がな い と 自分 は成 り立たず 、命 の意 味が な い と思 った

・生 きる ことは命 とい うエネル ギー を使 う こと

・命 は生き るエネル ギー

・ 「命 」が な くて は 「生きて い る」 とは言 えな い

・ 『死 ぬ』 とい う ことは 『存在 』で きな くな る=生 きて いな い とい う事

・生 きる こ とは命 が あるか らで きる こと

・生 きる とは死 んでな い こ と

・人間は命 があ るか ら生 きて い る

・生き るた め には命が な い と生 き られ ない

・命 がな けれ ば僕 た ちは存在 しな い

・命 を も らった 時点で 「生き る こと」 は して い る

・色々な事 を感 じる ことが 生 きる事

・ 『生 きて いる』か ら命 を もって いる

・人が死 ぬ と悲 しいが、 生き続 けな けれ ばい けな い

・命は 人がつ くられ た とき にも らうもので 生 きて いる ものだ けが もって い るもの

・命は 生きて い るか ら存在 す る もの
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・ 「命 」 が あるか ら 「人」 は存在 す る

・生 き る とは存 在す る こ と

・生 き る とい うことは命が 形 を成 して いる時 の名で ある

・命 がな けれ ば人はた だの 肉のか た ま りにな って しま う

・人が 生 きて いる時 に親 か ら与 え られ る もの

・命 はそ の現 世 で与え られた 世界 の存 在

・命 とは生 き させ て いる もの の こ と

・何 をす るの も命が あ るか らで きる

・人生 を歩む ため に必 要 な もの

・命 は 生き るため の道 具

・生 き る為 の動 力源

・命 は人 間の 「こころ」 だ

・生 きる ことは 自分で どの方 向 に も変 え られ、 自分が死 ぬ まで も って いる もの

・命 や 生 きる、言葉 で は簡 単 だが 、表 す のは大変 な こ とだ

・一言 で言 える もので はな い

・命 は一 言で は言 えな い もの

・命 は言 葉で言 うの は簡 単 だが実 際 は よ くわ か らな い

・命 とか 生 きる ことを言葉 で説 明す る のは難 しい

・生 き る理 由は無限大 の答 えが あ る

・命 は証明 がで きな い

・目に見 える ものではな く、造 形 もな く、表現 しに くい名詞

・命 につ いて語 りつ くせ る人 は いな い と思 う

・命 は一 人一 人が一 生守 る もの

・命 に代 え られ るものは何 もな い ので 自分 自身で守 らな けれ ばい けな い

・今度 か らは命 が一 つ一つ に ある と思 い、考 えてか ら物事 を しよ う と思 う

・何か を得 るた め に何 か を犠 牲 に しな けれ ば生命 は生き られ な いの か

・多 くの人 が生 まれてす ぐ、そ ば に大 切 な 同 じ命 をもった 人が いる

・命 は とて も重 くそ れ は皆が わか って い る ことだ が、 日々 の生活 で優 先 して しまうのは

感 情で す

・そ もそ も 「もの」 ではな いのか も しれ な い

・命 がな くな って喜ぶ 人は誰 一 人 いな い

・地 球 ・宇宙 の なかで役 に立 って いるの か

・生 きて いれ ば いいわ け じゃな い

・生 まれ て、 結婚 して、子 供 を産 んで とい うの は私 に とって 生き る こ とで も何 で もな い

・他 人が死 ん だ りす る と 「ひ どい」 とか しか出ず 、あ ま り深 い こ とは考 えな い
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・ 「命」 とい う ことに今 まで巡 り合 って いな い

・生 きる理 由を見つ けれ ばも っと生 きる とい う事 につ いて深 く考 え るだ ろ う

・命 につ いて色 々考 えて きた

・ 「命」 と考 えて も頭 に浮 かぶ ものが な い

・命 につ いて よ く考 えた ことが な いか らよ くわ か らな い

・命が よ くわ か らない

・そ もそ も人は何 のため に生 きて いるの か

・命 って何 なのか はわか らな い

・自分 は これ か ら何 をす れ ばいい のか悩 め ば悩 む ほ どわ か らな くな る

・自分 の大 切な 人が亡 くな った こ とがな い ので よ くわか らな い

・ 「生 きる」 とい う事 の意味 はよ くわか らな い

・ 「命 」が何 な のかわ か らな い

・命 とは何 かよ くわか らな い

・自分 は何 のた め に生 きて いるの か

・どう して生 まれて きたのか

・命 がな けれ ば地球 には何 もな い

・地球 上にあ る もの全 て に命 は ある

・動物や植 物、 自然 に も同 じことは言 え る

・地 球 上に いる生物が維 持 して いる もの

・この地球 にはた くさんの命 が ある

・人間 だけでな く、他 の生物 も生命 を持 って いる

・生命 は人だ けでな く、鳥 ・昆虫 な ど様 々な種類 が ある

・花 も人 と同 じ命 を持 って い る

・イ ク ラにも命 が ある

・ペ ッ トの命 は あま りにも小 さす ぎるが 、そ の生き方 は大 きな ものだ

・どんな生物 も命が な けれ ば何 もで きな い

・命 は 『生 きて いる』 ものが必ず もって いる もの

・どん な生物 も命が な けれ ば何 もで きな い

・命が あるか ら人 ・動 物 ・植 物 は生 きて いる

・動植 物 も 「命 」が存 在 して いて 生 きて いる

・木 もア リも一 つの命 を もって いる

・人間 ・動物 ・植 物 いがい に もある ものだ と思 う(消 しゴムや紙 な どに も)

・人間 の命 は動物 や植物 に支 え られて い る

・昆 虫 ・動物 ・植 物 に も与 え られ 、大事 に しなが ら生 きて いる

・人間 は他 の生物 と何 も変わ らず 、平等 の命 をも らった とい う事 を 自覚 しなけれ ばな ら
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な い

・鮭 はた くさん卵 を産 むが一 匹か 二 匹 しか残 らな い

・ 「生 きるため に殺 す 」の は仕 方が な い

・命 がな くな った ら好 きな ことがで きな くな る し、好 きな もの を見 る ことがで きな くな

る

・いきな り人生が終 わ るので はな く、あ る時 その 人 に決 め られた 命が終 わ るの だ と思 う

・植 物 の命 も人の命 と同 じ くらい に思 って世 話 を して いる

・命 は生き る もの に与え られ た もので あ り、 上 も下 もな い

・皆平 等 に与え られた もの 、そ れが命

・「命 は皆平等 じゃない のか」 と思 う

・命 は 皆平等 に扱 わ れ るべ きだ

・なぜ みん な同 じではな いの か

・死 に直面 したわ けで もな いので 悟 る ことも不可 だ

・人 の死 を身近 に感 じた ことはな い

・文 章 に表せ と言わ れて も何 も書 けな い

・感 情 も命が な けれ ば感 じ られな い

・生 きた くて も生 きるの が困難 な 人 もい る

・「こころ」がな くな った 人間 に 「いの ち」 もない

・人の死 を身近 に感 じた ことはな い

・文 章 に表せ と言わ れて も何 も書 けな い

・そ の理 由は人 によって違 うが理 由 は浮 か んで こない

・ひね くれた考 え方 を持 つ者 もいるか も しれ な いが それ もまた立派 な 「生き方」で ある

・死 にたい人 には迷惑 な もの 、生 きた い人 には必要 な もの、何 も感 じてな い人 には何気

な いもので しかな い

・命 は言 葉で は言え な いのは 、考 え る前 に いのち はあ って、命 が な くなれ ば考 え る必要

はな くなるか らだ

・この世 に生 を受 けて た くさん事 を し、 この 世 を去 って い く、ただ それだ けの こと

・ 「生 きる」 「死 ぬ」 ただ それ だ け

・生 き る ことには何 の興 味 もな い

・ 「命 」 にあ ま り重大 さ、重 さを感 じな い

・命 に重 さなん てな い

・「命 」 につ いて考 える と人間 が馬 鹿 に思え る

・「命 」 は私 に とって ただ の ゴ ミと一緒

・「生 きる」 とい う ことは 「無意 味 」な ことで はな いか

・生 きて いる ものに何 の意 味が あ るのか
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・一番難 し く、一番 くだ らない問題

・人 はいきな り命 を落 とす ことはな い と考 え、そ の事 を心 の奥 に しま い込 んで いる のだ

・命 はあ って 当た り前 と思 って はい けな い と思 うの は、そ う教 え られて きたせ いな のか

も しれな い

・ 「命 よ り大 切な もの はな い」 「命 は一つ だ け」 と言 われ るが 、わ か って いるが、 自分

が死 ぬ とい う事 は考 えがた い こと

・命 は大切 な ものだ と思 うが 、それ 以上 は考 えた こ とは な い

命 」 「生」 こんな言葉 か ら思 いつ くの は 「死 」 とい う言 葉 だ け

・ 「生」 は最 も辛 い罰 だ

・生 きる ことはつ らい こと

・自殺 は良 い ことで はな いが 、唯 一の逃 げ道 なので個 人の 自 由

・自殺願 望が強 いので 「命」 は捨 てて もい い と思 って い る

・ただ 、死 にた い

・「人 を殺す 」事 は絶対 にい けない ことだが、 「なぜ いけな いの?」 と聞かれ た ら答 え ら

れな い

・生 き るこ とは色 々大 変 な こと

・ 「命 」 について考 え る と、全 然深 い と ころ まで考 えて いな い 自分 が いて 情 けな く思 う

・命 はそ の命 をもった人 に命令 を出す(人 生の喜 び ・悲 しみ に対 し)と 思 う

・人を幸せ にす る という理 由が 多 いだ ろうが、 自分 は満足 しない

・意 味な しで生 まれた ものは ない

・命 が あるか ら夢 を実現 で きた り、 自分 の道 に進 ん で いけ る

・命 の 生

・命 は あるか らこそ価値 が ある

・生 きて いて何 もしな い人 はいな い

・ろ うそ くとの違 いはそ こにあ り、それ が 生きて いる もの の特徴 で ある

・世の 中の人 は 「命」 を常 に意識 して いるわ けで はな い

・命 を落 と して しまえばそ こで人 生は終 わ り

・誰 も命 を落 とす こ とを望 んで はいな い

・ 「今 、 自分 が生 きてい る ことす ら偶 然 に近 い

・命が 与え る影 響 も大 き い

カテゴ リー4.死 につ いて思 うこと

・死 んだ ら嫌 な事 もな いが 楽 しい事 もな い

・死 ぬのな らなぜ 生まれて くるのか

・人 はなぜ死 ぬ のか とい うこ とを よ く考 える
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・死 ん だ後 の 自分 の意識(い の ち)は どこに行 くのか

・命 について考 え る とき、死 んだ らどうな るのか

・死 ぬ とは何だ

・自分 が死 んだ らと考 え る と色 々考 えて しま う

・マ ンガで は天国 が あ り意思 が存 在す るが、そ れが なか った らど うな るのか

・死 ん だ ら自分 は どこに行 くのか

・ 「死 んだ後 は どうな るのか 」 とい うこ とが気 にな る

・最 近本 を読 んで命 につ いて深 く考 えた

・死=無 だ

・死 ぬ とは消 えて しま う こと

・消 えて しま った ら何 もか も失 って しまう

・死ん だ ら何 もか も失 う

・死ん だ ら充 実 して いる人 生 も消 え る

カテ ゴ リー5.命 を軽ん じる ことへの怒 りや疑 問

・自 らの命 を 自 らの手 で絶つ 人 もいる

・日本 は 自殺大 国 だ と聞いた

・今 、 自殺 す る人が 多 い

・自殺 も 自分 の命 を殺 す ので 、殺 人 と同 じ

・命 を無駄 にす る人 もいる

・尊 い多 くの 「命 が」 失わ れて い る(全 国 で発生す る事 件 ・事 故で)

・人 に命 を奪 われ るもの もいれ ば、 自 ら絶 つ もの もいる

・事故 等で命 を落 とす 人 もい る

・遊び のよ うに自 らの命 を奪 って しま うな んて大人 の世 界 はそ んな に疲 れ るものなのか

・世の 中がゲ ーム化 して いて、 人を殺 して も リセ ッ トボ タ ン を押 せ ば元 に戻 る人がい る

・命 を簡 単 に絶 って しま う ドラマや 事件 が多 い

・テ レ ビ等で 「殺人 」 とい う言 葉 がよ く使 われ るが 、軽 い言 葉で はな いのではな いか と

思 う

・地球 には絶滅 寸前 の動物 もいる

・虫や 動物 の命 を簡単 に奪 う

・自分 た ちの生命 の源 の 「地 球」 を自分た ちで汚 して い る

・人間 は 自分 の命 を守 る 自然の命 を自 ら失 って いる

・人は 自分 たちの ことを他 よ り優 れて い る と思 いす ぎだ

・もし、死 につ いて考 えるな ら全 て の事 に気 を使 う(交 通事 故等 はな くな る)

・(交 通事 故 な ど)人 が命 を奪 お うとす る まで追 い詰 めて い いのか

32



・人間 は自分の命 にあま り危機 感 を持 っていな い と思 う

・何 に も代 え られ な い ことは当た り前す ぎて いつの 間 にか重 さな どを忘 れて い る

・命 の大切 さ、有 難 さがわか らな い人、気 付か な い人が増 え たの が残念

・最 近 は命 を大切 に しない人 が増 えて きて い る

・人の命 とい うもの を全 く考 えな い人が増 えて きて い る

・大事 な生命 を奪 うとい う愚か な行為 が 出て きてい る

・自分 や他 人の命 を大切 にす る とい う意識 が薄れ て い って い る

・近 頃の人 々は命 の大切 さ をわ か って いな い

・命 を軽 く考 え、死 を身近 に感 じる人が増 えて いる

・辛 い ことがあ る人生 を、今 の人 は生 きる ことを簡 単 にや めて しま う

・命 を粗末 にす る人が多 い

・命 は簡単 に扱 って いいのか と疑 問 に思 う

・命 は安易 に扱 う ものな のか

・最近 人間 は命 ・生き る ことにつ いて考 えが変わ って きた と思 う

・人 によ って命 の重 さが違 うな んて あ りえな い

・冗 談で も人 に 「死 ね」 な ど と言 って はいけな い

・殺 人事件 があ る と人 はかわ いそ うな ど と言 うが、 犯人 を見つ けよ うとい う人 はいな い

・自殺 した 人の ことを考 えて も気 付 くのが遅 く、そ の 人 は もう帰 って こな い

・知 り合 い じゃな いか ら動 かな いの はひ どい

・学校 で適 当 に 「死ね」 と言 う人が い るが言わ れた 人は シ ョックだ と思 う

・(い じめで)自 分 の将 来 を絶 つ なんて どん なに悲 しいか

・なぜ 自殺 す る人が いるのか

・自殺 す る人の気 持 ちがわか らな い

・自殺 す る人の ことが わか らな い

・なぜ 自殺 す るのか よ くわか らな い

・なぜ 自殺 をす るのか わか らな い

・なぜ、 自分の命 を絶 つ必要 が あるのか

・なぜ 自 らの大 切な もの を失 って しまうのか(自 殺 ・他殺 等)

・自殺 す る人の気 持 ちを理解 で きな い

・命 の ある とき に一生懸 命生 き、 自分 の意 思で命 を無駄 にす るの はや めた ほ うが いい

・生き るこ と、命 を簡単 に捨 てな いで ほ しい

・簡単 に死 ぬ とか言 わな いで ほ しい

・自殺 す るの も勇気 が いるが 、そ の苦難 を乗 り越 え る勇気 を持 て る人 にな ってほ しい

・命 を粗末 にす る人 には一番大 切 に して ほ しい

・親か らも らった命 を粗 末 に して ほ しくな い と思 う
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・自殺 は この世 で最 大 の禁忌

・ 「死 ぬ」 とい う ことを簡 単 に考 えて はい けない

・自分 の命 は 自分で 守 り、簡 単な 理 由で捨 てて は いけな い

・自分 の命 を 自分で 捨 て る ことほ ど寂 しい こ とはな い

・せ っか く生 まれて きたの に 自 ら命 を絶 つな んて絶対 にい けな い

・死ぬ ことは して は いけな い

・エネル ギー が残 って い るの に自分か ら失お うとす る のは ダメだ

・大切 な人 はそ の 人 を必 要 として い るので、 自ら命 を捨 てて は いけな い

・い じめ等で 自殺す る人が い るが 、大切 な命 をな くす のは いけな い事だ

・自殺 は生 きた い くて死 ん でい く人 に申 し訳 な い行 い

・自殺 な どで命 を無駄 に した くな い

・自殺 をす る人はお か しい

・命 を捨 て る ことは変 だ

・自殺 は悲 しい こ と

・も らった命 を一人 で抱 え込 んで いの ちを絶つ の は大 馬鹿 者 だ

・自殺す る人 は間違 って いる

・命 を粗 末 に して恥 ずか し くな いのか と思 う(自 殺等 の ニ ュー ス を見 る と)

・自 ら命 を絶つ ことは もった いな い事

・命 を簡単 に捨 て るの は もったい ない

・自殺 す る人 を聞 くが 、生 きてい る ことが楽 しい し もったいな い と思 う

・家族 や親戚 が悲 しむ

・死 を逃 げ道 と考 え て はい けない

・ 「死 」 は逃 げ道 で しか な い

・自殺 しよ うとす る 人 は命 の大 切 さを学ぶ べ きだ

・やめ る こ とは簡単 で も、 増やす こ とはで きな い

・ 「死 にた い」 と 「死 の う」 は違 う

・命 を簡単 に捨 て る人 は夢 や希 望が な いので はな いか

・日本 の命 に対す る考 え方 は間違 って いる(精 神的不 安定 の 人が殺 人 を犯 した ときな ど)

・中学 生が 人 を殺 す のは衝 撃的 な こ と(最 近 の犯罪 の報道 で)

・自殺す る人、 人を殺 す人 は 「死 」 を深 く考 えていな いの か、そ れ とも楽観 的 に しか見

た こ とがな いの か

・事 故 はかわ いそ うだ し、他 殺 は悲 しす ぎる

・苦 しませ る方 も、命 の大 切 さを知 る ことが大切

・命 を大 切 にす る ことは難 しい(反 応す るのが難 しい)

・どんな 理 由が あって も人 の命 を奪 うの は最 低だ
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陰

・そ の命 を他 人が勝 手 に奪 って いいのか

・自然 ・動物 ・人間 に命 が あ り、 自分で守 る もので他 人 が守れ る もので はな い

・命 は とて も大 切な もので、他 人が その命 を途絶 え させ る権 利 は ない

・他殺 は絶 対 に して は いけな い こと

・ 「殺す必 要が な いの に殺す 」 の は間違 ってい る

・(少 年 犯罪 を見 て)動 機 が あって も殺 人 は絶 対 に ダ メなの に理 由 もな く殺 す の は一番

良 くな い

・自分 に与 え られ た 「命 」 な のに、他 人 と同 じもの に して い る人が いる

・「い のち」 を殺 したか らとい って、 さ らに一 つの 「い のち」 を殺 す ことに は遺憾 の 意

を示す

・関係 のない ものの命 を奪 うのはや めよ う

・他人 の命 を汚 した りで きな い し、そ れ以 上 を望 む こと もで きな い

・殺人 をす る人 は 「命 」 の重 みがわ か って な い人

・犯罪 を犯す 人は 「命 」 に対す る感覚 がな さす ぎる

・命 についてか考 え させ られ たの はア メ リカの 同時多 発 テ ロの とき

・ある詞 に 「あなた は人 間 を殺 せ ます か?」 と書 か れて いて 、命 は どん な ものか 関心 を

持 つ と同時 に少 し怖 か った(死 刑 囚 につ いて 書か れた もの)

・ 「こころ」が ある限 りそ の人 には まだ更 生 の道 が あ るはず だ

・人を殺す事 に反対 で 、死 刑 にも反対

・ まだ 「こころ」が あ る死 刑囚 を死刑 に して もいい のか

カテ ゴリー6.自 分 の生き方

・命 はとて も大切 だが いつ か はな くな るので 、守 る こ とよ りも どう使 うかが 大事

・命生 きる ことは楽 しい

・生 きる ことは素晴 らしい

・生 きる ことは素晴 らしい

・命 ・生き る ことは神 秘 的

・ 「生きる」 とは辛 い こ とで あ り楽 しい ことで ある

・生 きる ことは辛 い事 も楽 しい事 もあ る

・生 きる という ことはそ の人 の夢や 希望 に向か って い くこと

・生 きる とい う事 は普通 に生活 す る こと

・生きる とい うことは 「今」 を生 き る とい う こと

・生きる ことは人 間の個 人 の権 利

・生きる ことは最低 限や り遂 げる こと

・生き るこ とは とて も大 変
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・ 「生 きる」 とい う ことは簡 単 にみえ て一 生わか らな い もの

・そ の問題 に人 は関 わ って いな い

・命 が大切 とわ か って いて も、守 りきれず消 えて い く

・誰 かのた め に死 ね るな ら、 自分 の命 で誰 かが幸 せ になれ るな らそれ は本望だ

・生 きて いる間 に は悲 しさや楽 しさが あ るが、 自分 のや りた い事 を追 い続 けるのが生 き

る事

・大切 な人 を守 るた めに捨て た い

・自分 は人 を幸せ に して いるのか 、幸せ にでき るのか

・普段 の生活 の 中で死 を考 え るよ うな ことは まず な い

・人の死 を考 え る には まだ若す ぎ る

・自分 で命 とい う愛 の結晶 をつ くりだす 、そ れが 人生 ・愛 ・命 ・生 きる こと

・ 「命 」 「生き方 」 につ いて 一度 も考 えた ことはな い

・ 「生き る」 「命 」 につ いて は深 く考 えた ことがな い

・命 につ いて深 く考 えた こともな い し、な にも知 らない

・考 えた ことは な い

・命 につ いて深 く考 えた ことはな い

・特 に考 えた こ とはな い

・命 生き る ことにつ いて は考 えた こ とがな い

・ 「命 」 「生き方 」 につ いて一度 も考 えた ことはな い

・いつか 「生きて 」 みた い

・ 「命 」 を大 切 にす る には 「生 き方」 が関 係す る

・人 の命 よ り自分 の命 を守 りた い

・どんな ことが あ って も生きた い

・生 きるた めな ら何 で もでき る

・少 し嫌われ て も長 く生 きた ほ うが いい

・とにか くた くさん生 きた い

・命 は大 事 にで きるだ け長 く生命 を保 って い られ る よ うに しな い といけな い

・早死 にせず 、 自分が 求 める理 想の大 人練 れ るよ う生きて 生 きた い

・今 一番 大切 に思 って い る家 族が いな くな った らと考 えるだ けで悲 しいので、命 を粗 末

にす るよ うな ことは した くな い

・命 とい う もの を最後 まで 味わ いた い

・そ の時そ の時 を楽 しく過 ごせれ ばいい

・ 「今 」 を楽 し く生 きた い

・楽 しむ事

・楽 しい命 に した い
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・せ っか く与え られ た機会 だか ら楽 しんで いきた い

・生 きて いる こ とに意 味が な くて も、死 ぬ とき に笑 って死 ね るよ うに楽 しく生 きて い き

た い

・人 に流 されえず 自分 が大 切だ と思 う ことを好 きな よ うに したい

・自分 の求 め る生 き様 は 、太 く長 く自分 の好 きな よ う に生き る とい うこと

・粗末 にせ ず、や りた い事 をや り、楽 しむ ことが 最高 の命 の あ り方 で生 き方 だ

・自分 の好 きな 自動車 のエ ンジンを使 って 自分が 生 きて きた 人生 に生きが い を感 じてみ

た い

・自分 のや りた い こ と、や らな けれ ばな らな い ことをす るた め、 自分 の夢 をか なえ る為

に生 きてい る

・自分 のや りた い こ とをす る こと

・自分で 自分 を信 じ、 思 った ままに生 きて いきた い

・自分 の したい ことを しな が ら生 きた い

・自分だ けの人 生なの で 自分 のた めだ けに使 いた い

・生き方等 は 自分 で選 ぶ もの

・精神科医 にな って、悩 ん だ人が どうす るの か を知 り、 自分の 生き方 の糧 とす る

・命 は火 のよ うな いつ消 え るかわ か らな い ものだが 、精 一杯 生 きる ことがで きた らす ば

らしい人 生だ

・たった一度 しか な い人生 だか ら大 切 に し、'充実 させ 、一分 一秒 を貴重 に過 ごした い

・たった一度 き りの人 生だか ら、特別 で悔 いのな い人 生 を送 りたい

・今 で きる ことを して 、後悔 しな いよ うに努 力 して いきた い

・悔 いのな い一生 を送 りた い

・死 ぬ ときに後 悔が 残 らな けれ ば 、そ れ は良 い生 き方で はな いだ ろ うか

・この世 に生まれて きた ことに後悔 しな いよ うに した い

・自分 が死 に直面 した とき、 人生 を後 悔 した くな い

・人生は人それ ぞれ で生 き方 もそ の人の 自由だ が、一一度 き りの人 生を無駄 に した くな い

.・命 は大切で重 い、 失 って しまえ ば何 もか も終 わ る

・無駄 に して はい けな い もの

・「命 」 は決 して粗 末 に して はな らない もの

・人間 は人生 の終わ りまで 一 日を大切 に過 ごさなけれ ば な らない

・生 まれ たばか りの赤 ち ゃん も息 を して、今 自分 にで き る事 を必 死 に頑 張 って いる

・た くさんの苦 労 を重 ね、楽 しく生 きる ことが一番 の幸せ ・生き方 だ と思 う

・嫌な ことが あって も、前 向き に限 られ た道 を一 生懸 命歩 んで い きたい

・この命 を もらったか らには、毎 日を力強 く生 きて い こ う

・自分 と戦 って 自分 を超 え る ことがで きた とき、 人 は生 きて いる
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・生 きるの は辛 い とい うが 、それ は一時 で皆 が必 ず通 る道

・どん な に憎 い 目にあって も命だ けは粗 末 に して は いけな い

・自分 の人生 を簡単 に投 げ出そ う と思わ な い

・人は悩 み、 自分 自身 と戦 いなが ら生 きて いる

・た った 一つ しか な い命 また は人生 に人 間 は努 力す る

・命の重 さを見 つ め直す べ き

・これか らは心 を入 れ替 えて 生きて いきた い

・生 き方 は一 日一 日を ど う生 きた いか を考 えた ほ うが いい

・人 の生 き方 は家の環 境 、時代 な どに影 響 され る

・最後 は 自分の意 志 の強 さが重要 にな る

・生 まれて きて よか った とい う ことを死 ぬ まで に本 気 で感 じて みた い

・相手 の意見 の ま まにつ いて い くのは 「自分 」の 人生 を無駄 に して いる

・若 さ も体 力 もな くな り、最後 に残 る のは 自分の本 当の良 さで、そ の 良さを作 るのが人

生 ・生き る こと

・命 は 自分で 守 り自分で 治 し自分 で成長 させ て いか な けれ ばな らない

・自分 の命 は 自分 の気持 ちで も左右 され る

・いつか 自分 に勝 てた ら、 きっ と死 んで も良 い

・生き てい るか らこの よ うな疑 問が 持て 、生 きて い る間 にわ か るのかな と思 い この世界

に 「存在 」 して いる

・人は命 が尽 きか けて いて も生きた い とい う気 持 ちが強 けれ ば生 き られ る可能性 は高 く

なる苦 しい ことばか りでな く、楽 しみ もあ る と知 った ら自分 自身 で命 を絶 つ人 はいな

くな る と思 う

・父親 はみんな に愛 され て悲 しまれ て死 んだが 、僕 に は理 想で はな い

・罰 を受 けて もい き続 けよ う とす る強 い心 が私 には な い

・世 の 中には色 々な 生き方 が ある

・生 き方 はその 人の全 てが 出て い るもの

・生 き方の あ る人 とな い人 では 生活 の仕 方 が変わ って くる

・人が 生 きる理 由を見 つ けた とき どうな るのか

・生 きる気 力 を持 ち続 ける には 「目標」 をもちそ れ に向か い努力す る こと

・生 きる理 由を見 つ ける と生き る 目標が な くな る

・人は 生き る理 由を探 す ため に生 きて いる と思 う

・人が生 まれ る とい うこ とは何 か理 由が あ る

・自分の命 だ けで はな く、周 りで支 えて くれ て いる人 も大切 に して い きた い

・人間 は一 人で は生 きて い けな い

・一 人で は生 きて いけな いので 、人 と支 えあ える関 係 を築 く ことも大 切だな い
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・今 を充実 して 生 きれ ば命 を大切 に生 きる とい う使 命 を達 成で きる と思 う

くいのな いよ うに生 きよ う

・人生の 中で新 たな発 見 を して いけば いい

・今 の 自分 を一 生懸命 に生き るのが大切 だ

・生きて何 か を見つ けた 人は幸せ

・生き方 は 自分 に何 を求 めるか によ って 違 って くる生 きる こ とが 当た り前 だ と思 って い

たが、 この 当た り前 の ことがす ごい ことだ と思 う

・命 は限 りあ るか らこそ その 生き方が わか るの だ

・自分が本 当に求 め る生き様 は人 を傷 つけな い暮 らしをす る ことか も しれ な い

カテゴ リー7.現 代医療 への問 いか け

・命の ことを一 番わ か って いるのは医 師

・一人 の命 も犠 牲 にせず 一人一 人の命 を大切 に治 して い くべ きだ

・病人 間の命 は頭が 良 けれ ば預 か るこ とが で きるの か

・人 を救 うた め には技術 と学 力では どち らが 大切 な のか

・むや みに働 いて金 持 ち にな る医者 は本 物 では な い

・人 を冷 凍保存 して 科学 が進 んだ ら生き返 らせ る と言 うの は本 当にい い ことな のか

・す ぐに終 わ らせ る こともあ るが 、誰か の手 によ って長 くす る こと もで きる

・健康 に百歳 まで 生 きるの ともか く、何 度 も死 にか けて 百歳 まで 生き るの は本 当に いい

こ となのか

・医学 を使 って延命 す る ことに何の意 味が あ るのか

・命 を引き伸 ばそ うとす るの は人間 だけだ

・技術 が上が る まで に何 人 もの命 を犠牲 に して い いのか

・大切 な一人 をた くさん救 い、患者か ら感謝 を受 ける のが 医者だ と思 う

・病 院では 日常 茶飯 事 に命が 失われ る

・病 院では命 を軽 く見 て いるのか と思 った

・祖父 が病院 の ミスで死 んだ

2)Death‐Education実 施 後 の 記 述 内 容

カテゴ リー1.大 切 さを実感 した命

・生 まれた意 味 は生 きるため であ り

・や っぱ り命 は大切 な もの

・命 とは大切 な もの

・命 とは何 よ りも尊 いもの

・命 の大 切 さを改 めて実 感 した

、生 きる意 味 は命 を大切 にす る こ と
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・命 とはか けが え のな い もの

・命 は とて も大 切だ

・命 を大切 に しよ う と改 めて感 じた

・命 の大切 さが わか った

・命の大 切 さを改め て感 じる こ とがで きた

・命 は本 当に大切 だ と感 じた

・命 の大 切 さ を改 めて 知 りま した

・命 の大 切 さ とそ れ に立ち 向か う勇 気 を知 りま した

・今 回 の講演 で改 めて命 の大 切 さや 大 き さを知 る ことが で きた

・命 は停 い、 だか ら大 切 に しな けれ ば な らな い

・命 は何 に も代え られ ない もの

・命 は1つ しかな いの にそ の重 さを計 り知 れ ない ほ どあ り、命 の影 響は あ りえな いほ ど

大 き い

・命 の大 切 さを感 じた

・命 の大 切 さを考 えた

・1番 大 切な もの は命だ

・命 は大 切で ある

・命 の重 さ を実 感 した

・命 の大切 さを実感 した

・命 は とて も大 切 にすべ き ものだ

・命 は大 切だ と思 った

・命 はか けが えのな い宝物

・今 は命 の大切 さが わか った

・命 を大切 に しよ う

・命 はか けが えのな い もの

・命 は重み が あって大 切な ものだ と感 じた

・命 は大切 な存 在だ

・命が 大切 な こ とは当然 だ

・改 めて命 、生 き る ことは大切 な こ と、 もっ と大 事 に しな い とい けない と思 った

・命 の大 切 さ につ いて 考 え直す ことがで きた

・命 は大 切 です

・命 の大 切 さが わか った

・改め て命 の大 切 さを知 り、生 きて いる こ とに喜 び を感 じた。

・改めて 命 につ いて考 え させ られ た

・人の命 はや っぱ り大 切だ
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・命 を大 切 にす る ことの大切 さを感 じた

・命 はす ごく大 事 な もの

・命 の重大 さが 少 しわか った気が す る

・命 は もっ と大 切 にす る ものだ

・改 めて命 とい う大 切 さを実 感 した

・本 当 に命 の大 切 さがわか った

カテゴ リー2.認 識 した死 の現実

・命 は とて も弱 い もの

・命 は とて も停 い もの

・命 を もつ もの は先 は見 えず に、何 が起 こるか わか らな い

・幼 い子 が病気 に負 けて死 んで い く事 を聞 くと、人 間はそ んな に弱 い生き物 な のか と深

く考 え させ られた

・生きた くて も生 き られな い人が い る

・今 この時 に も死 んで い く人が いる

・世の 中 には死 んで い く人が た くさんい る

・い い子供 で も悪 い子供 で も、病 気 に勝 てず に死 ん で しま うことが ある

・生きた くて も病気 で 生涯 を終 えて しま う人 もいる

・助 か らな い人 もいる とい うのが衝 撃だ った

・闘病 ・治療 が激 しい こ とを知 り、び っ く りした

・勇敢 に立 ち向 か って も亡 くな って しまった 人 に悲 しみ ま した

・頑張 って頑 張 って も死 んで しま うなん てす ごく悲 しい

・一一生懸命病 気 と闘 って も命 を落 として しま う人が いる ことは悲 しい こと

・世 の中 には十歳 まで生 き られな い子供 たちが い る こ とを知 り、辛 く悲 しく思 った

カテゴ リー3.支 え られ ・つなが りあ う命

・命が な くな った ら、嘆 き悲 しむ家族 、 兄弟 、友達 が いる こ とを考 えて いなか った

・生 きる とい うだ けで 、親孝行 にな る

・1つ の命 はそ の人 の もの だ けど、その存 在 を大切 に思 って くれて い る人が い る

・自分 の生活 を支 えて くれ るた くさんの 人達 が い るか らこそ 、生 きて いける

・幼 く して死 んで い った人 も、命 の大 切 さを残 して 、家族 を残 して い ったのだ と思 う

・一人 の命 の周 囲 に は沢 山 の暖か い思 いが あ る こと を知 った。命 は大 切で むや み に危 険

にさ らして はな らな い ことを知 った

・生 きて い る ことは沢 山の 人が支 えて いるか ら、そ の人 は幸せ に暮 らせて い る

・1人 の人間 ・動物 が死 ぬ と、沢 山の人が 悲 しみ、寂 しい思 いをす る
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・病 気等 は 「仕方 な い」 とい う事 もある。 「殺 人」 は残 され た家 族 ・友 人 は怒 りと憎 し

みで、 その 人の 生 きが いさえ奪 う こともあ る

・辛 い事 にぶ つか り、生 きる ことが楽 しくな い と思 う事 が あって も、大 切な 人が 自分 を

支 えて い る

・生き る とい うこ とは親 に支 え られて実 現 して いる こ とだ

・あの少年 も親 が いな けれ ば抗 が ん剤 も リハ ビ リもしな いだ ろ う

・人の強 さは支 えて くれ るも う1人 が いるか らこそ 、強 くなれ る

・人 間はみ んな 平等 で、誰 か が特別 に 同情 され るわ けで もな く、1人1人 がお互 い に支

え合 い、命 とい う大 切 な もの を持 ち生 きて いる

・とも に生 きて い く ことが大切

・命 に関わ る とい うのは どんな形 に しろ、 本人 、周 りの 人な ど多 くの人が傷 つ く

・人間 は人 間が いな けれ ば生 きて いけな い

カテ ゴ リー4.自 分達 と同 じと認 識 した 障害者観

・障害が あ って も普 通 の生活 がで き る。 障害 が あって も楽 しい生 き方 が でき る

・障 害 を持 って いて も、生 きた い とい う ことはみ んな 同 じ

・障害 が あるか らとい って特別 な 目で見て しま うのは ダメだ と思 った

・U君 は、 か っ こいい。普 通 と変わ らな い

・障害 を持 った 人 は普 通 の人 と違 うオー ラが ある と思 ってた。 ごく普通 の高校 生で 「強

いな あ」 と感 じた

・障害者 の人 は少 しハ ンディが あ るだ け。普 通 の人 と変わ りは ない と知 った

・障害 を持 った人 をか わ いそ うと思 う事 が本 当にかわ いそ うな こと

・可哀想 だ とい う同情 の気持 ち は持ち た くな い

・障害 を持 つ 人達 を可哀 想 だ と感 じるの も嫌 い、そ れ はみ んな 同 じ命 を持 った 人間だ か

ら

・障 害者 とい う言葉 が嫌 い、 それ は弱者 と して見 る差別 が嫌 いだか ら

・特別 な差別 が嫌 い

・「障害者=変 な行 動 をす る」 とい う考 え を絶 対 に持 って も らいた くな い

・障害者 も生きて い るんだ し、健 常者 と同 じ扱 い を した方 が いい

・健 常者 が変 な行 動 をす る と 「障害者 みた いだ」 とい うのが1番 嫌 いだ

・障害 を持 った人 は障 害 を持 って い るだ けで他 は人間 と同 じ

・み んな は障害 者 を誤解 して いる

・障害 者 も人だ か ら、 人な りに生か して あ げた い、で もそれが で きな い人 も数 多 くいる

こ とを再認 識 した

・障害 を持 つ人達 は絶 対 につ らい事 を味わ って、今 はそれ な りに楽 しんで い ると思 う
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・障害 を持 って いる人 に比べれ ばそれ な りに苦 労 はあ るが、命 に大変 な ことはな い とい

って もい い く らいだ

・た とえ病 気や 障 害 を持 って いた と して も、私 達 と同 じよ うに明 る く楽 しい生活 が送れ

るとわ か った

・健常者 も障 害者 も同 じ人間な のだ とい う事 が この授業 で特 にわか った

・障害 を持 った 人 もそ うでな い人 も差 別 しな いで 、 同 じよ うに生 きる のが普 通だ と思 う

・見た 目で はわ か らな いが障害 を持 って い る人、見 た 目でわか る人 と様 々だ が 、み んな

楽 しく普通 に暮 らそ うとす る ところは 一緒 だ

・あの高校 生 もライ ブを した り自転車 に乗 った り、普通 に生 きて い る

カテゴ リー5.軽 視 され る命へ の問題提 起

・一つ しか ない大 切な命 を捨て て しま うなん ておか しい こと

・生 きた くて も生き られ な い人 が いるの だか ら、命 を無駄 にす る のはそ の人達 に 申 し訳

な い

・頑張 って い る人 もいるの に、最近命 とい う大切 な ものを無駄 に して いる人 がい る

・この世の 中 には五体満 足で あ りな が ら、 自殺 ・心 中 とい った命 を捨て る行為 を行 う人

が いる

・不 自由な く生活 して い る人達 が事 件 を起 こして い る ことに疑 問 を持 った

・世 の中 には何 の不便 もな く生活 して いる の に、命 に関わ って殺す ・殺 され る とい う関

係が あ るの はおか しい

・障害 を持 って な いの に、 自殺 な どをす る 人は 自分 に甘 えて いる

・自分か ら命 を絶 つ奴 、人 を殺 す奴 は愚 か で悲 しい ものだ

・今 の世 界 には命 を軽 く見 てい る人が多 い

・なぜ今 の 日本 ・世 界で は個 人感情 で命 を奪 った り、 自 ら命 を絶 つ とい う ことが起 こる

のか

・殺 人事 件や 自殺 は何 を考 えてや って い るのか わか らな い

・最近 は 自殺や 殺 人な ど、人の命 をお もちゃ のよ う に考 えて いる人 が いる

・人の命 を大事 に しな いのは ダメだ

・普通 に生 きるの も難 しい人が い るの に、世 間で は 「殺 人」 「自殺 」が あ る

・命 に関わ る事 件 を起 こして いる 人は今 日の よ うに命 につ いて考 える事 がなか った 人だ

と思 う

・今 、色々な 事件 が あるが 、なぜ みんな 自分 の命 を大切 にしない のか不思 議 だ

・人(自 分)の 命 を無駄 にす る人 は、 人間 と して い けな い人 だ

・生 きた くて も生き られな い人が い るの に健 康な私 達が 命 を大切 に しな い とそ の 人達 に

失礼 だ
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・自殺 な ど自分 自身で命 を絶 つ人 が私 に もわか らな い

・そ ういった行 動 は誰 に も幸 せや喜 び を与 えて は くれ な い

・命 の大 切 さがわ かれ ば、 人は無意 味 な殺 人 は起 こさな い、無意 味な 自殺 を しな い

・病気 と一 生懸 命 に闘 って いる人が いるの に、命 を大 切 に しな い人が いるの はその 人の

気持 ちが 全然 わか らな い

・そ うい う人 は頑 張 って 生 きよ うと思 って いて も死 ん で しまった人達 に悪 い

・今 の世 の中 は 自殺 や殺 人が毎 日の よ う に起 きて い る。 生 きた くて も生 き られ なか った

人 の ことを考 え る と、 なぜ こんな ことを したの か とて も疑 問 に思 う

・自殺 す る人 はそ の限 りあ るもの をそ まつ に扱 って いる 自殺や殺 人 な どで 人の命 が消 え

て い くの を 「他人事 だ か らいいや」と思 って いたが 、今 回話 を聞 いて 他人事 じゃない、

人 の命 が な くな るのは悲 しい と思 った

・クラスで もふ ざ けて 「死ね 」 と言 う人が いるが、 そん な言葉 はふ ざけてで も言 っては

いけな い言 葉だ

・日常 生活 で 「お 前死 ねや!」 とか 「キエ ロ」 な ど、命 を軽 く思 って言 って いた 自分 に

反省す る

・今 まで ふ ざけて 「死ね 」や 「殺す 」 と言 って いた言 葉 の数 々 はひ どい ことだ

・今 まで 自分が どれ ほ ど命 とい うもの を軽 く見 て いたかが思 い知 らされ た

・今 日まで命 とい うもの を軽 く考 えて いた よ うな気 が す る

・「命 を大 切 に して いな い」 とい う言葉 が 身 に しみ た

・今 まで は 自殺 な ど も 「嫌 になった ら死 ん じゃえば」 くらいに しか考 えて こな か ったの

で 、今 回は色 々な ことを考 え させ られ た。

・これ か らは誰 かが むかつ くか らとか死 ん じゃ え とか言 わな い し、考 えな いよ うにした

い

・命 は粗 末 に しては い けな い もの

・命 は決 して無駄 に して はい けな いものだ と感 じた

・命 を無駄 に して い る今 の時 代 を、無駄 に命 をな くさな いよ うにす るべきだ

・みん な にも人や命 を大切 にす る ことを心 が けて ほ しい

・頑 張 って生 きて い る人が い るのだか ら、命 を無駄 に しない方が い い

・命 を粗末 にで きな い

・これか らの社 会 は常 に人 の命 を考 え て生活 す るべ き

・事故 で命 を落 と した り、不 自由な体 にな る こ ともあるので 、み んな に 自分 の命 をもっ

と大 切 に して も らいた い

・健康 な 自分達 が、 自殺 ・事故 ・殺 人な どで 命が な くな って いる この時代 を変 えるべ き

だ

・他人 を想 う気持 ち 、小 さい植物 も大 切 にす るな ど、普段 の生活 か ら改善 して い くべ き
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・小 さ い ことで も何 か始めて い く必 要が ある

・日頃 か らの考 え を変 えて 、辛 い事 が あ って も乗 り越 えて いかな い と駄 目だ

・世 界 の人達が 今 日のよ うに深 く命 につ いて考 えて ほ しい

・無駄 な死 が な い世 の 中になれ ばい い と思 う

・もっと物 事 を冷 静 に見て 、 自分 の将来 を考 えて ほ しい

・この よ うな機 会 を増や し、私 のよ う に考 えが 変わ る人が 多 くいれ ば いい と思 う

・命 の灯 火 を消す ことな く、 いつ まで も この灯 火 を とも し続 けよ う

・命 は大切 に守 らな くて はい けな い

・生 きろ、命 を守 れ

・生 きた くて も生き られ な い子 が いる、 な らば私達 は 自ら命 を絶 って はい けな い と思 う

・重 た い病 気 を持 って いて、頑 張 って いる子 を実 際 に見 た こ とが な いので よ くわ か らな

いが、命 を粗 末 に しては いけな い とい う ことはわか った

・生きた くて も生 き られな い、生 き る ことので きな い人が い るので 、 自分 で命 を絶つ こ

とだ けは した くな い

・人は 生まれ た ときか ら人 生の最後 まで生 き尽 くす義 務が あ る

・病 気が あ って も生き るべ きで ある

・世の 中 にはた くさん、 生きた くて も生 き られ な い人が いる のだか ら、命 を軽 く投 げ 出

して は いけな い

・これ か らは 自殺 、殺 人な どのな い、互 い た助 け合 う世 の 中に して い くべ きだ

・これ か らは無駄 に死 にた くはな い と思 った

・命 をそ まつ にす る様 な考 え はやめ よ う と思 う

・世 界中 の人が 生 きる ことについて よ く考 えてみ るべ きだ

・生き る という ことは何 にも屈せず に人 生 を全 うす る という こ ともあるか もしれ な い

カテ ゴリー6.当 事 者でな い自分 の心情

・障害 を持 って生 まれて きた人の気 持 ちや辛 さはわか らな い

・障害の な い私 た ちに障害 は関係 がな い

・心 の 中で は まだ少 しだ け命 は ゴミだ と思 って いる

・何 も感 じな い

・自分 は考 えた ままに考 えた。 ど う捉 えよ うと して もか まわな い

・お そ らく人 間は 当事 者 にな らな い と理解 で きない

・薬や 治療 に関 して の詳 しい情報 がわ か らな いので い まいち大変 さが 伝わ って こなか っ

た

・自分 は病 気 を した ことはな いので、実 際 どれ だ け辛 いか 、苦 しいか わか らな い

・体 に満 足 して いるので 、何 もわ か らな い
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・命 につ いて考 えて もや っ ぱ り答 えはわか らない

・今 「お 前が ここに いる意味 は?」 と聞か れて もど うしよ うもな い

・あ ま り前 と気 持 ちは変 わって いな い

・講演 を聞 いて 、 自分の考 え は全 く変 わ らなか ったが 、命 につ いて は改めて考 えさせ ら

れた

・特 に感 じる こ とはなか った

・基 本的 に考 え は前 回 と変 わって いな い

カテ ゴリー7.変 化 した 自己の認識

・これ か らの 人生考 え てい くもの は これ かな と思 った

・将来 、獣 医 にな りた いが命 を扱 う仕 事 なの で、今 の私 自身で命 とは何か 、本 当の もの

を忘 れか けて い る と思 った

・命 につ いて も う1度 ゆっ く り考 え た い

・私 な りに色 々考 えてみ た いと思 う

・生 きる こ との考 えが深 まった

・今 回の時 間 は 自分 にとって重 い時だ った

・忘 れ か けて いた命 につ いての ことを深 く考 え、見 つ け出す こ とがで きた

・今 回、命 とは何か を見 つ ける事 がで きた

・自分 でで き る ことの全て をや る とい うこ とを教 え られ ま した

・もっ と命 の ことにつ いて学び た い

・今 まで は事件や 事故 に巻 き込 まれた 人 の こ とは考 えた ことはなか った

・今 まで は 自分 が幸せ だ と思 った ことがな か った。嫌 な事 ・辛 い事が あ る と逃 げ出 して

いた 。

・障害 の ある人 はそれ 以上 に辛 い思 いを して いるか ら、少 しの事 で逃 げ出 して はいけな

い と考 え させ られた

・今 日の話 を聞 いて 、「命 につ いて」 の考 えが変 わ った

・自分 の中で 何か が変 わ ったよ うに思 う

・講演 を聞 いて 、命 について気 にな る事 が変 わ った

・自分 の命 に対 す る考 え を変 え るた め の材料 にな った

・話 を 聞いて考 えが変 わった

・考 えが変 わ った

・考 え直 さな い とい けな い

・前 回書 いた ことが 恥ず か しい

・命 につ いて考 え直 すべ きだ

・い じめや病 気 と闘 って勝 てな か った ら しょ うが な いが 、生 き方 を少 しず つ変 えていか
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な けれ ばな らな い と思 う

・自分 が今 まで なぜ人が 生 きて い るのか 、命 の重 さが わか らなか ったの か不 思議 でな ら

な い

・自分達 が 小 さな事 で悩 んで いるの がバ カ ら しい。 もっ と身の 回 りを見 な い といけな い

・命 を粗 末 に して は いけな い。 どれ だ け幸 せか考 え た こともなか った考 えた こと もな い

ことをた くさん 学べた

・自分 の考 えが少 し変わ った

・これ か らは命 に関心 を持 ち、考 えて い くことが 課題 とな り、心 が 成長 して い く ことの

手掛 りとな るか もしれ ない と感 じた

・前回 よ りも命 について興 味深 くな った

・今 回 の話 は、 自分 を変 え られた ものだ と思 う

・今 まで はバ スな どで体 の不 自由な人が 乗 ってた り して も特 に何 も感 じな か った

・今 まで は このよ うな方 々はかわ いそ うとい う考 え を持 って いた が 、そ の考 えは変わ っ

た

・前は死後 の世 界 について考 えて いたが 、そ れは 問題 で はな い

・今 まで は 「命 は大 切だ 」 「何 で 自殺 な んかす るん だ ろ う」 と簡 単 な考 え しか しよ う と

して いなか った

・今 日、命 とい うもののあ り方 を改 めて教 え ていた だ いた

・命 につ いて沢 山考 える事が できて よか った

・今 日の話 が聞 けて よかった

・「命 について 」の話 を聞 き、感心 した

・障害 を持 って いる人 の発 言 に心 を動 か された

・講演会 と聞 いて 「面倒 だ」 と思 った が、そ んな こ とはな か った

・この講 話が これ か らの人生 に役 立 って い くと思 った

・今 日の話 は、 これ か らの人生 に役立 って い く

・今 日の講 演 を聞 いてす ごく感動 した

カテ ゴリー8.幸 せな 自己 の発見 と感謝

・私 は 「ご飯 を食べ る こと」 「歩 くこ と」 「生 きて い られ る こ と」 が 当た り前 に感 じて し

まって いる

・「不 自由な こ とが体 にな い」 これ が僕達 に当た り前 の こと

・生きた くて も生 きる ことがで きな い人が いる 中で、私 は何 不 自 由な く生 まれ 、何事 も

な く生 きて いる

・ただ ご飯 を食べ るだ けで幸せ だ と思 うのは僕 らに とって 当た り前 で 、 いか に安 全で何

不 自由な く生 きて いるのが よ くわか った
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・健 康 な体 で 生 まれ て きた僕 達 はそれ が 当た り前にな って いる

・自分 の体 が上 田 さんの言 って いたよ うに普 通 になって いる と思 った

・いつ も健 康 で い られ る ことが 当た り前 にな って いた

・「生 まれた 時か ら健康 で生 きて きた人 はそ れ に慣れ て しまって
、命 の大 切 さを忘れて

しまって い る」 とい っていた がそ の通 りだ

・人は いつ どん な障害 を持 つかわ か らな い

・病気 に勝 て ず亡 くな った方 々の ため に も生 きて いる ことが幸 せだ と考 えて いきた い

・普段 何気 な く して いる ことが
、 どれ だ け幸せ な こ とか を知 りま した

・自分 が どれ くらい 「恵 まれ て いる のか」 「命 の重 さ」 とい うものが 見 えて きた気 今 ま

で生 きて い る意 味や 生 まれ た理 由 は全 然わ か らない と思 って いた が 、今回 「生 きる」

とい う感 動 を感 じた

・生 きた くて も生 き られ な い人が いる のだか ら自分 が命 ある こ と
、 ち ゃん と動 く手足が

あ る こ とに感謝 した い

・病 気 に勝 とう と して、生 きた い と思 って 、死 んで しま う人 が いる、 それ を聞 いて 自分

は幸せ 者 だ と思 った

・今 も ど こか で病 気 と闘 って いる 人
、 食べ 物 がな くて生 き られ な い人が い る と思 うと、

私達 は とて も幸 せだ と思 う

・講演 を聞 いて私達 はす ごく幸 せな んだ と思 った

・普通 に暮 らせ るだ けで どれ くらい幸 せ か
、病 気 と闘 う勇気 とい うもの を実感 した

・話 を聞 いて生 き る喜 びが わか った

・自分 が どれ くらい 「恵 まれ て いるの か」 「命 の重 さ」 とい うものが 見 えて きた気 がす

る

・普段 何気 な く して いる ことが、 どれだ け幸 せな ことか を知 りま した

・病気 に勝 てず 亡 くな った方 々のた め に も生 きて いる ことが 幸せ だ と考 えて いきたい

・生 きた くて も生 き られな か った りす る人が沢 山 いるのだか ら
、私 は もっ と生 きて いる

事 に感 謝 しな き ゃダ メだ と思 った

・そ の よ うな 人達 に比 べる と私 はなん て幸せ な のかよ くわか った

・「生 きて い る」 それ だ けで私 や家 族 、友達 は幸 せな のだ

・生 きて いる ことはす ごい こと

・生 きて いる ことはす ごい ことだ

・命 が な い と生 きて いけな い
。今 ここに いる私達 はす ごい

・生 きて い るだ けで よい

・1番 幸せ な ことは生 きて いる こ とだ

・生 きて いるだ けで 幸せだ

・「生 きて い る」 という ことは幸せ な こ と
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・生 き られ て いる事 を大 事 に した い

・命 が あ って も、 生 きて い く 自信 をな くす 人 もい る。命が あ る こ とは うれ しい とい う事

を感 じるべ きだ

・生き る という ことは何気 な い ことか も しれな い。 生き る ことは とて も素敵 な こ とだ と

実感 した

・生 きて いる こ とに感謝 して 日々を過 ごそ う と思 う

・今生 きて いる ことに喜 び を覚 え た

・死 んで い く人 もいる。 生き られて い る ことは素晴 ら しい

・周 りを見 れ ば 自分 は まだ 自由で幸せ だ と気 付 かな いのか 。生 きて いれ ば うれ しい こと

もい くつ もある。

・生 き る ことは普 通だ と思 って いたが 、 とて も大 変 な思 いを して 生 きて い る人が いて、

自分 は恵 まれて い る

・生 きる とい う ことは とて も大 切 だ

・生 きる ことは素晴 ら しい と思 った

・事件や 事故 で死 んで いった 人達 は どんな 気持 ちだ った だろ うと思 う と
、今 生 きて いる

自分が とて も幸福 に思 えた

・今 回 の ビデ オの少 年 を見 て、 「生きて い るだ けで価 値 が ある」 と痛感 した

・自分 は幸 せな んだ とい う考 えの もとに生 きて いき た い

・生 き られ る という ことは、本 当 に幸 せだ と実感 した

・生 まれ た時 に人 間は1つ の幸 せ を もって いるのだ

・頑 張 って生 きよ う と してい る人 々 に対 して
、今 の 「健 康」 を当た り前 に思 って いる僕

は大変 失礼 だ と思 った

・病気 で苦 しんで いた り、生 きた いの に生 き られな い人 が いる中で 、 「生 きて いるの が

当た り前」 と思 い込 んで いた 自分が ダ メだ と思 った

・障 害 を持 たな いで 生 まれ てきた 人、不 自由 を持 たな いで 生 まれ て きた人 は 当た り前 と

は思 って は いけな い

・障害 な く生 まれ て きたの は普 通 の ことで はな く幸 せな ことだ と感 じた

・何 も障 害 を もたず に生まれ た 自分 は本 当 に幸 せだ と実感 した

・障害が な い ことを当た り前だ と思 って いたが 、そ れは 間違 って いる と思 った

・健康 で何 の障 害 もな く暮 らしてい る私 は とて も幸 せ だ

・私た ちが 当た り前の よ うに生 まれて きた健康 体 はす ごく幸せ な こと とい う意味 がす ご

くわか った

・健康 体 は今 まで気 に しな か った け ど、本 当 に幸 せな こと

・健康 な体 に生 まれて きて 良か った と実 感 した

・自由な こ とは幸 せ とい う ことも理 解で きた
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・自由に動 け る こと、 自由 に食 べ た り飲 ん だ りで き るこ と、何 で も自由 にで き るこ とは

本 当に幸せ だ

・食べ る こ との 素晴 らしさを今 まで考 えて いなか った

・食べ る こ との大 切 さが 、 ビデオ を見 て よ くわ か った

・歩 いた り、食 べた り、書 いた りで き るのは 当た り前で はな い

・私達 が普 段生活 して い る中で何 気 な く行 って い る食事 や歩 くこ とな ど当た り前 だ と感

じて い る事が で きず 困 ってい る人 が多 くいる という実 感が わ いた

・今 まで 当た り前 と思 って いた健 康 とい うのは実 は当た り前で はな く、 生 き られ な い人

もいっ ぱい いる んだ と思 った

・今 こう して普 通 に生活で きて い る事 は 当た り前で はな い と考 え させ られ た

・自分 が どれ だ け恵 まれて い るのか 、病 気 と闘 い頑 張 って い る人が いる ことを感 じた

・今 まで 自分 は五体満 足 に生 まれ て きて も毎 日不満 ばか りをぶ つ けて きたの を、今 で は

そ れ を後悔 して いる

・私達 は障害 な く生まれて きて 、命 の大 切 さ を忘れ て いるのか も しれ ませ ん

カテ ゴリー9.生 き方 の模 索

・頑 張 って いる人 々が いるの に対 し、 なぜ僕 は簡単 に怠 けて しま うのか と、 自分が惨 め

に思 えた

・自分 な ら障害 に対 して現 実で は な い と自分 自身の存在 を否定 す るだ ろ う

・も し、 自分 が こんな病気 になっ た ら耐 え られ ない と思 う

・病 気 と闘 う男 の子 は強 い人 。私 な ら死 にた くなる と思 う

・病 気 に はな りた くな い。抗 がん剤 治 療な どは見 て るだけで辛 さが伝 わ って くるとて も

耐 え られな い

・上 田さん のよ うに人 前で 自分の 話 をで き るよ うにな るの も無理 だ

・生 きる こ とは大 変だ

・も し自分 が病気 にな った ら頑 張 れ るか と考 える と無 理だ

・ガ ン治 療 の注射 な どに耐 え、元 気 にな る男 の子 に比べ、 自分 は血 を採 る とかで弱音 を

吐 いて いて 、 だ らしない と思 った

・体 が不 自由で できな い人が 一生 懸命 生 きて いる姿 を見た り聞 いた りし、 自分 の生活 を

振 り返 ってみ よ うと思 った。

・生 まれつ き の障害や病 気 を抱 えた 人達 の現 状 を初 めて知 った

・自分 と同年齢 で病 に命 をお びや か され て いる人達 が少なか らず いる事 を知 った

・どん な障 害が あ って もあき らめ な いで 最後 まで立 ち向か うこと を知 りま した

・病気 に勝 てず 死んで い った子供 達 が明 るか った のはそ の子 供達 も 自分 の命 に誇 りを持

って1秒1秒 を大切 に生 きて いた か らで はな いか
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・障害 が あって も 自転車 に乗 った り、学校 に行 った り、何よ りも自分 の障害 の事 を プ ラ

ス に考 えて いた のがす ごいと思 った

・彼 らはそ うで はな くプ ラス に考 える事が で きる

・上 田君 は 自分が生 きて いる事 をす ごくあ りが た く受 け止 めて い る と思 った

・障害 を持 ってい るの に、 あん な に前 向 き に明 る く生きて い ける こ とがす ごい と思 った

・ビデオ のひ どい痛 み に耐 えて まで も退院 した い、 人 と同 じよ うに生 きた い と考 えて い

る少年 に感 動 した

・ビデ オの 早 く元気 にな りた い とい う一 心で頑 張 って い る姿 に感 動 した

・体 は病 気 に罹 って いて も、健康 な僕 よ り心 はす ごく健康 だ と思 った

・どん な重 い病気 に罹 って も希望 を捨 て な いでそ の病気 と闘 うこと を知 りま した

・「なぜ 自分 だ け?」 と苦 しい生活 を送 って い るが 、 あき らめず 病気 と闘 う姿 が 印象 に

残 って い る

・頑 張 って いる人が病 気 に罹 って い る人だ けで な い ことも知 った(医 者 、看護 師、家 族

も)

・た とえ重 い病気 を背 負 った と して も、命 の大 切 さを知 って い る人 は頑 張 れ る

・た とえ重 い病気 を背 負って い る人が大 切な 人 だっ た と して も、命 の大 切 さ を知 って い

る人な ら頑 張れ る

・病気 に勇敢 に立 ち向 か う姿 に感動 した

・病気 と闘 い勝 ち抜 いて生 きてい る人 はす ば ら しい

・上 田 さん は一 回 も悲 しげな表 情 を見 せ なか った 。本 当 に充実 して いる と感 じた

・本 当に障害 者か わか らなか った。 プ ラス思考 だ

・世の 中 には偉 い人が いる と思 った

・苦 しんで も生 きる希望 に向か って精 一杯 生 きて い る人 が この世 にい る ことを実 感 した

・ビデ オの子 も上 田君 も明 日命 があ るか どうか わか らな い現実 と向 き合 って いるだ か ら

家族 との時 間や学校 生活 を楽 しんで い る

・障害 を持 って いる人は 自分 をか わ いそ うだ とは思わ ず 、む しろ生 まれて きて よか った

と思 って い るのか も しれな い

・病気 な どで普通 の生活 がで きな い人 も いるが 、一生懸 命 に毎 日を 力強 く生きて いる

・限 りあ る命 をのばそ うと闘 って いる 人 もい る

・彼 らは病気 や障 害 と闘って いる

・「生きた い」 という意 志で 闘病 生活 を送 って いる人 が いる

・「病 気」 と闘 い、 自分 の毎 日を精 一杯 生 きる ことの でき る二 人 のよ うにな りた い

・自分 もそ うなれ るよ うにな って いきた い

・これか らは他 の人 と比べ るので はな く、 自分 に甘 えず 、上 田さん らの よ うに強 い人 間

にな りたい
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・障害 を持 って いる人 が どれ だ け頑張 って苦 しみを乗 り越 えて きた のかが わか った

・辛 い治療 に耐 え、明 る く接 す る こ とが でき るのは強 い

・初 めて 生き抜 く事 を頑 張 って い る人 を見 た

・病 気 を持 った 人 も一 生懸命 生 きて い る

・病 気 や障 害 を持 って も決 して あ き らめず に生きて いるのが 素 晴 らしい

・病気 や障 害 と向き合 って元 気 に勇敢 に生きて いて、命 の大 切 さが 本 当にわか って いる

・辛 い こ とが何度 お きて も くじけず に立 ち向か って い く姿 に感 動 した

・自殺 や殺 人 をす る人 はみ んな病 気 を持 って いない人達 で 、 こんな 風 に絶 望的な ことに

な って も一生懸 命生 きよ うと して い る

・難病 に罹 って も生 きよ う として いる人 だ って いる ので 自分 も頑 張 って生 きよ うと思 っ

た

・ビデ オ の少年 は足 に障害 を持 って い るが 、そ の分、 強 さ と優 しさを他 の人よ り沢 山持

って い る

・上 田 さんは体 に不 自由が あ って も、生 きて い く上で ほ とん ど不 自由だ とは考 えて いな

い と思 った

・障害 を持 って 生まれ てきて も障 害 に負 けず、夢 に向 か って生 きて いる のは立派だ しか

っ こい い

・病気 と必 死 に闘って いる人 を見 て 、す ごく頑張 って い る大 きな人 だ と思 った

・改 めて苦 しみな が ら生き抜 いて いる人が い る ことを知 った

・病気 を持 って しま った人 の方が 強 い精神 力 を持 って い る

・病 気 を抱 えなが らも、1日1日 を楽 し く過 ごして いるの は本 当 にす ごい事 だ

・少年 と上 田 さんは障害 を克服 し今 の生活 を送 って いる。 素晴 らし くか っ こい いことだ

と思 う

・同年代 で こんな に頑張 って い る人が い るんだ と思 った

・ビデ オ を見 て、 あんな辛 い治療 に耐 え退 院で きたの はす ごい と思 った

・少年 のお母 さん が障害 に対 して 弱 い ところ を見 せな い こ とに感 動 した

・辛 い検 査や 治療 を乗 り越 え た者 こそ が初 めて 自分の家 に帰 れ るよ うな気が した

・命 を大 事 に して一 歩一歩 前 に出 て いきた い

・自分 の命や体 をもっ と大 切 に しなが ら毎 日を生きよ うと思 う

・自分 の命 を持 って い る ことを誇 りに思 い、大切 に して い こうと思 う

・これか らは命 を大 切 に して 生き て い こう

・これか らは命 とい う宝物 を大 切 に し、残 りの人 生 を楽 しん で いきた い

・これか らの社 会で 、命や 生 きて い く ことにつ いて少 しで も意 識 して いきた い

・これ か らは命 ・生 き るこ とを もっ と深 く考 え、 生きて い きた い

・今 、健康 で も いつ何 が起 こるかわ か らな いので 、 もっ と命 を大切 に して いきたい
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・これ か らの人生 、 自分 に何が あ るか わか らな いが 、1日1日 を大 切 に過 ごして い きた

い

・生 きて いる人 は生き続 け られ る限 り何 よ りも大切 に しなけれ ば な らな い

・これ か らは今 まで 以上 に命 を大 切 に して い き、辛 い事 があ って も頑張 って生 きて いき

た い

・これ か らはよ り一 層命 を大切 に し生活 を送 りた い

・神様 か らも らった大切 な命 な ので いつ まで も大切 に してい きた い

・これ か らは 自分 の命 を大 切 に し、 人生 を充実 した もの に して い きた い

・もっ と命 を大 切 に して助 け合 って 生きて い きたい

・一生懸命 限 りあ る 「いの ち」 を生 きよ う

・自分 の命 は 自分で最 後 まで じっ く り活 用 し、そ れ を心 に刻 み込 ん で生 きて いきた い

・命 は1つ しかな い ものだか ら自分 の 生き られ る と ころ まで 生 き る

・限 りある命 を精一杯 生 きる ことが大 切

・いずれ きて しまう死 に向か い合 う前 に、今 を精 一杯 生 きる こ とを考 え る方が価 値が あ

る と思 う

・健 康な分 、頑 張 らな けれ ばい けな い とい うこ とを学 んだ

・自分 にで き る精 一杯 の ことをや りた い と心 か ら思 う

・これか ら教 え られた命 の大 切 さや 、病 気 に立 ち向か って い く勇 気や 努 力を 自分 に活か

して いき、他 の人 に も教 えて いきた い

・自分の 目的 を持ち、 目標 に到 達で き るよ う努 力 した い

・私 が楽 しくな い と思 う日常 を求 めて頑 張 って いる人が いる事 を思 い、幸せ な人 生を送

ろ うと思 う

・障 害が ある 人が幸せ な生活 を送 るた め にも、私達 が頑 張 って行 か なけれ ばな らない と

い う事 を強 く思 った

・これか らは障 害 を持 つ人達 のた め にも、恥 ずか し くな い行 動 を と り、責任 を持 って 人

生を歩 んで いきた い

・自分の夢 の理 学療法 士 にな り、歩 けない こどもや 、 人 々のた め に働 きた い と改 めて思

った

・これか らの 生活で命 に対す る考 え を見 直 し今 日聞 いた話 しを沢 山の人 に伝 えた い

・今 回の話 しの1つ1つ を しっか り心 に しま い、プ ラス思考 で い きたい

・私 を強 く生 きたい

・自分 を大 事 に しよ う と考 え た

・親が 今 まで育 てて くれ た この身体 を大 事 に した い

・学 んだ こ とを心 に残 して いきた い

・命 は人 と人 との関わ り合 いで の心 とい う捉 え方 を して いきた い
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・これか らは命 をもっ と大 切 に し、命 につ いてよ く考 え る必 要が あ る

・今 まで 生 きる意味 は周 りの 人が 悲 しまな いため と しか 思 ってな か ったが、 これか らは

自分の ため に生 きて いきた い

・そ の幸 せ を独 り占めす るの で はな く、み んなで分 け合 って 幸せ に したい

・生き た くて も生 き られ な い子が 沢 山い る事 がわか った ので 、そ の子達 の分 もちゃん と

生き る

・自分 を信 じて ど こまで も生 きて い こ う

・健 常者 で ある我 々よ り頑 張 って 生 きて いる と思 う。負 けぬ よ う頑 張 って努 力 して生 き

て い こうと思 う

・障害者 の 人々 に恥 じぬよ うな生 き方 を これ か らして いきた い

・幸 せ に食 べた りして 生きて い る私 た ち は裕 福だ と思 う。病 気や飢 えで死 んでい った 人

の分 まで 一生懸命 生 きて いかな けれ ばな らな い

・今 を精 一杯 生 きる

・「僕 も頑 張 らない と」 と思 う

・命 につ いて考 え、生活 を楽 し く生 き られ るよ うにな りた い

・学ん だ事 を忘 れず 、 これか らの 自分 の生 き方 を しっか り考 えて い きたい

・くじけそ うな人が 周 りに いた らよ い方 向へ と引っ張 って いき 自分か ら 「+」 の人生へ

と作 り変 えて いきます
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ポ チ とルナ は い つ も一緒 、

い っで も会え る。

「ポ チとルナ はいつ も一緒 」(創 作絵 本)

文:井 上ひ とみ 絵:谷 保 由依子
(石川県立看護大学教員)(石 川県立看護大学学生)

覇 ・

わ一 あ。 可 愛 い。

待 ちに待 った 誕 生 日、 ポチはルナの所へや って来た。
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く ず

ポチはただのペ ットじゃな いんだ。ルナの一番の友だ ちなんだ。

ご飯 も一緒、おやつ も一緒、

ポチはルナが大好 きだ った。

ルナ もすご一 く、ポチが大好きだ った。

・細r

お使 い に行 くの も、 公 園へ 行 くの も、 ど こへ 行 くに も、 二 人は 一緒 。

毎 日が と って も楽 しか った 。嬉 しか った。 す ご 一 く二 人 は幸 せだ った。

ず っ と、 ず っ と、 一緒 に いれ る と思 って いた 。
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ある朝、ポチが動かな くなった。

なぜ?ど うして?

「ポチ」 「ポチ」 「ポチど うしたの?」 「ねえ、一緒 に遊ぼ うよ。」

ルナが い くら呼んで も、ポチは 目を開けなかった。 い くら揺 さぶ って も起き

なか った。 ポチはピク リとも動かな い。初 めは暖かか ったぬ くもりが、だん

だん冷た くな った。

ポチは、死んでしまった。ママと一緒に、ポチをお墓に埋めて、花 を飾 った。

涙が後か ら後か ら流れて止 まらなか った。
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「ポ チ ど う して、死 ん で し ま った の?」 「痛 くなか った?」 「怖 くなか った?」

「死 ぬ って 、 ど うい う ことな の?」 「ね え、 死 ぬ って ど うい う こ と?」

「今、 ど こに い るの?」 「ね え、 ポ チ、 ど こに行 っち ゃ った の?」

な ぜ?

悲 し くて、 さび し くて、

何 をや って も嬉 し くな い。

おや つ も お い し くな い。
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ポ チ、 返事 して よ。

会 い た いよ。

と って も会 いた い よ。

「ワン ワン」 「ワ ン ワン」 と

ポ チが 嬉 しそ うに、 ル ナ の と ころへ 駆 け て来 ます。

ア レー 、 ポチ 、 帰 って 来 て くれ た の?

嬉 しいよ。

「ルナ ちゃ ん。 も う、 一緒 に遊べ な くな った けれ ど、 そば には 見 えな いけれ

ど。 ぼ くは、 ず 一 っ とル ナ ち ゃん と一緒 だ よ。 目を閉 じてご らん、 ほ らね 、

ぼ くは ル ナ ち ゃん と一緒 だ よ。」 59



「あれ 一 、 ポ チが 人 間 の こ とば を話 した。」

「そ うか、そ うだ ったんだ。私達は、あの時 と同じで変わ らないんだね。仲

良しのままなんだね。」
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目をつぶれば、私たちはいつも一緒だね。

顕 ■ ■
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病気 蜘轍,樗.轟 漁

この病気は

僕に何を教えてくれたのか

今ならわかる気がする

病気になったばかりの頃は

なぜ どうして

それしか考えられなかった

自分のしてきたことを

ふりかえりもしないで

けどこの病気が気づかせてくれた

僕に夢もくれた

絶対僕には

病気が必要だった

ありがとう

は らだ たけひ で/絵
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